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零章　独善者は笑う　She Sees Truth






　──その瞬間、彼女は世界から消えた。




　全感覚投影型ＶＲオールネスヴアーチヤルリアリテイバトルゲーム『ＢＬＡＤＥ－ＬＩＮＫブレードリンク』第一回公式トーナメント大会。

　その決勝の舞台で《不敗の王剣クラウン》『ＲＥＮ』に敗れた彼女──《斬虐の女王クイーン》『ＣＨＩＬＬ』は、強制ログアウトと同時にあらゆる現実で誰だれからも認識されなくなっていた。

　目の前で右往左往する家族。

　なにより運命の相手に声すら届かなくなったことに、彼女は。

「──予想どおりだ」

　元より拡張認識レイヤードリアルに類たぐい希まれな適性を持ち、理論上想定された《ＮＥＸＴ》に誰よりも近い存在だった彼女は、自らがそうなったことをすぐに受け入れた。

　自身を他者から認識不能にする力──《不在証明アブセンス》。彼女は不可解なその力をそう名付けると、すぐに利用することにした。

『第六機関シツクスオルガン』との約定の中には《ＮＥＸＴ》として覚かく醒せいした際の協力が明記されていたが、誰からも認識されないということは、あらゆるしがらみから解き放たれているのと同義。

　彼女は当初の予定通り、果て無き探求心の赴くまま、あらゆる領域に一方的に干渉アクセスしていった。

　彼女には目的があったのだ。

　それは他者を斬きり刻みたい性癖に端を発し、最上の相手に出で逢あったことで深まった疑問。

　その問いの答えさえ知ることができれば、他ほかのすべてを蔑ないがしろにしてもいいと思える、たった一つの真実。

　その理由。その構造的歪ゆがみの原因の探究──。

　誰だれからも何からも縛られない、縛られようがない彼女は、自らのみ認識を強要できる一方的な関係性において、文字どおり神のごとき振る舞いをほしいままにした。

　それ自体に意味はない。ただ、手段としてこの上なく便利なだけだ。

　その便利な力を使い、途方もない量の情報を手に入れ、処理し、人の身では到底不可能な純粋な考察を続け──彼女はついに答えを知る。

　それはあまりにもあっけないものだった。

　そうかもしれない、そうなのだろう、そうだったら──つまらない。

　つまらないつまらないつまらない。

　だから。

　そんなつまらない世界は。




「……変えてしまおう」






一章　はじまりの終焉　End of End






「──やあ蓮れん兄くん。それほど久しぶりじゃないね」

　白で統一されたシンプルな病室で。ツインテールを揺らした少女──兎と神がみ散ちる葉はにそう不敵に笑いかけられ、千せん宮ぐう蓮れん也やは鋭く目を細めた。

「散葉……」

　呟つぶやいた蓮也が見るのは幼なじみの少女ではなく、その傍らに座った青年だ。

　本来の年齢からすれば若すぎる外見のその男は、にわかにはそうだと信じがたい。

　だが蓮也の内耳に装着された認識拡張端末『ＱＤクオリアデバイス』が、否いや応おうもなく拡張認識レイヤードリアル上に彼の名前をポップさせる。

　世せ良ら樹き我が光こう。ブレードリンクを使った《世界変革計画プロジエクトシフト》を目もく論ろむ『第六機関シツクスオルガン』の長であり、蓮也の隣で呆ぼう然ぜんとたたずむ銀髪の少女、祈いのり刃はユウリの父親──。

　高校生であるユウリの父親としては異様に若く見える彼は、蓮也たちを一切見ていない。

　虚うつろな瞳ひとみはただひたすらにベッドに横たわる痩やせた少女──かつて蓮也たちの前で黒羽と名乗った彼女に向けられている。

　我光の手に可視化されたブレードは黒羽の胸に触れており、鳴動するような不気味な光を放ち続けていて。

「なにを、しているの」

　硬い声で咎とがめるようにそう口にしたのは、蓮れん也やのすぐ後ろにいた妃ひ継つぎだ。

　小柄な彼女はブレードリンク上での元パートナーに対する不穏な行動に、珍しくトゲのある感情をあらわにしてすでにブレードを可視化している。

　無感情無表情が常の妃継らしからぬその反応は、唐突な展開に戸惑っていた蓮也たちを我に返らせた。

　それぞれブレードを可視化し、特定の人間のみが参加可能なＲ２こちら側のブレードリンク──ブレードリンクＯＢＭアウトブレイクモードに備える蓮也たちに。

「ずっとこのピースが揃そろわなかったんだ」

　散ちる葉はが、無邪気に笑う。

「自身を仮想自我存在Figmentだと思い込み、Ｒ３仮想現実を改変しうる力を持つに至った『黒羽』。その魂に刻まれた力は喉のどから手が出るほどほしいものだ。けれどまさにその力故に彼女は《ＮＥＸＴ拡張現実における神》であるボクでも手の出しようがなかった」

「手の出しようがない……？」

「現実こちら側に意識がないんだ。お手上げだよ。……ねえ蓮兄くん、そんな自らの支配下にない人間の力を手に入れるためにはどうすればいいだろう？」

　歌うように言葉を紡ぐ散葉は、疑問を口にしながら決して答えを求めていなかった。

　求めているのは、問答というダンスのパートナー。

　なんだ。散葉はなにが言いたい……？　目の前に飛びつきやすい問いを提示されて、蓮也は知らず『悪癖』を刺激される。

「北風と太陽の寓ぐう話わだよ」

　瞬間、深くにまで沈み込んでいた蓮也の思考に、まるでその場所に足を踏み出すよう誘導するスポットライトのような光が差した。同時に、その答えの描く醜悪さに眉まゆを顰める。

「……そういう、ことか」

「先輩……？」

　訝しむユウリに蓮也は唇を噛かむ。旅人の服を脱がせるために必要なのは強い風ではなく、暖かな太陽の光だという北風と太陽の寓話。

　それはたとえば今回の件で言えば、黒羽を動かすために必要なのは上からの強制命令という強い風ではなく、敵対する元パートナー芹川妃継という太陽の光だということになる。

　つまりは──。

「俺たちが相対したセリアや黒羽は、本人たちにその意識がないまま散葉によって動かされていた……」

　より正確に言えば蓮也たち自身も。だから散葉はナイエとの対立でユウリの手助けをし、黒羽との戦闘で蓮也を助け、二年という長い期間を空けて突然蓮也の前に現れた。

　その理由が、すべてこのときのためにあったのだとしたら。

「な……そ、そんなことできるわけが」

「現にできているのに？」

　視線を廻めぐらせた散ちる葉はは、たじろいだユウリからこの場にいる全員へ両手を広げてみせる。

「そう難しい話じゃないさ。ボクはただ信じていただけだよ。蓮兄くんなら、彼女をここに連れてきてくれると。そしてなにより、そうなると確信していたボク自身を。自分を信じないのに、相手を信じられるわけがないからね」

「……！」

　ユウリが目を見開く。

　それはかつて蓮れん也やがユウリに向かって口にし、蓮也自身の力ともなった言葉。

　意味深に目を細めた散葉に──一人沈黙を貫いていた舞まい花かが口を開く。

「散葉……！　あんたは、どこまで……っ」

　複雑な感情を滲にじませた舞花が、薙刀なぎなた型ブレードを強く強く握りしめ、そんな実姉の姿に妹は興味なさげな一いち瞥べつを投げる。

　反射的に動こうとした舞花を、蓮也が先んじてその動線を塞ふさいだ。

「舞花。考えなしに動いてどうにかなる相手じゃない」

「でも──」

「つまり」

　不意に一歩を踏み出した妃ひ継つぎが、舞花と蓮也の前に出る。

　その眠たげな視線はまっすぐ散葉に突き刺さって。

「わたしたちが黒羽とたたかったのも、いまここでこうしてあいたいしているのも──すべて兎と神がみ散葉のけいかく？」

　それは問いかけではなく確認。それぞれの思惑を振り払った、シンプルな事実確認。

　穏やかなのに鋭く射貫くような言葉を投げた妃継に、散葉は何も言わない。

　そうして、不意に視線を背後に──今まで不自然に意識の外へ出されていた世せ良ら樹き我が光こうとベッドに横たわる少女へと向ける。

　瞬間、蓮也たちは今の今まで彼らに集中していなかったことに気づいた。

　世良樹我光は黒羽だった少女にブレードを突き刺すという、明らかに不穏な行動を取っていたのに。なぜ、そのことを忘れていたのか。

　忘れていた……？

　──違う。忘れさせられていたのだ。

　拡張認識レイヤードリアル上で神のごとく振る舞う少女によって。

　そこまで思考を推し進めた蓮也の前で、散葉は不敵に笑う。

「肉体は魂の牢ろう獄ごく──かつてそう口にした哲学者がいた」

　唇をつり上げ、両手を広げて。

「彼の理想イデアは今現実となる」

　厳かに呟つぶやいた散葉がその姿をラグらせ、静かに消えたと同時に。

　黒羽に突き刺さった世良樹我光のブレードが一際大きな光を放った。





　　　×






　光が止やむのと同時に、男──世せ良ら樹き我が光こうが苦しそうに胸を押さえる。

　手にしたブレードをかき消し、胸を掻かきむしるような仕草を見せた彼は、顔を俯うつむかせたまま苦く悶もんの声を漏らし、次第にそのボリュームを大きくしていく。

「ぐ、う、ぅぅ、ぅぅううあああああっ」

　目の前の異様な光景に、緊張した面持ちでブレードを構える蓮れん也やたちの中で、唯一ユウリのみが複雑な表情を浮かべる。

　だがそれも、がばりと顔を上げた彼が浮かべた歪いびつな笑みを見るまでだった。

「はぁぁ……これが仮想自我存在Figmentの自我パーソナリテイか……なるほど、理解した」

　そう口にしながら、腕を一振りし、鱗りん粉ぷんのようなエフェクトを舞わせるのを目にして。

　妃ひ継つぎが目を見開く。

「──それは」

「ああ、さすがだね。察しの通り僕の力だよ『ＣＨＥＶＡＬＩＥＲシユヴアリエ』」

　その呼び方。口調。浮かべた表情は。

「《天黎の識騎士シユヴアリエヴエール》……？」

　呆ぼう然ぜんと呟いた舞まい花かに、彼はあっさりと首を横に振る。

「いいや違う」

　そうしてまったく別の、艶あでやかな笑みを浮かべた。

「拡張認識レイヤードリアル上のタグがあるでしょう？　現状、何者かというパーソナルな問いにはそこにある通りと答えることにしていますのわたくしは」

　まるで女性のような──否、女性そのものの口調と声でそう答えた世良樹我光であるはずの『それ』は、冷たく目を細める。

　一瞬前の、黒羽そっくりのそれとはまったく違う雰囲気。

　混乱以外の何ものも存在しない現象に、ユウリが慄りつ然ぜんと言う。

「では、お父……いえ世良樹我光は──」

「お前に父と呼ばれることがあるとはな」

　黒羽とも女性とも違う、冷たい声がユウリの言葉を遮った。

　外見通りの透徹した空気をまとった彼に、ユウリが息を止める。

「失敗作のお前が私を父親呼ばわりするとは──片腹痛いですわね」

　途中で変わった声がくすくすと笑みを零こぼし、それでも変わらない青年のままの外見が呆あつ気けにとられたユウリを蔑さげすむように見おろす。

　なにが起きているのか。なぜこんなことができるのか──。

　不可解な空気に侵される中、蓮也が率直に言う。

「お前は、誰だれだ？」

　シンプルな言葉。ストレートな疑問。

　何者かと訊きかれてもタグの通りとしか答えないと言っているにもかかわらず、向けられた問いかけに、少なからず面食らったらしい彼は苦笑しながら続けようとして。

「ですから、名前は──」

「名前じゃない。今話しているお前自身が自分を何者だと思っているのか訊いている」

　ほんの少し言い回しを変えただけの質問。ユウリたちからすればそうとしか思えない言葉に、世せ良ら樹き我が光こうは寸前までの軽い空気を残らず払ふつ拭しよくする。

「どういう意味なのか……詳しく聞いてもよろしいでしょうか？」

「お前のブレードが他者の人格を取り込み、その力を得るものであることなどどうでもいい。お前がお前自身をなんであると考えているのか……ただそう訊いてるだけだ」

　正面きっての言葉。問いの答えではなく、問いそのものが意味を持つような尋ね方に。

「ふ──ふふふふ」

　顔を伏せ、暗い笑みを喉のどの奥で響かせた彼は、奇妙に表情を消し、静かに続けた。

「やはり、君は邪魔になる──みたいですわね」

　中途で変わる声。だがそこに先ほどのようなこちらを馬ば鹿かにするような響きはない。

　警戒しているわけではない。かといって侮っているわけでもない。

　ただ機械的に、こちらを邪魔だと断じている。

　音もなく一歩退いた世良樹我光は、鱗りん粉ぷんを散らしながらまっすぐに蓮也だけを見つめて。

「元々僕を手に入れるために泳がせていただけの存在だ。協力者である兎と神がみ散ちる葉はの要請はあったが、黒羽が手に入った以上、あなたたちは──もう必要ありませんわ」

『限定解除ブレイクアウト』。

　いくつもの声が重なる錯覚。即座に反応した蓮也たちがそれぞれＲ２拡張現実でのブレードリンク──ブレードリンクＯＢＭアウトブレイクモードに応じた衣装へと身を包み、

「っ!?」

　相対した敵の姿に、ほぼ全員が目を見開いた。

　世良樹我光のタグと外見を持ち、複数の自我を持っているとしか思えない不可解な存在である『それ』。

　黒ずくめの衣装と顔を隠す仮面、そしてブレードに印しるされた『Ⅰ』の刻印。

　その、ブレードリンクでの姿は。

「《終焉の黒ブラツクステイシス》……!?」

《刻印者ナンバーズ》の頂点ザ・フアーストにして、最強の中の最強。《終焉の黒ブラツクステイシス》『ＦＩＡＴＬＵＸ』。

　ほんの一瞬前まで数メートル先にいたはずの《終焉の黒ブラツクステイシス》は次の瞬間、妃ひ継つぎの眼前にあった。

「──ぁ」

　ありえない。瞬発力においては他の追随を許さない舞まい花かがそう口にする間もなく、漆黒の大剣ツーハンデツドソード《フィアトルクス》が妃ひ継つぎの腹部を貫く。

「──」

　そのたった一撃……一突きで、妃ひ継つぎは意識を手放した。

　あまりに非現実的な光景。まるで白昼夢を見ているかのごとく浮き立つ感覚が、羊を模したふわふわの衣装に身を包んだ妃継と妙にマッチしていて。

「『完全無欠の鎧ナイトアーマー』を発動されるのは厄介だからな」

　そう呟つぶやいた《終焉の黒ブラツクステイシス》と、その場にくずおれる妃継の姿に。

「妃継ー!!」

　今度こそ叫んだ舞まい花かが放たれた弾丸のごとく《終焉の黒ブラツクステイシス》へと向かう。

　同時に蓮れん也やたちも動いた。

　舞花が狙ねらっているのはあくまで妃継の身柄確保だろう。ＯＢＭアウトブレイクモードにおいて意識を失ったまま放置しておくことほど危険なことはない。

　であれば蓮也たちが行うべきは救出時のサポートだ。

　緋ひ色いろの着物ドレスの裾すそをはためかせ、『Ⅶ』の刻印が刻まれた薙刀なぎなた《白しら薙なぎ風かぜ》を閃ひらめかせた舞花──《幻影の兎姫ミラージユラビツト》『ＭＩＣＡ』が、妃継への動線を奪うように立つ《終焉の黒ブラツクステイシス》に向かって最速の突きを繰り出す。

　かつて最強の名をほしいままにした《不敗の王剣クラウン》たる蓮也の目にも凄すさまじいその一撃はしかし、最強の大剣ツーハンデツドソード型ブレード《フィアトルクス》にあっさりと防がれる。

「──『飛ひ足そく・仙せん火か』！」

　舌打ちする間もなく、薙刀の反応速度上昇技を使用し、起動言ランワードを必要としない無言起動ノーランスキルで続けざまにスキルを放つ。

　本来追撃技である飛ひ燕えんをフェイントに使った上での、間合いギリギリの近距離から放った『雷らい鳴めい突づき』。名にし負う『兎姫』の俊敏さと瞬発力で動く舞花に、攻撃と攻撃の間かん隙げきを縫う絶妙なタイミングでリンケージを放つ蓮也とユウリ。

　それらクラン戦で複数人を相手取るときにとるような緊密な連携を前に、たった一人の《終焉の黒ブラツクステイシス》は重厚な大剣一本で軽々と対応しきった。

　最高の破壊力を持った大剣であるにもかかわらず、最高の取り回しを誇る短剣のごとく扱われる武器《フィアトルクス》。

「非常識にも、ほどがある……っ」

　吐き捨てるように呟いた舞花は、そのあまりに埒らち外がいな当たり前に舌を巻く。

　通常、ブレードはその大きさと武器種に重量が設定されている。

　大まかに、小さな武器ほど軽く、大きな武器ほど鈍重で扱いが難しい。

　当然そのルールは短剣から大剣まで可変する《不敗の王剣クラウン》のブレード《インディフィニット》にも適用されており、刃の短い武器ほど軽量かつ取り回しが容易で与えるダメージが小さく、反対に剣が大きくなればなるほど鈍重な反面一撃は大きくなる。

　そんなことはＶＲゲームであれば当たり前と言うことすらはばかられることで、単純に破壊力が高いにもかかわらず取り回しが容易で軽量な武器が出てしまえば、プレイヤーの力量など関係なく、その最強の武器を持った人間が最強になってしまうからだ。

　そして──その最強の武器が今舞まい花かたちの目の前で振るわれている。

『Ⅰ』の《刻印者》最強の名を冠したプレイヤーの手によって。

「『絶炎』」

　大剣技ツーハンデツドソードスキルスキルレベル５『絶炎』。刃全体に赤く燃え盛る炎のようなエフェクトをまとうだけのそのスキルは、通常のプレイヤーであれば滅多に使うことがない。

　追加ダメージ付加というメリットに対して、武器自体の重量が増すというただでさえ重い大剣には致命的とすら言えるデメリットがあるからだ。だが重量無しという途方もない特性を持った大剣《フィアトルクス》は、そのデメリットをまるきり無視する。

　炎をまとった肉厚の刃が、大剣としてはありえない速度と機敏さで振るわれ、その余波を避けるために、舞花は反応速度上昇技を使って大きく距離をとった。

　もちろんそのまま後退するつもりはない。それでは妃ひ継つぎを助けられない。

　だからといって正面から相対しても隙すきはできない。ではどうするか？

『蓮れん也や！』

　一人で無理なら三人で戦えばいい。

　ダイレクトメッセージを使って詳細な作戦共有を行い、これまで以上の連携を画策する。

　舞花のフォローを他ほかの二人がするのではなく、三人が意志を統一し、一糸乱れぬ動きで繰り出すリンケージ。スタンダードでシンプル。それゆえに効果的な手段は。

「無駄だ」

　完かん璧ぺきに対応される。

　舞花、蓮也、ユウリ。それぞれがそれぞれの特性を生かした攻撃。そして攻撃をフェイントに使った妃継の救出行動。それらすべてに、《終焉の黒ブラツクステイシス》は容易たやすく応じてみせた。

　まるであらかじめこちらの行動を予期していたかのように。

「な──なぜ」

　ユウリのもらした苦鳴に、《終焉の黒ブラツクステイシス》が笑う。そうしてその黒ずくめの衣装が、鱗りん粉ぷんのような光をまとった気がして、蓮也たちは目を見開いた。

「もう忘れたのかな？　ブレードリンクにおいて僕がどのような立場にあったのかを」

　瞬間、蓮也たちの眼前に黒い翼が広がる。

「……《天黎の識騎士シユヴアリエヴエール》」

　そして仮想自我存在Figment黒羽。その正体はブレードリンクシステムの管理者。

　システム管理者は、支配者権限アルフアオーソリテイにおいて、プレイヤー間のダイレクトメッセージを自由に見ることができる。

「最初からわかっているなら、子供にだって対応は可能だ」

　機械的な嘲ちよう笑しよう。嘲あざけるようなその言葉に。

「そうだな」

　蓮也もまた笑う。

「子供にだって対応は可能だから──お前は俺に奪われる」

『縮しゆく地ち・雷らい絶ぜつ』。その反応速度上昇系スキルの使用は、事前にかわしていたダイレクトメッセージにはなかったもので。

　それゆえ、舞まい花か、ユウリ、そして《終焉の黒ブラツクステイシス》にとっても完全に慮りよ外がい。

「──っ」

　この場にいるすべての人間を出し抜いた《不敗の王剣クラウン》は、《終焉の黒ブラツクステイシス》の脇わきを抜けて、あっさりと妃ひ継つぎを助け出した。

　そのまま狭い病室の対角線の隅に退いた蓮れん也やに、ユウリと舞花が追随する。

「蓮也……まったく、あたしたちまで欺くって」

「──先輩らしいです」

　呆あきれているのか褒めているのか微妙な言葉を聞き流し、蓮也は《終焉の黒ブラツクステイシス》を見つめる。

　黒衣の剣士は、一瞬前の嘲笑など跡形もなく、ただ無表情でこちらを見返していた。

　まとう気配に油断はなく、出し抜かれたことへの悔しさなど感じていないように見える。

　ただ静せい謐ひつさだけをたたえた最強の《刻印者ナンバーズ》に、《不敗の王剣クラウン》は奥歯を噛かみしめた。

　──やはり底知れない。

　ここまでのやりとりはすべて小手調べ。その上で蓮也の剣けん戟げきが、立ち回りが、挑発が、言葉が、相手の根幹に触れた感覚はない。

　黒一色の身をそのまま現すがごとく、いまだその実体は深い闇やみに包まれている。

　相手の本質が掴つかめないまま戦うことの危険は言うまでもない。ここはいったん──そう考え、ちらりと首をめぐらせかけた蓮也に、舞花たちがすぐに察したようにその身を緊張させたのがわかった。

　ダイレクトメッセージを送るまでもない。相手を牽けん制せいし、攻撃に移ると見せかけて最終的に病室の出口へと至るプランを思い描いた蓮也は、その通りに実行しようとして。

「あまり舐なめないほうがいい」

　言葉は、その場から一歩も動かない《終焉の黒ブラツクステイシス》から発された。

　片手で大剣ツーハンデツドソードを持ちあげた最強の《刻印者ナンバーズ》は、次の瞬間ありえない行動を取った。

　空いている左手で刀身を掴むと、何気ない動作で刃を砕いたのだ。

「な──っ」

　不可解かつ驚きよう愕がくせざるをえない現象に声をあげた蓮也たちを尻しり目めに、そのまま刀身を砕ききった狂者は、殉教者のように柄だけの剣を掲げて言う。

「我は光。なべてこの世を統べる創世の光なり──」

　補助系スキルの使用もない、ただの突進。

　さらにその手に握ったブレードは、刃すらない。

　誰だれもが混乱せざるをえない不気味な攻勢に、蓮也は努めて冷静に応じようとして──その目的がこちらではないことに気づいた。

　寸前で進行方向を右に大きくきった《終焉の黒ブラツクステイシス》は、病室の壁を蹴けり、三角飛びの要領で舞まい花か、その背後にかばわれた妃ひ継つぎへと向かう。

「やらせると思ってるの……!?」

　理性の手た綱づなを掴つかみなおした《幻影の兎姫ミラージユラビツト》が薙刀なぎなたを振りかぶり、

「『バインドスネーク』！」

　その補助をしようと動いたユウリの鞭技ウイツプスキル──その両方を、ないはずの刃で弾はじいた《終焉の黒ブラツクステイシス》は、そのまま妃継に拳こぶしを落とそうとして。

「……っ、やらせないと────」

　即座のリカバリーで返す刃を放った舞花に、振り返り様柄だけの剣を突き出し、

「『光あれFiat lux』」

　呟つぶやいたと同時、舞花の腹部を貫き、背中から光の刃が生えた。

　その衝撃的な光景を目にした瞬間、蓮れん也やの思考が致命的な結論を導く。

　──あれは刃のない剣ではない。

　その実体すら自在にできる光の剣だ。

「か……はっ」

　光のブレードに腹部を貫かれ、詰まった息を吐いた舞花に。

「舞花!!」「兎と神がみ先輩!!」

　蓮也とユウリの声が重なり、二人は一つの意志の下に動く。

　蓮也は右側面からまっすぐ舞花へ、そしてユウリは遅れて左側面より回りこんで妃継へ。

　絶妙にずらしたタイミング、互いが互いの死角になるよう左右に分かれた襲撃であったにもかかわらず。

《終焉の黒ブラツクステイシス》は片手に持った《フィアトルクス》を一振り。

　刃が無いため、どのような形でも取れる光の剣は、剣とは到底呼べない鞭むちのような光の奔流で、両者の進行を阻んでみせたどころか、追撃まで浴びせてきた。

「あぐっ」「……ちっ」

　直撃を受けたユウリが病室の床を転がり、その場でバランスを崩すに止まった蓮也が再度の接近を試みようと動く。

「無駄だ」

　簡潔な言葉は、蓮也の両腿ももを貫く光の刃によって実行される。

「っ」

　ＯＢＭアウトブレイクモードとは言えブレードでの攻撃でこちらが傷を負うことはない。まして痛みなどあるはずがないのに──その場で膝ひざを突いた蓮也は、両腿が発する確かな感覚に眉まゆをひそめる。

「痛覚リムーバーの除去。これも僕が言ったはずだけどね」

　機械のように不自然で平へい坦たんな口調に、蓮也は柄先から不定形の光を発するブレード《フィアトルクス》を睨にらみつける。

「先……輩」

　背後でどうにか立ち上がったらしいユウリも、声に苦く悶もんの色が濃く残っている。

　舞まい花かと妃ひ継つぎは不可解なパーソナルを持つ『第六機関シツクスオルガン』の長の背後で床に倒れ伏したまま。

「さて《不敗の王剣クラウン》」

　低く呟つぶやくその声は世せ良ら樹き我が光こうのそれだ。

「あらゆる難局を脱し、不敗を貫き続けたブレードリンクの生ける伝説……そんなあなたは、この状況をどう脱するのかしら？」

　中途で変わった女性の声は、明らかに愉しんでいた。

　この状況から脱することができないことなどわかりきっている。

　小首を傾かしげ、心底愉しげに唇をつり上げる彼女に、蓮れん也やは唇を噛かみしめ──




「──ところがびっくり」




　不意に。

　まったく予想だにしない、この場にいるわけもない人間の声が聞こえてきて。

「脱しちゃうんだなー《不敗の王剣クラウン》は」

　いつのまにか開いていた病室の扉。

　そこに人の姿はない。

　なぜなら彼女はすでに蓮也の目の前にいたから。

「あ……な、なぜ、なぜ──」

　ユウリが驚きよう愕がくにまみれた声で呟く。

　その声に、満足げな笑みを浮かべた『彼女』は、青みがかった長い銀髪をかきあげ、碧あおい瞳ひとみに得意げな色を滲にじませて言い放った。

「このとびきり可愛かわいい美少女、ナイエちゃんのおかげでねー！」





　　　×






　祈いのり刃はナイエ。

　ユウリの双子の妹を名乗り、かつて蓮也たちに挑んで敗れ、セリアと黒羽による世界改変の際に《世界変革計画プロジエクトシフト》や『第六機関シツクスオルガン』の裏側の情報を記憶から消されたはずの少女。

　そのナイエが、ＯＢＭアウトブレイクモードという裏側の極致にある現象のただ中に立っている事実に、誰だれもが驚かざるをえなかった。

「確かに記憶をなくしていたはずなのに──」

　ユウリのその言葉に、ナイエは彼女らしい小こ馬ば鹿かにした笑みを浮かべて言う。

「あはっ、ほんとにつくづくダメだねーおねーちゃんは」

　やれやれと言いたげに肩を竦すくめるその仕草は、蓮也たちがよく知るナイエそのもので。

「ナイエが本当に記憶をなくしてたと思ってたわけ？」












「え……え!?」

　銀髪をなびかせたナイエは不意に視線を倒れたままの妃ひ継つぎに投げ、意味深に笑う。

「必要があったから、記憶をなくした……正確には別の記憶を埋めこまれたフリをしてただけ」

「な──」

　驚きよう愕がくするユウリと裏腹に、黙ったままの蓮れん也やに、ナイエは流し目を送ってくる。

「たぶん、蓮センパイ辺りは薄々気づいてたんじゃない？」

「そう、なんですか……？」

　ユウリのその問いを意図的に流して、蓮也は代わりの問いを口にする。

「なぜこのタイミングで現れた」

　本当は記憶を失っていなかった、そのことに気づいていた……そんな事実の真偽などどうでもいい。

　どうでもよくないのは、ナイエがこの絶望的状況の中で現れたことだ。

「そんなの決まってるじゃん。妃継と蓮センパイ……その他大勢を助けにきたんだよ。役立たずなおねーちゃんの代わりにねー」

　最後にユウリを軽くディスり、誇らしげに言うナイエに、蓮也は複雑な想おもいを滲にじませる。

　先ほどから《終焉の黒ブラツクステイシス》はこちらのやりとりを傍観している。

　彼にとってナイエという異分子はまったく問題にならないのだろう。蓮也自身、その判断は正しいと言わざるをえない。

　祈いのり刃はナイエ──《閃獣使いテイマー》『ＮＩＥＤ』が強力な戦力であることは疑いないが、《終焉の黒ブラツクステイシス》を相手取るにはどう考えても力不足だからだ。

「……お前のその気持ちは嬉うれしい。だが」

「え！　ほんとーに喜んでくれてるのっ？　ほんとに？　おねーちゃんよりっ？」

　がばりと振り返ったナイエがこちらにすり寄り、尻尾しつぽでも振りそうな勢いで目を輝かせるのを間近にして、蓮れん也やはやや引きつつ答える。

「あ、ああ……あいつよりってのはよくわからないが」

「むー、やっぱりおねーちゃんのほうがまだ上かー」

　一転して頬ほおを膨らませたナイエは、大げさにがくりとうつむくと、すぐに顔をあげて。

「それじゃ、ここから蓮センパイたち全員を助け出せたら見直す？　おねーちゃんより上って思ってくれる？」

　場違いな必死さと妙な気迫に押されるような形で、蓮也はぎこちなくうなずいてしまう。

「やった！　ここからみんな助け出せたらおねーちゃんより優秀！」

　拳こぶしを握りしめ、よくわからないテンションのナイエは、そこで突然まとう空気を変えた。

「それじゃあ──さっさとやっちゃおーか」

『限定解除ブレイクアウト』の言葉と、『侵入イントルーデイングされました』のシステム音声はほぼ同時に聞こえた。

　紫のローブ姿に変わったナイエは、壮麗な装飾の施された杖つえ型ブレードを片手でくるくる回すと、その場で軽快にステップを踏み、ＡＩを持った閃獣を生み出すスキル『黒こく獣じゆう天てん恵けい』の無言起動ノーランスキルをはじめる。

　それは《閃獣使いテイマー》であるＮＩＥＤのいつも通りの戦術。

　だが、いつも通りなのはそこまでだった。

「『黒獣天恵』『黒獣天恵』『黒獣天恵』！」

　重ねられた起動言ランワードは、計一二体もの閃獣を生み出す。

「なにをするかと思えば……児じ戯ぎですわね。少しは楽しみにしていましたのに」

《終焉の黒ブラツクステイシス》が吐いたため息の意味を、蓮也はこれ以上ないほど理解できた。

　ＡＩを持ち、自律する閃獣はコントロールが非常に難しい。《閃獣使いテイマー》と呼ばれるそれ専門のプレイヤーでも三体も扱えれば一流だ。言うまでもなく数が増えれば増えるほどそのコントロールは失われていき、場合によっては使用者自身に牙きばを剥むくことすらある。

　その閃獣を一二体も生み出してしまうのは、初心者ですらしないミス。

「興ざめだ」

　簡潔にそう口にした《終焉の黒ブラツクステイシス》が、無造作に《フィアトルクス》を振るう。

　ナイエを斬り裂く軌道で振るわれた光剣は極大にふくれあがり──その斬ざん撃げきが到達する前に、《閃獣使いテイマー》は一二体の閃獣たちに向かって手を広げ、

「おいで」

《終焉の黒ブラツクステイシス》が目を見開いて剣を振るう手を止める。

　黒い獣たちがいっせいにナイエに向かって飛びかかったのだ。

　黒犀につかれ、黒虎に噛みちぎられ、大鷲に裂かれ、巨大な象に踏みつぶされる──見るも無惨な自滅。

　突如目の前で繰り広げられた公開自殺に、さしもの《終焉の黒ブラツクステイシス》も動きを止めて。

「なにを──」

「してると思うかにゃ？」

　声は《終焉の黒ブラツクステイシス》の背後から聞こえ、

「遅いにゃー」

　振り返ったそのときにはすでにその背後に回っている。

「ほらほら、どうしたのかにゃ？　見えないのかにゃー？」

　ふざけた口調で、常に《終焉の黒ブラツクステイシス》の背後に回り続けるナイエの姿に、傍で見ている《不敗の王剣クラウン》も目を見開く。

　まったくその姿が捉とらえられない。

　ただその身に帯びた漆黒のエフェクト、『完全にして無欠の鎧ナイトアーマー』を身に纏まとった《夜天の王妃継》のように変化した姿が、この超常の現象を引き起こしていることだけは確信できる。

「『餓が獣じゆう焔えん喰しよく』」

　呟つぶやかれた言葉は蓮れん也やのすぐそばから聞こえた。

　いつの間にか蓮也の傍かたわらに移動していたナイエが囁ささやくように言う。

「自傷行為が禁止されてないＯＢＭアウトブレイクモードで見つけたナイエの特性オリジナルスキルなんだけどねー。自分に閃獣を使うと、なぜか当たった閃獣の分だけ強化されちゃうの。すごいでしょ？」

　さらりと言うナイエに、蓮也は腿ももの痛みも忘れて、思わずふっと息を抜くように笑う。

「……なんだそのチートは」

「あー！　それ人間チートの蓮センパイにだけは言われたくなーい」

　相変わらず人を食ったような態度のナイエは、そこで怜れい悧りに目を細めた。

「この通り、《終焉の黒ブラツクステイシス》を上回る速さはあるし、力もある。まあ今回そっち側での解決は求めてないよね。ほんとはちょっと戦ってみたい気持ちもあるけど、とりあえずこの手札で蓮センパイならどうやってこの状況を切り抜けるのかなーって」

「……最後の最後は俺の策頼みってことか」

「逆に聞くけど、蓮センパイはナイエに一方的に助けられることを良しとするのかにゃ？」

　その問いは、どこまでも蓮也自身を奮い立たせて。

「──上等だ」

　傲ごう然ぜんと笑った蓮也は、即座にそれを起動する。

《超過集中Exceed Concentration》──。

　火の入った炉のように高速で回転を始める思考をよそに、蓮也はまっすぐ前を見据えた。





　　　×






　先ほどまで楽観していた《終焉の黒ブラツクステイシス》が今再び不気味な無表情に戻っている。

　ナイエが見せた不可解な力を警戒しているのだろう。少なくとも速度だけで見れば、ナイエのそれは遥はるかに《終焉の黒ブラツクステイシス》を上回っているのだから。

　だとすれば──これほど容易なこともない。

『ユウリ、例のツールはまだできないか？』

　装飾文字付きでメッセージを飛ばした蓮れん也やに、ユウリはすぐに勘付いたようだった。

『暗号解析ツールですね』

「……」

　あからさまなやりとりに、以前同様のやりかたで裏をかかれたことのある《終焉の黒黒羽》が眉まゆを顰めた。

『ナイエ。お前も心得があるはずだ。ダイレクトメッセージの内容はあいつにのぞき見される。だから、装飾文字を使った暗号で意志のやりとりをする』

『なーるほど。りょーかいりょーかい』

　さらなるメッセージのやりとりを目にして、《終焉の黒ブラツクステイシス》はすぐにその決断を下した。

「面倒だ。まとめて潰つぶそう」

　言うや否や、こちらへ跳ぶ──前に。

「──できもしないのに？」

　振り返らず振るった極大の剣けん閃せんは病室の壁で弾はじけ、まばゆいエフェクトを残す。

「この程度のスピードにもついてこれないのに」

　背後。光剣。飛び散るエフェクト。

「最強の《刻印者ナンバーズ》とかウケるにゃー」

　側面。柄での一撃はその場で避けられる。

「ちょこまかと……」

「戦う気なんてあるわけないじゃん？」

　超速のナイエに一瞬遅れた攻撃を繰り出しながら、《終焉の黒ブラツクステイシス》はそのときを待つ。

　これらすべてがフェイントであることなど考えるまでもない。

　蓮也たちの目的は舞まい花かと妃ひ継つぎを助け出した上でのこの場からの離脱だ。

　二人も昏こん倒とう者が出ている現状、正面きって戦うわけがないし、翻って《終焉の黒ブラツクステイシス》からすれば舞花と妃継の身柄さえ押さえておけば蓮也たちを逃がす心配もない。

　つまり今集中すべきなのは──

『できました先輩！』

　装飾文字付きダイレクトメッセージがユウリから送られたのを確認。

　同時に、正面に立つナイエを斬きり伏ふせた《終焉の黒ブラツクステイシス》は、そのナイエをブラインドにするようにして攻撃を仕掛けてきた《不敗の王剣クラウン》に目を見開いた。

「攻撃しないという確信を抱いている確信があるなら──攻撃するに決まってるだろ」

『縮しゆく地ち・雷らい絶ぜつ』からの『燐りん火か迅じん衝しよう』。

　片手剣技ソードスキルから短剣技ダガースキルにつなぐ《不敗の王剣クラウン》の可変ブレード《インディフィニット》ならではのリンケージ。

　虚を突かれ、まともに喰くらった《終焉の黒ブラツクステイシス》は、今まで逃げに徹していたナイエがここぞとばかりに攻勢に出るのを確認して、後ろに吹き飛びながら光剣を振るった。

　直撃寸前で身を翻したナイエだったが、彼女にとってもその一撃は慮外だったのか、バランスが崩れている。

　とった──。確信と共にうねる光の鞭むちが、ナイエの身体からだを貫く──

「それを待っていました」

　瞬間、光の鞭の先端を逆方向から伸びてきた鞭先が捉とらえる。

「祈いのり刃はユウリ──」

《終焉の黒ブラツクステイシス》がそう呟つぶやいたと同時に、銀髪を翻したユウリのブレードが光を放つ。

　──《虚構書記オーバーライト》？

　確かにＯＢＭアウトブレイクモード時のブレード接触は、平時のそれとは違い、極端にセキュリティが弱いが。

「意識がある状況でそんなもの通じるわけが──」

「でしょうね」

　確信を持った笑顔。

　その表情を見た瞬間、《終焉の黒ブラツクステイシス》は彼女の──いや彼らの思惑を理解した。

　逃げに徹したナイエの時間稼ぎ、攻撃はないという思い込みの隙すきを突いた《不敗の王剣クラウン》のリンケージ、そしてＯＢＭアウトブレイクモードであるという特性を生かしたユウリの《虚構書記オーバーライト》。

　そのすべてが本命である行動を隠すためのフェイク。

　反射的に向けた視線の先、舞まい花かと妃ひ継つぎが横たわっていたその場所に彼女たちの姿はない。

　光の鞭をあっさり離され、体勢を後ろに移した《終焉の黒ブラツクステイシス》は。

「言ったはずだにゃー」

　舞花と妃継を抱えた蓮れん也や、反応速度上昇系スキルを使って彼に続いたユウリ、そして人を食ったような笑みを浮かべてこちらをうかがうナイエが、すでに病室の外に出ているのを目の当たりにして。

「最初から──戦う気なんてないんだよ」

　堂々と逃げ宣言をした《不敗の王剣クラウン》たちを、そのまま見送ることしかできなかった。
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　病院を抜け出し、《終焉の黒ブラツクステイシス》の追撃を振り切った蓮也たちは、人目のない路地でいったん足を止めた。

　ＯＢＭアウトブレイクモード時の肉体強化があるとは言え、意識のない少女二人を抱え、負傷を押しての長時間移動は肉体、精神を疲弊させる。

　一息吐いた蓮れん也やが最大の功労者である少女を見ると。

「──ね、ね、本当に助け出せたでしょ？　これでおねーちゃんより上だよね？」

　息せき切って近づいてきたナイエに、拍子抜けする。

　先ほどまでの緊迫した空気などどこ吹く風で、今か今かと賞賛の言葉を待っている彼女に、蓮也は思わず表情を弛ゆるめて。

「……ああ、助かった」

　ちょうどいい位置にあった頭を撫なでる。

「……えへへー」

　ナイエはほんの少しくすぐったそうな顔をしてから、幸せそうな笑みを浮かべた。

　そんな妹を見て、ユウリが悲ひ愴そうな表情で訴えかけるようにこちらを見る。

「……せ、先輩……」

『なんでお前がそんな顔をする……』

　思わずボイスチャットを送った蓮也に、ユウリは表情を変えずに答える。

『……先輩はその子のほうが、わたしより優秀だって思ってるんですか……』

　はあ？　と言いそうになるのをこらえ、蓮也はチャットを続けた。

『俺がいつそんなことを言った』

　それで少し表情を和らげたユウリに安心したのも束つかの間ま、

『じゃあ……その証拠に……わたしの頭も、撫でてください……』

「……………………」

　今度こそ絶句した蓮也は、意味のわからない屁へ理り屈くつに突っ込む間もなく、妙にもじもじしながらちょうどいい位置に頭を置くユウリに、もはや無我の境地で手を伸ばす。

　そうして柔らかな銀髪に手を差し入れた瞬間、

「ぁ……っ」

　艶つやめいた声をあげたユウリに、手が止まる。

『す、すみません……予想以上にくすぐったくて』

「あ、で、でも、気持ちよかったので続けてください！」

　うっかりなのか、ボイチャではなく直接声に出したユウリに、その場の空気が凍りつく。

「あ……あっ！」

　遅れて気づいたらしいユウリが口を押さえて顔を真っ赤にするのを目にして。

「…………なにいってんのおねーちゃん」

　ナイエが冷めた視線を突き刺すと、そのまま容赦なく追及する。

「てゆーか、これはナイエが蓮センパイからもらったごほーびなのに、なんでおねーちゃんもしてもらってるわけ？　ズルくない？」

「…………う」

　正論に小さくなるユウリに、蓮れん也やがどうフォローすべきか迷っていると。

「──というか。そもそもナイエの頭を撫なでてあげる必要なんてあったの？」

　氷点下の声。蓮也とユウリが同時にびくりと反応したその声は、つい先ほどまで意識のなかったはずの少女から発されたもので。

「あ……あー気がついたのか舞まい花か。よかっ」

「よくないよ、全然よくない、よくないんだけど」

　言葉を遮られた上、立て続けにそう言われて、蓮也の背中に《終焉の黒ブラツクステイシス》と対面したときでさえ出なかったじっとりとした汗が伝う。

「ねえ蓮也蓮也はあたしが常に見ていないとすぐにそうやって手当たり次第に女の子に手を出しちゃうのこれでも結構蓮也のことは見ているつもりだしなにを食べているとか何時に寝るとか何時に歯磨きするとか何時に何回トイレに行ってるとか把握してるつもりだけどもっともっともっともっと見てないとダメ？　ダメかダメなんだよねわかったわかったよだってあたし蓮也に好きって言われたんだし好きって言われたってことはあたしが一番ってことじゃないの？　そうだよねそうにきまってるそうなんだから──」

「と、兎と神がみ先輩、落ち着い──」

「落ち着けると思うの？」

　鼻先もつきそうな超至近距離に一瞬で近づかれ、ユウリがこの世の終わりを目の当たりにしたかのように顔面を蒼そう白はくにする。












「ねえ、頭を撫なでられたユウリ。落ち着けると思う？」

「────────思いま、せん」

「うわ、こっわ……」

　がくがくと震える姉の姿に、ぼそりとナイエが呟つぶやき、蓮れん也やは決死の覚悟で舞まい花かの頭に手を伸ばした。

　ぽふりと頭に手を置くと、びくっとした舞花を無視して、そのまま撫でる。

　ライオンの頭を撫でたらこんな心地がするんだろうか──内心そんなことを思いつつ、脅おびえた心はおくびにも出さずに続けていると、

「……や、やめて」

　か細い声でそう言われ、舞花とは思えないほど弱々しい力で手をどかされる。

　そのままびっくりするほど赤い顔をそらした舞花は、ぼそぼそと言う。

「い……今はそういうことをしてる場合じゃないでしょっ」

　──今さらそれを言うのか。という蓮也の心の中での突っ込みは。

「ちょ、今さらそれ言う？　しかもラビットセンパイが！　なにそれウケる、あははは！」

　命知らずの少女がそっくりそのまま口にして笑い飛ばしたことで、戦せん慄りつが走った。

　場合によっては流血沙ざ汰たになる──そんなことを真面目まじめに考えた蓮也は、しかしそれ以上の事態に目を見開く。

　突然ナイエが倒れたのだ。

　受け身も手をつく気配もなく倒れこむナイエを、蓮也がぎりぎりのところで支える。

「ナイエ!?」

　声を張り上げたのはユウリで。その焦った表情に、ナイエは力なく笑う。

「あ、は……なに、焦っちゃってんのさ……これ、だからおねー、ちゃん、は」

「しゃべらないでください……！　今身体検査スキヤンプログラムを……」

「いらない、よ、そんなの。ねえ、蓮センパイ……？」

　話をこちらに振られたことで、蓮也は即座にその答えに至る。

《終焉の黒ブラツクステイシス》相手に大立ち回りを演じて見せたナイエ。彼女の『餓が獣じゆう焔えん喰しよく』は最強の《刻印者ナンバーズ》を出し抜くだけの力を持っていたが、その発動には自傷行為を伴っていた。

　もしその自傷行為が単なる拡張認識レイヤードリアル上のものではなく、彼女の肉体、あるいは精神に負担をかけるものだとしたら──。

「……なぜ黙っていた」

　責めるように言った蓮也に、ナイエはなぜかこそばゆそうに笑って。

「えへ……そうやって、蓮センパイに、心配されるのも、悪くない、ね……」

「おい──」

「だいじょー、ぶ……少し、寝れば……す、ぐ──」

　そう口にして、ナイエは意識を闇やみに落とした。






二章　刻印者の狂宴　Who is The String-Puller?






「……ん……」

　ナイエが蓮れん也やのベッドで呻うめくような声を漏らしたのは、数時間後のことだった。

「──大丈夫ですか？」

　ユウリが身を乗り出して声をかけると、ナイエは苦しげに表情を歪ゆがめる。

「ぅ…………く、苦しい……」

　いかにもつらそうに胸を押さえる妹に、ユウリは顔を青ざめさせた。

「ど、どうしましょう……身体検査スキヤンの結果では問題ないはずなのに……！」

「落ち着いてユウリ」

「落ち着いてなんていられません！」

　舞まい花かの言葉をぴしゃりとはねのけ、慌てふためくユウリは拡張認識レイヤードリアル上にたくさんのウインドウを開いていく。

「こうなったら徹底的に調べて……」

「ぅんん………セン、パイ………」

「えっ？　なんですか？」

「蓮、センパイ……」

「……先輩？　先輩がどうしました!?」

　自分の名前が出て、思わずナイエをのぞき込んだ蓮也は。

「蓮センパイが…………ちゅーしてくれたら、治る」

　うっすらと笑みを浮かべたナイエがそう口にするのを聞いて、内心のため息と共に突き放すように言った。

「一生そのままでいろ」

　冷たく言い切った蓮也に、ナイエが起き上がって頬ほおを膨らませる。

「ぶー、ひっどーい」

「お前ほどじゃない。……こいつは本気でお前のことを心配してたようだけどな」

　蓮也共々ちらりとユウリを見たナイエは、ほんの一瞬複雑そうな表情を浮かべてから、ふいと顔をそらした。

「別に頼んでないもん」

　呆あきれる蓮也を尻しり目めに、ユウリは再び身体検査スキヤンツールをナイエに使い、その結果がnot particular異常なしであることを確認すると長く息を吐いた。

「──よかった」

　こちらのやりとりなど聞いていなかったかのように心底安心した表情を浮かべるユウリに、ナイエは顔をそらして。

「ふ、ふん、別に関係ないけど……心配してくれたことは、感謝しても、いいってゆーか」

「素直じゃないなお前」

「なっ、れ、蓮センパイのほうこそ──」

　そこではたと止まったナイエは、空笑いを響かせて。

「蓮センパイは……これ以上ないほど素直だった……」

「素直っていうか率直なだけだけどね」

　舞まい花かが淡々と補足し、ナイエどころかユウリまでわかると言いたげに深くうなずいた。

　姉が同じリアクションをするのを見て、ナイエは再び複雑そうな表情を浮かべ、自分でも煮え切らない気持ちを振り切るように声を大きくする。

「あーあ、ナイエがんばったのになー。ちゅーくらいしてくれても罰は当たらないと思うけどなー」

　チラチラとわざとらしくこちらを見るナイエに。

「そんなことをするくらいならいくらでも罰を受ける」

「そこまで!?　ナイエそんなに蓮センパイに脈ないのっ？」

「違う。そういうことじゃなく」

　ぱちくりと目をまたたいたナイエに、蓮れん也やはきちんと頭を下げて言う。

「冗談抜きで、本当に助かった。お前が──ナイエがきてくれなければあの場を離脱できなかったかもしれない。あらためて礼を言う」

「──」

　ナイエは面食らったように目を見開き、徐々に赤くなる顔を誤魔化すようにうつむく。

「……あは、蓮センパイは、ほんと…………ほんと、もう──」

　ばふりと布団に突っ伏し、そのまま動かなくなるナイエに、蓮也は首を傾かしげ、

「……ほんと、蓮也ってひどい」

　声をかける途中で、心の底から呆あきれ果てたように呟つぶやく舞花と、

「ひどいですね。本当に先輩はひどいです。ひどすぎます」

　同調して冷たく言うユウリに戸惑う。

　いわれのない非難であるはずなのに、結託している二人に、蓮也はたじろぎながら唯一味方になりうる少女へ尋ねる。

「今のやりとりのどこに俺が責められる要因があった……？」

　ナイエは布団に顔を伏せたまま何も言わない。

「おい──」

　ナイエの肩に触れた蓮也は、その異様な熱に目を見開き、無理矢理抱き起こす。

　赤らんだ顔を苦しげに歪ゆがめたナイエは、荒い呼吸を繰り返し、明らかに体調に異変を生じさせていた。

「──ユウリ！」

　蓮也がその名前を呼ぶ前に、すでに診断ツールを走らせていたユウリは、そこに表示された数値を目にして唇を噛かむ。

「先ほどまで正常値だったのに……なぜ……！」

「落ち着いてユウリ」

　一人冷静な舞まい花かが、可視化されたナイエの体調曲線を眺めながら言う。

「ＯＢＭアウトブレイクモード後のフィードバックは個人差が激しいわ。あたしと同じように意識を失った妃ひ継つぎがまだ目覚めていないように、ナイエにも潜在的な負荷がかかっていたのかもしれない」

　ましてナイエが使った『餓が獣じゆう焔えん喰しよく』は、自分で自分を傷つけて能力限界を引き上げるという、常識的に考えても無理筋の技だ。

　ナイエ自身こうなることをわかって使用していたのかもしれない。

　蓮れん也やたちを助けるために。

「いずれにせよ、これ以上ナイエに負担をかけるわけにはいかない」

　こちらを見つめてきた舞花に、蓮也はうなずく。

　舞花が言っているのは目の前のことに対してではない。もっと先。最強の《刻印者ナンバーズ》《終焉の黒ブラツクステイシス》ですら振り切れるナイエの『餓獣焔喰』。

　その絶対戦力は、今後どのような事態になろうと使用できないということ──。




「──それはいい」




　その声は、あまりにタイミングがよすぎて。

「祈いのり刃はナイエ……《閃獣使いテイマー》『ＮＩＥＤ』という未知の戦力は、こちらとしても早めに排除しておきたかったんでね」

　振り返った蓮也が目にしたのは、いつの間にか開かれたドアに寄りかかった少年。

　薄い笑みを浮かべた制服姿の彼を、蓮也たちは十分すぎるほど知っていた。

「世せ良ら樹き、かたる──」

　ユウリの腹違いの兄にして、朱しゆ天てん寺じ学がく園えん高等部生徒会副会長、そして──《世界変革計画プロジエクトシフト》の思想に賛同する明白な敵。

　蓮也の呟つぶやきに、かたるは一段と笑みを深め、

「さて──勝敗の決まった勝負をしようか」

　手にした狐きつね面を自らの顔に被かぶせた。
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　先日セリアと黒羽によって世界が改変されたとき。千せん宮ぐう家へと身を寄せたユウリは、ただのマンションにはありえないレベルでのセキュリティをほどこした。

　そのありえないレベルのセキュリティを平然と破り、単独で襲撃してきた世良樹かたるに、いち早くブレードリンクＯＢＭアウトブレイクモードに対応した舞花が叫ぶ。












「血迷ったの？　副会長！」

　舞まい花かの指摘通り、かたるの仕掛けてきた奇襲は、奇襲であるという事実以外のメリットがまるでなかった。

　千せん宮ぐう家というフィールドは蓮れん也やたちに地の利がある上、長物を振るうのに適していないし、それ以前に《幻影の兎姫ミラージユラビツト》と《不敗の王剣クラウン》相手にかたる一人では話にならない。

　あまりにも無茶無謀で──それゆえに不気味。

「兎と神がみ先輩」

　ユウリが硬い声で呟つぶやく。

「油断しないでください……絶対になにかあります」

　腹違いの兄を近くで見てきたユウリの言葉に、舞花がわかっているとばかりにこくりとうなずく。そうして薙刀なぎなたを一振りし、なにかあれば即座に動けるように姿勢を低くした。

　かつてユウリが言ったように、世せ良ら樹きかたるは狂言まわしだ。

　彼自身にさしたる力がなく、現状が自分たちにこれ以上なく有利に見えても──彼が進行役となって動いている以上、この場は彼の領域になっている。そう考えて動くべきだ。

　明らかに慎重な姿勢を見せた蓮也たちに、和服姿のかたるは軽薄に笑う。

「これはこれは。《不敗の王剣クラウン》と《幻影の兎姫ミラージユラビツト》がいてその態度とはね」

「警戒すべき相手を警戒してなにが悪い」

「《不敗の王剣クラウン》のそのセリフ。観客オーデイエンスがいればさぞや落胆したことだろうな」

「そんなものいくらでも言わせておけば──」

　そこまで言いかけて、蓮れん也やは気づく。

　……観客オーデイエンス？

　次いで先ほど行ったブレードリンクＯＢＭアウトブレイクモードに考えを巡らせ、その異常に思い至った。

　観客が一人もいない。

　ブレードリンクＯＢＭアウトブレイクモードは、あくまでＲ２拡張現実で行うブレードリンクだ。肉体の強化などの逸脱はあるものの、基本ルールはブレードリンクと同様。

　つまり通常の対戦においてはオンラインが基本だ。

　そして、オンラインであるのなら、観客がゼロというのはありえない。

「……なにをした？」

　鋭く声を飛ばした蓮也に、かたるは軽く肩を竦すくめる。

「俺がするのはいつだって舞台の準備だけだよ」

　舞台。──蓮也たちを迎え撃つための？




「──きゃっは、まだ気づいてないとかウケるんですけどぉ」




　高い、女の声。

　聞き覚えのないその声に、蓮也が眉まゆをひそめるのと対照的に、舞まい花かは目を見開いた。

「今の──まさか」

　戦せん慄りつと共に呟つぶやく舞花に、さらなる別の声が重なる。

「……おいおい『ＣＵＥＮＴＩＳＴＡ世良樹かたる』の合図があるまでは待機っつー話だったよな？」

「だから私は言っただろう。この馬ば鹿かにはどれだけ言い含めても無駄だと馬鹿だと」

　呆あきれたような男の声と嫌悪にまみれた女の声。

「え？　今アタクシちゃん馬鹿って言われた？　ねぇ、馬鹿って言われたのぉ？」

「そのしゃべり方で馬鹿だと言わないやつがいたら連れてきてくれ馬鹿」

「きゃっは、マジムカツクぅ……でもそれが気持ちいぃ♡」

「本当に気持ち悪いなこの馬鹿は。イライラする」

「あぁん、もっと言ってぇ……アタクシちゃんを責めてぇ」

「──ちっ」

「今そういうことしてる場合じゃねぇから。ほれ、どうせバレちまってんだから行くぞ」

　茶番のような会話が終わり、部屋にその三人らしき男女──恍こう惚こつとした笑みを浮かべたパンキッシュな白ゴス少女、ビジュアル系のボーカルのようなやたらと派手な衣装に身を包んだ軟派そうな男、右肩だけ欠損した鎧よろいに身を包んだ不機嫌そうな表情の少女が現れる。

　そのやたらと個性の強い外見を目の当たりにして──蓮也とユウリは先ほどの舞花のリアクションをたちどころに理解した。

　なぜなら、蓮也たちの前に立つ彼らは《幻影の兎姫ミラージユラビツト》たる舞花と同様の存在だったから。

「紹介しよう。彼女たちは《世界変革計画プロジエクトシフト》の賛同者にして、『第六機関シツクスオルガン』の剣つるぎ」

　慇いん懃ぎんな仕草でかたるが左手を広げると、その動きに合わせて三人が同時にそれぞれのブレードを閃ひらめかせる。

　白ゴス少女の短剣型ブレードには『Ⅻ』、派手な男の斧おの型ブレードには『Ⅵ』、そして欠損した鎧よろい少女の右肩から生えた翼に見えるブレードには『Ⅲ』の刻印。

　名乗るより明白な紅の刻印が蓮れん也やたちに彼女たちの正体を知らしめる。

「《鮮血の白百合ブラツデイリリイ》、《迅雷の戦逆鬼ローエングリン》、《青天の右翼ロワゾ・ブリユー》……!?」

　ブレードリンクの頂点に立つ一二人の《刻印者ナンバーズ》。

　そのうちの三人が目の前に立ちはだかるという絶望的な状況。

　驚きよう愕がくの声を漏らしたユウリに、白ゴス少女──《鮮血の白百合ブラツデイリリイ》が歪いびつに笑う。

「あっはぁ……いい顔するぅ。こういう子にイジメられたらさいこぉ……」

「黙れ馬ば鹿か。息をするな馬鹿。この世に存在するな馬鹿」

　翼の少女《青天の右翼ロワゾ・ブリユー》の冷たい言葉に、自身の身体からだを抱きしめるようにして悶もだえる《鮮血の白百合ブラツデイリリイ》。そんな彼女たちをため息と共に横目にしながら、派手な男──《迅雷の戦逆鬼ローエングリン》が手にした斧を肩に担いで言う。

「ほんとこいつら歪みねぇな……」

「おい……貴様にこいつら呼ばわりされる覚えはない《迅雷の戦逆鬼ローエングリン》」

「それくらいでキレんなよ！　どんだけ余裕ねーんだよ《青天の右翼ロワゾ・ブリユー》様はよ！」

　辺り構わず言い合う彼女たちに、舞まい花かが呟つぶやく。

「《青天の右翼ロワゾ・ブリユー》……あなたまで……なぜ」

「あぁ？　ボケちまったのか《幻影の兎姫ミラージユラビツト》。てめーも元々こっち側に──」

「少し黙ってろ《迅雷の戦逆鬼ローエングリン》」

　ぴしゃりと遮った《青天の右翼ロワゾ・ブリユー》が、その切れ長の目を細める。

「貴様こそなぜだ《幻影の兎姫ミラージユラビツト》。大願を成すために力を欲する──そのためなら世界が変革されようと構わない。そう口にしていたのは貴様自身だろう」

「……兎と神がみ先輩？」

　不安げに声をかけたユウリに、舞花は顔をうつむかせる。

《刻印者ナンバーズ》は全員が『第六機関シツクスオルガン』と通じている──それはすでにユウリからもたらされた情報にもあったものだ。《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》セリア・ダルクとの会話からも《幻影の兎姫ミラージユラビツト》が『第六機関シツクスオルガン』と関かかわりがあったことはわかっている。

　だがその詳細について《幻影の兎姫ミラージユラビツト》──舞花は蓮也たちに語ろうとしてこなかった。

　その未知の部分が、同じ《刻印者ナンバーズ》である彼らによって明かされようとしている。

「……細かい事情なんてどうでもいい」

　言い淀よどむ舞花をかばうように、蓮也が一歩進み出る。そうして自らの迷いごと断ち切るがごとく、可視化した《インディフィニット》を一振りした。

「それともお前たちはここにおしゃべりに来たのか？」

　つりあげた唇と、細めた目。誰だれもがそうとわかる挑発的な言葉に。

「──きゃっは」

　ナイフ型ブレードを手で弄もてあそんでいた《鮮血の白百合ブラツデイリリイ》が喜色に満ちた笑みを見せつけて。

「そうだよねぇそうだよねぇ、おしゃべりだけにきたわけ──ないよねぇ!!」

　いきなりその姿が消えた。

　翻る白いスカート。剥むきだしになる細い太もも。

　蓮れん也やの視界に映ったのはそれだけで。

　気づけば、フリルだらけの小柄な体たい躯くが目前で躍っていた。

「あは、あはぁ、あははははははははは!!」

　起動言ランワードもなければ、スキルですらない。意味不明な笑い声をあげながらただ手を突き出すだけの、最短最速最強の突きに、蓮也はぎりぎりのところで回避し、直撃を避ける。

　そのまま反撃に移ろうとしたところで、初撃を防がれた《鮮血の白百合ブラツデイリリイ》が巧みに自らの身体からだを捌さばき、勢いを減じることなく二撃目、三撃目を繰り出してきた。

　その二撃目を捌き、三撃目を逸そらしたところで、それらを見越したかのような四撃目、五撃目が続く。弾はじいても叩たたいても受け流しても、その防御行動、回避行動自体を自身の攻撃の一部に組み込み、絶え間なく斬きり続ける──『エンドレスレイヴ』。

　超接近戦、ＯＢＭアウトブレイクモードにより強化された体力ありきの極めて限られた状況において絶大な力を発揮する、《鮮血の白百合ブラツデイリリイ》固有の絶技。

　だがそれが成立するのはあくまで一対一デユエルマツチの状況だ。

「『バインドスネーク』！」

　ユウリの放った鞭むちが白ゴス少女の足に巻き付き、

「──『燐りん火か迅じん衝しよう』」

　バランスを崩したところを蓮也の超至近技が絶妙なタイミングで捉とらえる。

　ユウリと蓮也によるリンケージをもろに腹部に喰くらった《鮮血の白百合ブラツデイリリイ》は、エフェクトを撒まき散らしながらその場でくずおれた。

　小さくはない衝撃に、頭を垂れた白ゴス少女は、そのまま動かなくなる。

　いや、よく見ると小さく震えていた。

「……あっは、気持ち、いぃぃぃぃ」

　愉悦に満ち満ちた声を漏らす《鮮血の白百合ブラツデイリリイ》に、《青天の右翼ロワゾ・ブリユー》が舌を鳴らす。

「ちっ、変態馬ば鹿かが。さっさとしろ」

　その言葉を合図に、床にへたり込んでいたはずの白ゴス少女が、粘ついた笑みを浮かべたまま一気に突進を試みてきた。

「何度やっても──」

　眉まゆを顰めたユウリの走らせた鞭先。先ほどと同じように少女の細い足に巻き付き、バランスを崩したところで蓮也の『燐火迅衝』が叩きつけられる。

　焼き直しのような光景の中で──《鮮血の白百合ブラツデイリリイ》が笑う。

「──何度やってくれてもいいよぉぉお！」

　狂気じみた声と共に、構わず攻撃を繰り出してきた少女に、蓮れん也やはとっさに距離を取ろうとする。

「どぉこ行くのぉぉ？」

　下がろうとした分だけぴったり接近された蓮也は、繰り出された斬ざん撃げきを甘んじて受ける。

「あはあははっ、あははははあはははははははははぁあぁ!!」

　哄こう笑しようを響かせながら放たれる斬撃。その圧倒的な手数に押されつつ、随所で効果的な反撃を放つ蓮也に──《鮮血の白百合ブラツデイリリイ》はまったく怯まなかった。

　それどころかダメージを負えば負うほど、エフェクトを飛び散らせば飛び散らすほど、斬きり刻む速度が上がり、一撃の重みが増していく。

「あぁ……もっと、もっとちょうだい──もっとちょうだぁいぃぃぃ！」

　艶つやめいた声を漏らし、飛び散る自らのダメージエフェクトを血しぶきのようにまといながら、狂気の《刻印者ナンバーズ》は攻撃の回転数をどこまでも上げていく。

　その尋常ではない速度と、極端に狭いフィールドに。

「……くっ」

　舞まい花かも、ユウリも手が出せない。

　いや手が出せないのは舞花たちだけではなかった。

　仲間が戦っているというのに、《迅雷の戦逆鬼ローエングリン》も《青天の右翼ロワゾ・ブリユー》も動く気配すらない。

　退屈そうに斧おのを担ぎながら、あるいはイライラと腕を組みながら超接近戦を眺めている。

　その姿は手が出せないのではなく、はじめからそうするつもりだったかのように見えて。

　──はじめからそうするつもりだった？

　不意に舞花の視線が、かたるのそれにぶつかる。

「なにか疑問でも？」

　その言葉を聞いた瞬間、舞花の脳裏に紅いドレスに身を包んだ女王の姿が過よぎって──

　この状況を演出したのが誰だれであるのか、たちどころに理解した。

「蓮也！　一度退いて！」

　声を上げた舞花に、蓮也は反応しない。

　いや、反応できないのだ。目の前の敵がそれを許さない。

『意識を失うまで』というブレードリンクＯＢＭアウトブレイクモード特有のシステムを利用し、どれだけ攻撃を受けようと、むしろ攻撃を受ければ受けるほど凄すごみを増す《鮮血の白百合ブラツデイリリイ》を相手に、他ほかのことへ気を回す余裕がない。

　ならばと蓮也を援護しようにも、極度に狭いこの空間ではどうにもしようがない。

　その条件はかたる側も同じだと言うなら、的が外れている。

　なぜなら、かたるたちはあらかじめこのような状況になることがわかっていたからだ。

　勝機のない勝負はしない。翻って戦うときは常に必勝──それが世せ良ら樹きかたるという人間の在あり方。

　つまり、《不敗の王剣クラウン》と《鮮血の白百合ブラツデイリリイ》のこの戦いはかたるの手のひらの上にある。

　かたるにとってこの状況は理想の展開なのだろう。

　そして、そのことはどうでもいい。

　どうでもよくないのは──かたるの背後に散葉の影が見えるということ。

　世せ良ら樹きかたるは狂言まわしだ。

　彼に与えられた役割が進行であるのなら、彼自身がすべてを理解している必要はない。

「『ＣＵＥＮＴＩＳＴＡ』！」

　蓮れん也やを引き戻せない、そう直感するやいなや、舞まい花かは声を張っていた。

「あなたは自分がなにをしているのかわかっていない！」

　唐突な言葉に、わずかに眉まゆをひそめたかたるは、すぐに皮肉めいた笑みを浮かべて言う。

「自分の作った舞台を理解していない脚本家がいるのなら、その可能性も否めないな」

　……やはりそうだ。

　かたるは自分が踊らされているという自覚がない。自分の手のひらの上ばかり見ているせいで、自分が手のひらの上にいることに気づいていない。

　気づいていないからこそ──踊れるのだ。

『ユウリ。協力して』

　表向きなんの動きも見せずに送ったダイレクトメッセージ。

　舞花はその返事を確認する前に動こうとして──

「──やめておけ《幻影の兎姫ミラージユラビツト》」

　なんの予備動作もなく広げられた翼のブレード。

　部屋の左半分を射程に収めた《青天の右翼ロワゾ・ブリユー》に、舌打ちしたくなるのを堪える。

　そんな舞花を見て、斧おのを担いだ《迅雷の戦逆鬼ローエングリン》が言う。

「おいおいなに勘違いしてんだ？　ここでの俺様たちは、ただの剣つるぎだろ？　余計なことは考えねぇで待ってりゃいいんだよ。存分に暴れ回れる瞬間をな」

　ギラギラとした笑み。檻おりの向こうで解き放たれる瞬間を今か今かと待つ猛獣のようなその表情に、《青天の右翼ロワゾ・ブリユー》は冷徹に続ける。

「この状況の時点で貴様らはとっくに詰んでいる。おとなしく狩られる刻ときを待つがいい」

　詰んでいる。

　……確かにそうなのかもしれない。

　千せん宮ぐう家に乗り込むという誰だれが見ても無謀なかたるの策は、ふたを開けてみれば見事としか言いようのないものだった。

　手負いの人間がいるという枷かせを利用し、逃げ場を奪った上に、限定的な空間でのみ最大の効力を発揮する人間にこちら側の最強戦力を相手取らせる。《刻印者ナンバーズ》三人を揃そろえるかたるからすれば《鮮血の白百合ブラツデイリリイ》は《不敗の王剣クラウン》と相打ちでいいのだ。

　残る《刻印者ナンバーズ》は二人。それも《Ⅵ》と《Ⅲ》という《幻影の兎姫ミラージユラビツト》を上回る刻印持ち。

　目の前の状況だけでもジリ貧なのは間違いない。

　にもかかわらず、その先にそれ以上の脅威が存在し、現状誰だれにも認識されていない──。

　考えれば考えるほど積み重なっていく絶望。

　知らず唇を強く噛かんでいた舞まい花かに。




　──大丈夫です、兎と神がみ先輩。




　奇妙な声が聞こえた。

　現実の声でも、ダイレクトメッセージでもない。直接頭に響くような言葉。

　ふと視線を下に落とせば、ユウリがブレードを可視化したまま舞花の手を握っていて。

　さらさらと銀髪を揺らす彼女は、まっすぐこちらを見て、穏やかな笑みを浮かべた。

「兎神先輩が知っている先輩は、どういう方でしたか？」

　舞花の知る、蓮れん也や。

　驚くほどマイペースで憎らしいほど頭が切れて、切なくなるほど──規格外な幼なじみ。

　──そう《不敗の王剣クラウン》は、いつだってこちらの想像を超えて、その先へ平然と至る。

　だから。

「……こっちが心配していることなんて一切気にもとめないひどいやつ」

　舞花の呟つぶやきに、ユウリはくすりと笑う。

「同感です」

　でも、だからこそ──。

　その先に続く言葉が形をなす前に、それは起こった。

　爆発音と部屋全体を揺るがす震動。

　それらは床にたたきつけられた《鮮血の白百合ブラツデイリリイ》によって産み出されたもので。

「ぁあ……ああっ、きゃ──はっ！」

　大ダメージのエフェクトを散らし、狂気の笑みを浮かべ、さらなる速度でもって飛びかかった《鮮血の白百合ブラツデイリリイ》に。

「──はっ」

　同じような笑みを返した《不敗の王剣クラウン》は、繰り出される嵐あらしのような斬ざん撃げきを──すべて無視した。

「────!?」

　飛び散るダメージエフェクト。それらを全身にまといながら、《不敗の王剣クラウン》は嗤わらう。

「どうした？　楽しむんだろ？」

　──それまで。

《不敗の王剣クラウン》と《鮮血の白百合ブラツデイリリイ》の戦いは、ずっと一定の形をなぞっていた。

　自らのダメージを気にせずひたすら手数を増やす《鮮血の白百合ブラツデイリリイ》を、《不敗の王剣クラウン》がいかにしてさばくかという形を。

　それが《不敗の王剣クラウン》も被弾を顧みず、ただひたすらに斬撃を繰り出すという形に変わった瞬間、形勢は一気に傾いた。

　相手の斬ざん撃げきに自らの斬撃をカウンター、あるいは相打ちのような形で重ねていき、一撃に対して二撃、一撃に対して三撃、一撃に対して四撃と、並外れた速度で手数を増やしていった《不敗の王剣クラウン》に。

「かっ……、……は」

《鮮血の白百合ブラツデイリリイ》は為なすすべなく床に倒れ伏す。

　鮮血のようなダメージエフェクトを斬きり捨てるようにして振り払った《不敗の王剣クラウン》は、

「肉体の痛みは無視できても、人としての限界は無視できない。──所しよ詮せんお前の狂気の押しつけはその程度なんだよ」

　冷たく言い捨て、すでに意識のない白ゴス少女から視線をそらし、顔を上げる。

　そうして《インディフィニット》の切っ先をまっすぐかたるたちへ突きつけて。

「次」

　その挑発的な言動、態度。

　薄い笑みすら浮かべている蓮れん也やを見て、舞まい花かはスイッチが入ったことを悟る。

「ああなった先輩はもう止まりませんね」

　呆れのこもった、けれどどこか嬉うれしそうなユウリの言葉。

　セリア戦で見せた《超過集中Exceed Concentration》の極致。戦えば戦うほど研ぎ澄まされていく蓮也という刃ブレード。確かにああなった蓮也は簡単には止まらない。

　どんな壁が立ちはだかろうと、乗り越え、突き破り、粉々に砕くだけ。

　だったら。だったら、あたしは──。

　意識的に長い息を吐いた舞花は、薙刀なぎなたを逆手に持ち替えて。

「まったく──世話がやけるんだから」

　吹っ切れたような言葉と共に、不敵な笑みを浮かべた。
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「──おい狂言まわし。これは貴様のプランか」

　倒れ伏す《鮮血の白百合ブラツデイリリイ》と挑発してきた《不敗の王剣クラウン》を見て、《青天の右翼ロワゾ・ブリユー》はその身にまとう空気を一変させた。

「答えろ」

　緊張を強いる威圧的な態度に、かたるが口を開く前に。

「別にいいだろ」

　すぐ脇わきに立っていた《迅雷の戦逆鬼ローエングリン》が嬉き々きとして言う。

「想定内だろうが予定外だろうが、やることは大して変わらねえ。違うことと言えば、せいぜい出番が早まったってことくらいだ」

「単細胞は黙ってろ。私が言っているのは──」

「──随分と警戒しているみたいね《青天の右翼ロワゾ・ブリユー》」

　敵方の会話に割り込んだ舞まい花かが、挑戦的に笑う。

「《刻印者ナンバーズ》の三指に入るあなたでも《ＣＲＯＷＮ－ＣＬＯＷＮＳ》は怖いのかしら」

「ふん、貴様こそそのような安い挑発、《刻印者ナンバーズ》の風上にも」

「その《刻印者ナンバーズ》様が事実としてなんの歯ごたえもなかったんだが」

　再度の遮り。床に伏せた白ゴス少女を一いち瞥べつしての《不敗の王剣クラウン》のセリフに、《青天の右翼ロワゾ・ブリユー》が声を低くする。

「……粋いきがるなよ旧世代の無刻印が」

　ゆっくりとこちらへ向き直った《青天の右翼ロワゾ・ブリユー》は、右肩の片翼を顕示するように広げる。

「そもそも貴様が倒した《刻印者ナンバーズ》は二ふた桁けただ。《刻印者ナンバーズ》の強さは数字の小ささに現れる。三指たる私を挑発しても──」

「《刻印者ナンバーズ》の強さが数字の小ささと比例するのなら、無刻印ゼロの俺は最強になるんじゃないか？」

　その言葉は。《青天の右翼ロワゾ・ブリユー》の理性を支える最後の牙が城じようを突き崩した。

　次の瞬間、蓮れん也やたちが目にしたのは翼型ブレードの放つとてつもない光で。

「ちょ──」

《迅雷の戦逆鬼ローエングリン》があげた制止の声を無視して、《青天の右翼ロワゾ・ブリユー》は『それ』を放った。

　翼を構成する数千の羽一枚一枚が攻撃性を持った金色のエフェクトをまとい、一瞬の間を置いていっせいに解き放たれる『必滅の千光メルテイレイ』。

　敵味方関係なく薙なぎ払はらうこの技は、自軍攻撃スーサイドアタツクの禁止されている公式戦ランクマツチでは使えない。

　特殊なルール下のブレードリンクＯＢＭアウトブレイクモードでのみその使用が解放される、絶対征圧技。

　事前の知識があり、比較的攻撃頻度の低い後方に下がったかたるや《迅雷の戦逆鬼ローエングリン》でさえ、多少の巻き添えをくった『必滅の千光メルテイレイ』に、狭い室内で逃げ場所もなかった蓮也たちは回避など考えも及ぶわけがない。

　当然一人残らず無様に床に伏している──はずなのに。

　光の残ざん滓しが晴れ、視界がクリアになるにつれて、《青天の右翼ロワゾ・ブリユー》の目が見開かれていく。

　眼前。ほんの数メートル先の《不敗の王剣クラウン》たちは、誰だれ一人膝ひざをついていなかった。

　舞花とユウリが動けない二人の少女をかばうようにし、その彼女たちを護まもるように《不敗の王剣クラウン》が短剣に形状を変えた《インディフィニット》片手に立っている。

　その彼の周辺には、光をまとった羽が綺き麗れいに散っていて。

　まさか──短剣ですべての閃せん光こうを叩たたき落とした？

「──っ」

　そんなことありえるわけがない。知らず呻うめいた《青天の右翼ロワゾ・ブリユー》は再度の、ことさら前方に出力を傾けた『必滅の千光メルテイレイ』をなんの予備動作もなく放つ。

　本来指向性のない光の雨は、向かうべき方向を指し示されることで、より一層の速度と威力を増す。

　およそ人間である限り、物理的に回避不可能であるはずの千光。

　今度こそ仕留めたという感触に、強く前を見た《青天の右翼ロワゾ・ブリユー》は。

　数瞬前とまったく変わらない《不敗の王剣クラウン》の姿に呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「────馬ば鹿かな」

　ありえない。ありえない。絶対にありえない──！

　目の前の現実を否定するように、右肩の翼を羽ばたかせ、『必滅の千光メルテイレイ』を連続で放つ。

　光より速く動く物質は存在しない。いくら《不敗の王剣クラウン》が速くても、攻撃が放たれてから動いたのでは絶対に間に合わないはずなのだ。

　では、放たれる前に動いているのか？

　そんな動きがあれば見逃すはずがない。

《不敗の王剣クラウン》は動いていない。動いていないはずなのに──。

「で？」

　背後。息も吹きかかりそうなほど近い距離から、声が聞こえて。

「これで終わりか《刻印者ナンバーズ》」

　その声が、先ほどまで目の前にいたはずの《不敗の王剣クラウン》のものだと認識した瞬間、振り返りもせず反射的に右肩の翼を振り下ろす。

　その翼が空を切ったと認識したと同時に、《青天の右翼ロワゾ・ブリユー》はがむしゃらに前に出た。

　すでにその目は現実のどこをも見ていない。ただひたすらに彼女の脳内を占める《不敗の王剣クラウン》というありえない存在のことだけを考え続ける。

　背後に。三指の誇り。いつの間に。《刻印者ナンバーズ》として。どうやって。『必滅の千光メルテイレイ』を弾はじいた？　光より速い──。

　止めどない思考におかされ、混乱の極致にあった彼女は。

「──《刻印者》の風下にも注意したら？」

　正面から放たれた舞まい花かの一突きになんの反応もできず、意識を闇やみに落とした。
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　うまく、いった。

　くずおれる『Ⅲ』の《刻印者ナンバーズ》の姿に、ユウリはそっと安あん堵どの息を吐いて、《虚構書記オーバーライト》を解除する。

　最初の『必滅の千光メルテイレイ』が放たれたときに、密かに伸ばしていた鞭先。

　蓮れん也やの回避行動の裏で、すでに必勝の策は仕込まれていた。

　正面から戦えば甚大な被害が生じる《青天の右翼ロワゾ・ブリユー》を、搦からめ手てで倒す。

　ダイレクトメッセージですべてのやりとりを行い、最も困難な『必滅の千光メルテイレイ』をしのぎきると言う離れ業をもたやすくやってのけた企画立案者蓮也を仰ぎ見たユウリは。

「──わりぃけど、そいつはどうでもよかったんだわ」

　突然目の前に現れた男の姿に、息を呑のむ。

『迅雷』の二つ名を持つ戦斧使いの《刻印者ナンバーズ》は、《不敗の王剣クラウン》と《幻影の兎姫ミラージユラビツト》がその場を離れた隙すきに急接近してきて。

「俺たちの目的は最初からあんたなんだよ──祈いのり刃はユウリ」

　暴力的な瞳ひとみに浮かぶ、嗜し虐ぎやくの色。

「ク、クイック──」

「ああ無駄無駄」

　ユウリの鞭むち型ブレード《ナインライブズ》を戦斧の一撃で弾はじき飛ばした《迅雷の戦逆鬼ローエングリン》は、事態に気づいた舞まい花かと蓮れん也やが駆けつける前に。

「落ち着けって。そんな焦ったってしょうがねぇだろ」

　ユウリの首元へ刃を突きつける。

「……っ、《迅雷の戦逆鬼ローエングリン》……」

「おいおいまさか卑ひ怯きようだとか言い出すつもりじゃねぇだろうな？　《幻影の兎姫ミラージユラビツト》さんよ」

　嘲ちよう笑しようと挑発。

　片手でユウリを拘束したまま一歩後ろに下がった《迅雷の戦逆鬼ローエングリン》は背後の窓を開いて。

「まったく、この程度のことは読めて──」




「──とーぜん、だよねー」




　語尾を奪い取ったのは、この場にいた誰だれもが想像だにしていなかった人間だった。

「ナイエ……!?」

　一瞬前までぐったりとうつぶせに倒れ、ユウリにかばわれていたはずの妹が、いつの間にか《迅雷の戦逆鬼ローエングリン》の背後に回っていた。

「あー……つら。とゆーわけで、あとよろしく──」

　そう呟つぶやき、再びその場に倒れたナイエの後ろから現れたのは、同じく舞花にかばわれ意識もなかったはずの少女。

「──よろしく、された」

　出力かいしアウトプツト・オール──。

　杖つえ型ブレード《スリープレスセプター》は、その一言で最終形へと至る。

《夜天の王ナイトロード》となった『ＨＩＴＳＵＧ』は《迅雷の戦逆鬼ローエングリン》が振り返りざまに放った斬ざん撃げきをいなし、返す一撃の代わりにユウリを奪い返した。

「──妃ひ継つぎ」

　遅れて届いた舞花の声に視線だけで応こたえた元《最弱の百騎ナイツ》『ＣＨＥＶＡＬＩＥＲシユヴアリエ』芹せり川かわ妃継は、そのままユウリとナイエごと窓の外に身を投げ出した。

「やるねえ！」

《迅雷の戦逆鬼ローエングリン》は傲ごう然ぜんと笑いながらその後を追おうとして。

「──おっと」

　蓮れん也やと舞まい花か、完かん璧ぺきなタイミングでの左右からの挟撃を華麗にかわしてみせる。

「それくらいのリンケージじゃ当たってやるわけにはいかねぇな」

　言いながら無造作に振るわれた戦斧、その刃の部分が射出される。

「──！」

　予期せぬブレードの動きに反射的に回避行動を取った蓮也たちは、射出された刃に引っ張られるようにして高速で移動する《迅雷の戦逆鬼ローエングリン》に目を見張る。

「おいおいこれくらい俺様のバトル動画で見たことあるだろー？　──ま、表のやつじゃ使えない仕様なんだけどなぁ！」

　言いながら微妙にズラしたタイミングで斧おのを二振り。それぞれ射出された刃に合わせ、高速で蓮也たちの周囲を移動する。

　そうして笑い声を響かせながら狭い部屋の中を縦横無尽に動き回る《迅雷の戦逆鬼ローエングリン》に。

「だからどうした？」

　冷徹な言葉と共に、《不敗の王剣クラウン》が《インディフィニット》を無造作に振り下ろす。

　次の瞬間、激しい衝撃音が響き渡り──《迅雷の戦逆鬼ローエングリン》が床にめり込むようにしてその場に倒れ伏していた。

「が……っ」

　遅れて聞こえた苦鳴に、舞花が驚きよう愕がくの眼まな差ざしを蓮也に向ける。

　幼なじみの視線に、《不敗の王剣クラウン》はまっすぐ前を見つめながら言った。

「どれだけ速く予想外の動きをとったとしても、攻撃してくる瞬間がわかるなら意味がない」

　平然と口にされた言葉。

　言うよりもはるかに困難で、実行不可能とすら思えることを現実になしえた超越者は、

「それよりも」

　冷めた瞳ひとみを一連の戦いのあいだ一切動かなかった狐きつね面の男へと向ける。

「動かせる駒こまがまだあるなら、さっさと出せ」

「外」

　着物姿の狂言まわしは、完全な形勢逆転がなされた今も余裕の態度を崩すことなく、まっすぐ和槍を突きだし、

「見なくていいのか？」

　開かれた窓の向こうを指すかたるに、蓮也も舞花も振り返るような馬ば鹿かなことはしない。

　八階の高さから落ちたユウリ、ナイエ、妃ひ継つぎの三人。

　ＯＢＭアウトブレイクモードで強化された肉体があれば、通常の意味での危険はまずない。

　蓮也たちもこれからかたると戦ってリスクをおかすより、ユウリたちの後を追った方がはるかにいいが──。

「どうした《不敗の王剣クラウン》。動かせる駒があるならと言ったのはお前のほうだぞ？」

　ユウリたちの下へ追っ手、あるいは待ち伏せを配置している──暗にそう口にしたかたるに、舞まい花かが半身の重心をわずかに前に傾ける。

『蓮れん也や』

　ダイレクトメッセージでの合図。舞花はこの場でかたるを叩たたこうとしている。

　おそらくかたる自身が余剰戦力の可能性を示唆したからだろう。本当に余剰戦力があるのなら隠すのが世せ良ら樹きかたるという人間だ。そもそも本当にユウリたちへ刺客が差し向けられているのなら、彼女たちがダイレクトメッセージなりで知らせてきているはず。

　すでに手て駒ごまが存在しないのであれば、後顧の憂いは断っておいたほうがいい。

　単純なリスクマネジメント。極めてまともな思考に──だからこそ蓮也は舌打ちしてその身を翻した。

「え……!?　蓮──」

『まともな思考だからこそ裏をかく』『その上で伏兵を配置していたのだとすれば──』

　連続でダイレクトメッセージを飛ばし、舞花の声が追ってくるのを確認しながら、開かれた窓から飛び出す。

『ダイレクトメッセージを送らせる間も与えずに即時撃破は可能だ』

　強化された肉体と反応速度上昇系スキルを使って地上に着地した蓮也は、予想どおり倒れ伏す三人の少女を目の当たりにして。




「──待ちかねました《不敗の王剣クラウン》」




　翻るプラチナブランドと、夕ゆう陽ひの赤を照り返す『Ⅴ』の刻印が刻まれたブレード。

　両刃の細剣《デュランダル》を構えた少女騎士は、紺こん碧ぺきの瞳ひとみをまっすぐこちらに向け、

「あのときの決着を──ここでつけましょう」

　凛りんとした声と共に、全身に青いエフェクトをまとった。
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「待ち伏せからの奇襲がお前の正義か。セリア・ダルク──いや《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》」

　皮肉る蓮也に、セリアはその端整な顔を歪ゆがませ、すぐに吹っ切るように目を閉じた。

「なにを言われようと構いません。……ですが」

　目を開いた《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》は、しゃんと細剣を一振り。

「今、この場に限って、私は『第六機関シツクスオルガン』の使者ではなく──《不敗の王剣クラウン》との決着のみを目的とした一人の剣士プレイヤーです」

　その瞳に碧あおい光を走らせる。

　互いが目の前の戦いのみに過剰集中する、《正義の分配ジヤツジメントデイール》。

　より一層研ぎ澄まされる感覚と、『第六機関』の使者正義の代行者を自負していた《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》が自らあらわにした我エ欲ゴ。












　少なからず滾たぎるシチュエーションに、《不敗の王剣クラウン》はあえて首を傾かしげて言う。

「決着、つける必要あるか？」

　前回の戦いは最後の最後で横よこ槍やりが入ったが、もし判定という形があれば、誰だれもが明確に《不敗の王剣クラウン》に軍配を上げただろう。それぐらいはっきりと実力差は示されていた。

　そのことは《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》も十分に理解しているはず。

「……確かに、あの場での勝負は完敗したと言わざるをえません。さすがは《不敗の王剣クラウン》です、最後は手も足も出ませんでした」

　そう言って片手で胸を押さえ小さく頭を垂れ、潔く負けを認めてみせた少女騎士は、

「ですが」と短く言葉を切って顔を上げる。

「この場での戦いも、同じように展開されると思わないでください」

　まっすぐこちらを見つめる瞳ひとみ。

　その冷徹さに、蓮れん也やは脊せき髄ずいが痺しびれるような感覚をえて、ぐっと歯を食いしばる。

　この《懺悔の聖乙女》はあのときのそれとは違う。

　セリアがわざわざ『この場』と言ったのは、一定のルールの下に行われるただのブレードリンクではないということを示唆しているのだろう。

　すなわち、観戦者オーデイエンスのいない今だからこそ使用できる『とっておき』がある。

《正義の分配ジヤツジメントデイール》とは性質を異にするなにかが。

　その能力がなんであるか──確かめたくないと言えば嘘うそになる。

　だが。

『それでも戦う必要性は感じないな』

　ダイレクトメッセージでそう答えた蓮れん也やに、セリアは眉まゆをひそめて。

「そちらになくても──こちらにはあるんです！」

　言葉と同時に加速した《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》を、《不敗の王剣クラウン》は正面から斬り結ぶ。

「蓮也！」

「──他人を気にかける余裕があるのか？」

　声をあげた舞まい花かの背後。狐きつね面の狂言まわしに、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》は反射的に斬ざん撃げきを繰り出して──空を斬る。

「……!?」

　ありえない空振り。まっすぐ振り下ろしたはずの斬撃が綺麗にかたるを避けた。

「どうした《幻影の兎姫ミラージユラビツト》。幻でも見たか？」

　幻。──幻影？

《幻影の兎姫ミラージユラビツト》のブレード特性である『幻影』は認識に干渉する能力だ。

　認識に干渉する同じブレード特性を持った《刻印者ナンバーズ》が存在しなかったか……？

「……《炎帝アグニ》の、『遍在する炎フアントムペイン』」

　舞花の脳は即座に答えを出したが、『ありえない』という言葉がその予測を拒否する。

　最強の最強、《終焉の黒ブラツクステイシス》に次ぐ《Ⅱ》のナンバーを与えられ、《炎帝アグニ》の二つ名で呼ばれる少女。そのブレード特性『遍在する炎フアントムペイン』には、今舞花に起きた不可解な現象を引き起こす、ＯＢＭアウトブレイクモードでのみ有効な対人最強の認識干渉能力があった。

　もちろんそれは《炎帝アグニ》と呼ばれる彼女の能力で、目の前にいるかたるのものではありえないのだが──なにげなく振り下ろされた和槍に刻まれた《Ⅱ》の刻印が。

　そのありえないをはっきりと否定していて。

「『ありえないことなどない。それがブレードリンクこの世界』、なんだろ？」

　それは、黒羽と戦ったときに蓮也が口にした言葉。

　あのときあの場にいなかった人間がそのセリフを知っている理由は──

　瞬間、舞花の思考はバラバラだった断片としてのフレーズを結びつける。

　同じように、その場に存在せず、知るはずのない言葉を知っていた散ちる葉は。

　かたると散葉をつなぐのは、クラン《ＴＨＥＬＥＭＡ》だ。

　その《ＴＨＥＬＥＭＡ》最後のメンバーである《終焉の黒ブラツクステイシス》は、まるで他者のパーソナリティをそのブレード特性ごと奪うかのように振る舞っていなかったか。

　もしその奪った能力が、他者にも付与できるのだとしたら──？

「辻つじ褄つまは合ったか？」

　不意に近くから声をかけられて、舞花は反射的に薙刀なぎなたを振り上げ、その斬跡が奇妙にねじ曲げられるのを目の当たりにする。

　舞花自身はまっすぐ斬り上げたつもりなのに、現実には不自然に曲がった斬撃。

　その不可解な現象が、舞まい花かの想像をこれ以上なく明確にする。

「さあ、これですべての駒こまが揃そろった。あとは」

　再び狐きつね面を被かぶった狂言まわしは、

「お前が倒れるだけだ──《幻影の兎姫ミラージユラビツト》」

《Ⅱ》の刻印が刻まれた和槍を閃ひらめかせた。





　　　×






《不敗の王剣クラウン》との戦いは、思った以上に優勢に進められた。

　ブレードリンクＯＢＭアウトブレイクモードという環境は、Ｒ１物理現実で様々な格闘技を極めたセリアにとってＲ３仮想現実以上に相性がいい。あと一歩、もう一つ決定的な何かがあれば一気に勝負を決められる──そういう状況にあって、その一歩が詰めきれない。

「はあああ！」

　何度目かの剣けん戟げきの応酬、その終しゆう焉えんに合わせてセリアは反応速度上昇技を使用し、後退しようとした蓮れん也やに追撃を試みる。

　タイミングとしては完かん璧ぺき。

　遅れて蓮也が反応速度上昇技を使用するが、無理な使用で大きくバランスが崩れる。

　──いける。

　そう思いかけたセリアはしかし、急制動をかけて振り下ろしかけた斬ざん撃げきを止めた。

　体勢を崩した蓮也の前に、意識を失って倒れたままの妃ひ継つぎがいたのだ。

「──っ」

　一度動きを止めたセリアは、反撃を予期して大きく距離を取る。

　──おかしい。

《刻印者ナンバーズ》との連戦で《不敗の王剣クラウン》は《超過集中スイツチの入つた》状態で、《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》との真剣勝負には絶対乗ってくるとかたるは言っていた。

　一度真剣勝負に乗せれば、《正義の分配ジヤツジメントデイール》の効果もあって目の前のことだけに集中する……《不敗の王剣クラウン》の瞳ひとみを見る限り、事実としてその通りになっているはずなのに。

　ふとしたときに感じる《不敗の王剣クラウン》らしくなさ。

《不敗の王剣クラウン》ともあろう者が反応速度上昇技程度でバランスを崩すだろうか？

　それに、こちらとの間合いを計る際にナイエやユウリの周辺に行く頻度が高いのは？

　まさか、本気で戦闘不能者を盾として使用するつもりなのか──？

「お前がどんな理想を抱いているのかは知らないが」

　短剣に変化させた《インディフィニット》を後ろ手に持った蓮也が、ぴくりとも動かないユウリのそばに屈かがみ込んで。

「俺は使えるものはなんでも利用する。たとえばお前の抱いている《不敗の王剣クラウン》という幻想、相手が自分の術中に嵌っているという空想、そしてお前自身をも」

　そのあからさまな挑発に。

「……確かに《不敗の王剣クラウン》はなんでも利用するようですね。ですが、そのようなはったりは──」

「はったりかどうかは」

　遮る言葉。着信するメッセージ。

『自分の目で確かめてみたらどうだ？』

　瞬間、セリアの前でありえない現象が起きた──。





　　　×






「こんなにも簡単だと拍子抜けする──なあ《幻影の兎姫ミラージユラビツト》？」

　地面に突き刺した和槍を手に、狂言まわしは足下でうめく《刻印者ナンバーズ》を見下ろす。

《幻影の兎姫ミラージユラビツト》との戦いは、正確には戦いにすらならなかった。

　かたるが《終焉の黒ブラツクステイシス》──世せ良ら樹き我が光こうより与えられた《炎帝アグニ》の力《遍在する炎フアントムペイン》。

　相手の痛覚に任意の刺激を与えることのできるそれは、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》が使う『幻影』と比べて地味なものの、特定の対人戦において絶対的な強さを発揮する。

　たとえば痛みにすらならない極小刺激は、指先の感覚を本人の意志と関係なく狂わせ、鳴動するかのごとく定期的に与える痛みは否いや応おうもなくまともな思考能力を奪う。そして。

「極大の痛みともなれば、その場にうずくまってうごめくことしかできない、と」

　目にもとまらぬすさまじい脚力と、舞い踊るかのごとく美しい立ち回りが代名詞だった《幻影の兎姫ミラージユラビツト》。強さと優雅さを兼ね備え、憧あこがれと羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けられ続けた《Ⅶ》の《刻印者ナンバーズ》は、今無様に頭を押さえ、みっともなく開いた口からよだれを垂らしている。

　口にするのはおぞましい苦鳴と断片的で意味不明な単語。

　こうなってしまえば、《刻印者ナンバーズ》どころか人間としての尊厳すらない。

　惨めで無残な舞まい花かの姿に、かたるは自然と口元をゆるませ──

「…………は」

　不意にその舞花が笑った気がして、目を細める。

「は、あは……は……はは」

　歪いびつな笑い声。どうしようもなく苦しいのに、無理矢理笑っているのがわかるその声に。

「……どうやらまだ足りないらしいな」

　そんなわけがない。もう人としての限界に近い痛みを与えている。

　これ以上は彼女の人格を壊しうる。そうわかっていて、さらに刺激を強くしたかたるは。

「ああああああぁあ!!　ぁぁああっ、あ、ぁっあ……は、はっ、は」

　それでも笑おうとする《幻影の兎姫ミラージユラビツト》に、狐きつね面をズラす。

「……なにがおかしい」

　答えなど求めていない。そもそも答えられる状態ではないのだ。

　ない、はずなのに──顔を上げた《幻影の兎姫ミラージユラビツト》は、その異様な汗をぬぐうこともせず、懸命に笑みの形を作って言った。

「……自覚、が、ないって……怖いわね」

「自覚？」

　問い返したかたるを指さし、不自然に表情を消して。

「あの子の──散葉の、駒こまだという、自覚よ」

　一笑に付すべき言葉。強がりにすぎないセリフ。

　その通りに笑みを浮かべたかたるは、次の瞬間表情を凍り付かせた。

「『もしかしたらボクの血縁上の姉がキミをボクの駒だと言ってくるかもしれない。当然無視していい』──とでも、言われたんでしょ」

　とでも、どころではない。一字一句ズレのない、その場で見聞きしたかのような言葉に。

「なぜそれを──」

「……なぜ？　そんなの、決まってる……あたしが、あいつの──散ちる葉はの姉だからよ!!」

　叫んで、振り上げた薙刀なぎなたは──かたるに届くことなく虚空を斬きった。

　力なく地面に崩れた舞まい花かを見て、かたるは固まっていた身体からだをほぐすように無理に笑う。

　──そうだ。これが本来の形。人間である限り、耐えられる痛みには限界がある。

　舞花に与えた痛みは、普通の人間であれば錯乱するか、そうでなければ気絶していなければおかしいレベルだ。

　多少のイレギュラーはあったが、この状況こそかたるの思い描いたものであり、

　──散葉の、駒だという、自覚よ

　リフレインする不快なセリフ。

　一瞬で血が上ったかたるは、反射的に和槍を振り上げ、




「──それぐらいにしとけよ」




　振り上げた姿勢のままぴたりと止まる。止められる。

　微動だにしない和槍に、すぐさま力の向きを変えて反転したかたるは、あらためて必殺の一撃を止めた人間の姿を確認して、目を見開いた。

　次いで、本来その人間がいるはずの場所へ視線を向け、呆ぼう然ぜんとその場に突っ立っている共犯者セリアの姿に舌を鳴らす。

「遅い……蓮、也」

「悪かった」

　息も絶え絶えの舞花に短く答えて、《不敗の王剣クラウン》は挑戦的な眼まな差ざしをこちらに向ける。

　そのいまだ火の入ったままの瞳ひとみを見て、かたるは思わず呟つぶやいた。

「……馬ば鹿かな」

　──《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》が健在であるにもかかわらず、《不敗の王剣クラウン》がこちらの救援にかけつける？

「《超過集中Exceed Concentration》に《正義の分配ジヤツジメントデイール》の重ね掛け……意識のないお荷物の三人に、《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》自身の足止めもあって、こちら側に来るなどというのは──」

「よく見ろよ。お前の言うお荷物がどこに存在する？」

「──！」

　先ほどまで地面に倒れ伏していたはずの三人全員がすでに意識を取り戻していた。

　それぞれが手負いであることは明白だが、特に辛つらそうなナイエをユウリと妃ひ継つぎの二人が支えるようにして、まっすぐセリアを見つめている。

　彼女たちが《不敗の王剣クラウン》の離脱をフォローした？

　だとしても。

「なぜ……なぜ能力の縛りから解放されている？　《不敗の王剣クラウン》は、目の前の戦いのみに集中するからこそ不敗たりえていたはず……」

　散ちる葉はの指摘を参照するまでもなく、これまでの《不敗の王剣クラウン》は、《超過集中Exceed Concentration》状態になったときには絶大な力を発揮すると同時に目の前の戦いのみに没頭していた。

　それが絶対の真実だったからこそ、かたるは《刻印者ナンバーズ》を捨て駒ごまのように使用し、戦力の逐次投入という一見すると悪手のような包囲網を敷いたのだ。それなのに──

「なんのことを言ってるのかいまいちわからないが」

　目を細めた《不敗の王剣クラウン》は、《インディフィニット》を閃ひらめかせて。

「過去の俺がそうだからといって、現い在まの俺も同じだとどうして結論できる？」

　どんな形にでも変わりうる剣インデイフイニツト同様に、千せん宮ぐう蓮れん也やという人間もまた無限に変化し続ける。

　その、言うだけなら簡単な、実際にはありえないはずの現実を目の当たりにして。

「は──は、ははははは！」

　かたるは高らかに笑い、笑い。

「──それならそれでいい」

　軽やかに言い切って、狐きつね面をかぶり直す。

　強制的に表情を隠した狂言まわしは、和槍を前に突きだし、

「たとえ無限に進化する人間であろうと──この力から逃れることはできない」

　見せつけるように晒さらした刃と、朱色に光る《Ⅱ》の刻印。

　どくりと脈打つような錯覚が、音も色もなく《炎帝アグニ》の《遍在する炎フアントムペイン》を発動させる。

　さあ地に伏せろ。だらしなくうめきもがけ！　かたるの暗い想念を受け、《不敗の王剣クラウン》は膝ひざを折りアスファルトに手を──突かなかった。

　それどころか表情も変えずその場に立っている。

　まるでなにも起きていないかのように。

「で？　なにもしないのならこっちから行くぜ？」

　さらりと言って、平然とこちらに歩いてくる蓮也に。

　そのどうしようもなく普通の所作に、かたるは混乱する。

　こればかりは本当に理解できない。世せ良ら樹きかたるの絶対的な切り札は《炎帝アグニ》の《遍在する炎フアントムペイン》だ。《斬虐の女王クイーン》に知略の一部を譲ったのも、この切り札が存在していたから。

　かたるは盤上の駒こまたりえる力を得た。得たはずなのに──その力が通用しない？

「馬ば鹿かげてる……！」

　吐き捨てて、まっすぐ涼しい顔をにらみつける。出力が足りないのであれば強くすればいい。その結果が《不敗の王剣クラウン》の廃人化だったとしても、この状況ではやむをえない。

　人としておよそ耐えられるはずのない領域に至って、《不敗の王剣クラウン》は不意に笑う。

「なあ、痛みの仕組みって知ってるか」

　笑って。笑ったまま、滔とう々とうと語る。

「痛みとは、肉体がなんらかの刺激を受け、セロトニン、アセチルコリン、カリウムイオンなどの発痛物質をＡδ線維もしくはＣ線維が伝導した結果として起きる。つまりどのような形の刺激であれ、痛みという認識は必ずそういった経路を辿たどるわけだ。もちろんそれらは人体の反応であって、人の意志でどうにかなるものでもない」

「だったら──」

「だったら裏を返せば、そのように処理しない限り、その刺激は痛みとして認識されない。つまり、痛みを感じるための発痛物質、Ａδ線維、Ｃ線維それらをすべてコントロールすればお前の奪った能力はいくらでも無効化できる。違うか？」

「────」

　違わない。違わないが、あまりにも馬鹿げていた。

　人間の肉体には、呼吸のようにある程度自らでコントロールできる交感神経系と、心臓の鼓動のようにまったくコントロールできない副交感神経系というものが存在する。

　今蓮れん也やが口にしたのは、その副交感神経系に属するものを自由にできるということで、そんなことは不可能という言葉でも足りない。虚言。妄想。頭がおかしい。

「お前は、なにを言って……」

「今お前の目の前で起きている現実だ」

　即座に返された言葉。悠々と広げられた手。

　確かに。どれだけかたるが言葉を連ねようとも。今目の前で蓮也が立ち続けているという現実は変わらない──。

「──ありえない」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたかたるに蓮也は、にやりと笑んで。

「だから、ありえないことなんてないんだよ」

　片手剣を後ろに引いて加速。

　その見え透いた挙動に、かたるは完全に反応が遅れた。

《不敗の王剣決して敗けることのないプレイヤー》。《インディフィニット何にでも変わりうる剣》。

　その二つの要素が実現する絶対不可能に、呑のまれていた。

　そうして眼前にまで接近した敵に和槍を振り上げ──

　なんの攻撃も繰り出さずに通過した《不敗の王剣クラウン》に思考が止まる。

　あれだけの啖たん呵かを切って。

　攻撃じゃ、ない？

「──言っただろ。ありえないことなんてないって」

　笑みを含んだ声に、振り返ったかたるは、蓮れん也やどころか舞まい花かたちごと消え失うせた現実に目を見開き、

「逃げ、た──？」

　──ありえないことなんてないのなら。

　逃げるという選択肢もまたありえなくはない──。

　遅れて追いついた思考が導く『蓮也の言っていたことはすべて嘘うそ』という答えに歯は噛がみして、狂言まわしは狐きつね面を地面に叩たたきつけた。






三章　綴られた世界　There is A World






「どうやら出し抜けた、な」

　狙ねらい通り人気のない裏通りへ至ったところで、蓮也は荒い呼吸を無理矢理切って。

「あとは、より安全、な──」

「蓮也!?」

　突然倒れこみそうになった蓮也を、すんでのところで舞花が支える。

「蓮センパイ……？　なんで急に……」

　自身もよろめきながら近づいたナイエを止め、診断ツールを走らせたユウリが痛々しく表情を歪ゆがませる。

「──やっぱり」

「なに、なんなのユウリ！」

　焦って声をあげた舞花に。

「いわゆる、疼とう痛つう性ショック。せいかくには、そのはんどう」

　妃ひ継つぎが可視化された診断結果を見て言う。

「たぶん、千せん宮ぐう蓮也は、ずっといたみをとりのぞけていなかった」

「は……!?　痛みが取り除けてなかったって──」

　ナイエのリアクションを遮って、ユウリが厳しい表情で続ける。

「ようするに、先輩はただの強がりだけで世せ良ら樹きかたると向きあい、わたしたちにはそのことを黙ったまま指示を送り続けていたということです」

「………………ばか」

　最後に妃ひ継つぎが付け加えると。

「……ひどい、言われようだな」

　舞まい花かの支えをやんわりと拒み、ふらつく足で立った蓮れん也やは、血の気の引いた顔にそれでも笑みを浮かべて言った。

「考えがなかった……わけじゃ、ない。《超過集中Exceed Concentration》時は、神経伝達物質が過剰分泌されるからな……疼とう痛つう性ショックを遅らせられればよかった。それに、敵を騙だますにはまず味方からだろ。ぎりぎりまで作戦のことを口にしなかったのは──」

「そういうことじゃありません！」「そういうことじゃないわよ！」「そういうことじゃないっつーの」「そういうことじゃない」

　異口同音に声を発したユウリたちに、蓮也はぱちくりとまばたく。

「……なにが」

　そのなにもわかっていなさそうな顔を見て、彼女たちは悲痛に顔を歪ゆがめたり呆あきれたり、悲喜こもごもの表情を浮かべて続けた。

「先輩は……もっとご自分を大事になさってください」「どうせ蓮也は聞かないだろうけどね」「あは、それでこそ蓮センパイだねー」「千せん宮ぐう蓮也のみみにねんぶつ」

　心なしか冷たい言葉が多い気がして、蓮也は首を傾かしげて小さくため息。正直心外だったが、抗議しても受け入れてもらえなそうなのでその件については黙ることにする。

　それよりも今は他ほかに優先して話し合うべきことがあった。

「で、これからのことだが」

　一転して声を低めた蓮也に、舞花が表情を硬くする。

「まずは拠点の確保ね。蓮也の家まであいつらの手が伸びていたとなるとかなり厳しいけど、早めに決めないとここにもすぐ追っ手が──」

「たぶん、そのしんぱいはない」

　舞花の言葉を遮るようにして妃継が続ける。

「おってがいるなら、もうとっくに捕まっているはず。千宮蓮也のいえにてをのばしたということは、『第六機関むこう』はほんき。ほんきになった『第六機関シツクスオルガン』ならこちらのゆきさきくらいはかんたんに掴つかめる」

「とゆーことは……『第六機関シツクスオルガン』はナイエたちを捕まえるのに追っ手を放つ必要もないって思ってるってこと？」

「追っ手を放つ必要もないって……どういう状況よそれ」

　舞花の疑問に蓮也が口を開こうとしたところで。

「──ちょっと待ってください」

　ユウリが拡張認識レイヤードリアル上に開いていたいくつものウインドウを横目に言う。

「これ……おかしくないですか？」

　指さした先にあるのは、事前に管理下に置いていた監視カメラのライブ映像──ここからそう遠くない繁華街の光景だ。日中はもちろん、夜でも忙せわしなく人が行き交うその場所に、歩いている人間が一人もいない。

　もちろん、夕方から夜にさしかかる、最も人の出歩く時間だ。人自体は存在している。だが映っている数十、数百という人のすべてが、地面に倒れこんでいたのだ。

「なに、これ……みんな、死んでるの……？」

　口を押さえた舞まい花かの言葉尻じりを捉とらえて、鋭く映像を見つめていたナイエが言う。

「いや──生きてるっぽいね。ほら、右下でうつぶせに倒れてる女の人。すごーく微妙にだけど、胸のところ動いてるよ」

　ナイエの指摘に目を細めた蓮れん也やは即座に指示を飛ばす。

「──ユウリ、妃ひ継つぎ。他ほかのカメラもすべて可視化できるか」

　蓮也たちの前に開くいくつものウインドウ。蓮也はそこに並べるように、ネットで公開されている世界中の定点カメラのライブ映像を広げていく。

　そこに映し出された異様な光景を見て、全員が息を呑のんだ。サラリーマンらしき男性、学生らしき少女、老人も子供も一人の例外もなく──昏倒している。

　ナイエが言うように死んではいない、ただ寝ているだけだと思いたいが、すべてがすべて鮮やかな映像であるわけではないので確信はできない。

「いつから、こんなことに……」

　なんとはなしに呟つぶやいた舞花の言葉に、妃継がすかさずタイムシフトらしき映像を再生し、

「えいぞうをかくにんするかぎりでは、わたしたちが病院にいるあいだ」

「ナイエが病院に侵入するまでは普通だったけどね」

　ナイエが冷静に付け加える。

「俺たちが病院にいるあいだで、ナイエの侵入後……」

　そのあいだに『第六機関シツクスオルガン』絡がらみで起きたことといえば──

　思い至ると同時、蓮也は一度ブレードリンクＯＢＭアウトブレイクモードからログアウトする。

「とゆーか、そもそもナイエが病院に侵入したのって……って蓮センパイ？」

　突然私服姿に戻った蓮也に驚くナイエたちを無視し、デフォルメされたブレードを再び掲げて表のブレードリンクにログインする。

　次に蓮也の目の前に広がったのは、ログインする直前に見ていたのとまったく同じ、Ｒ３仮想現実にそっくりそのまま具現化された現実の街の光景だった。

　Ｒ１物理現実のそれと違うのは、ただ一点だけ。

　Ｒ３の街では、人々が普通に生活していた。

　迫り来る夕ゆう闇やみにせき立てられるように、忙しなく歩く人々。帰宅時間なのか焦ったように走り去っていく子供。鞄かばん片手に友人たちと談笑しながら下校する女子生徒たち。

　彼ら、彼女たちは誰一人としてこの決定的異変に気づいていないらしい。

　物理現実と仮想現実が入れ替えられたという究極の事態に──。

「そういう、ことか……」

　独りごちた蓮れん也やは、この途方もない現実を創つくり出だした人間に想おもいを及ばせる。

「ちょっと蓮也！　Ｒ１物理現実の肉体をそのままにして──」

「どうしたんですか、急にこんな……え？」

　遅れてログインしてきたユウリたちが、状況の異常さに気づいて言葉を失う。

　そのまま全員が呆ぼう然ぜんとしかけたところで。

「あれ、ナイエちゃん？」

　ポップしたタグからナイエのクラスメイトだとわかる制服姿の少女が駆け寄ってきた。

「どうしたのこんなところでー」

　無邪気に笑いかけてくる彼女に。

「──偶然だねー」

　ナイエは一瞬で表情を取り繕い、少女と自然なコミュニケーションを取る。

　楽しそうに会話するナイエと少女を観察する蓮也は、クラスのことや学校のことをとりとめなく話す彼女から、まったく不自然なところが読み取れないことに戦せん慄りつして。

『悪いナイエ』

　話の途中で割り込み、戸惑う少女に直接尋ねた。

「あんたはここがＲ３仮想現実だって認識はあるのか？」

　なんの衒てらいもない直球の質問に、少女は。

「仮想……？　なんですかそれ」

　その答えが、蓮也たちに残酷な事実を突きつける。

　すべての人間に『第六機関シツクスオルガン』が世界の主導者であると誤認させた世界変革のように。

　彼女たちには、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３階層化された現実という認識がない。

　現実がただ一つしか存在しないのなら、仮想現実などという概念もあるわけはなく。

　彼女にとって現実とは今ここにこうしている『これ』だけなのだ。

「あの……？」

　彼女からすれば奇異なことを言っているのは蓮也だ。

　困惑した少女をナイエがうまくとりなし、別れたところで。

「──これが、『第六機関シツクスオルガン』のかくさくしていた、ほんとうの《世界変革計画プロジエクトシフト》」

　妃ひ継つぎの呟つぶやきに、ユウリが強く首を横に振る。

「そんなわけありません！　父が、世せ良ら樹き我が光こうが目指していたのは全人類の《ＮＥＸＴ》化で、こんな、こんな完成された世界は──」

「壊す理由がなくなる？」

　冷徹な舞まい花かの声。

「そもそもユウリは世界の変革で適応できない人間を問題視して、《世界変革計画プロジエクトシフト》をつぶそうとしてたんだよね。これじゃあ反対する理由もなくなってしまう？」

「それ──は」

「おまけにこの状況をひっくり返す方法もわからない。理由、手段、両面から打つ手がなくなった。文字通りお手上げね」

　容赦なく連ねられる言葉。色を失っていくユウリに。

「……あーあ、このタイミングで言うとおねーちゃんを助けるみたいで嫌なんだけど」

　ナイエが心から不本意と言わんばかりに大げさに肩をすくめ、

「実はねー」

「あきらめるのは、まだはやい」

　妃ひ継つぎに先を奪われた。

「あー！　それナイエが言おうとした──のに……ぁ、今……ふらっと、きた……」

　まだ本調子にはほど遠いらしく、頭を押さえてふらついたナイエに、妃継が手を貸す。

「むりはきんもつ」

「うー……ナイエが集めた情報なのに。せっかく蓮センパイにおねーちゃんより役立つってアピれるチャンスがー……」

　妃継に寄りかかりながら、ナイエが未練がましく愚痴り、

「情報？」

　一転して真剣な眼まな差ざしを向けてきた蓮れん也やに妃継がうなずく。

「そもそもナイエがべつこうどうをとっていたのは、その情報をあつめるため。『第六機関シツクスオルガン』……世せ良ら樹き我が光こうがなぜ《世界変革計画》をなそうとしたのか──そのかぎをにぎるじんぶつ、ソフィア博士の情報を」

　淡々とした妃継の声に、ユウリが顔をあげる。

　その顔には驚きが余すことなく占めていて。

「ソフィア博士？」

　反射的に問いかけた蓮也に、妃継は変わらない無表情で言った。

「アレーティア社研究開発主任ソフィア・フェルト・祈刃。祈いのり刃はナイエと祈刃ユウリのははおや」

「母親……」

　蓮也の呟つぶやきに、ナイエが神妙な表情を浮かべてゆっくりと語り出す。

　妃継──『ＣＨＥＶＡＬＩＥＲシユヴアリエ』が元パートナーである黒羽の問題に煩わされていたあいだ、ナイエは『世界変革の影響を受けて記憶がないはずだ』という死角を利用してソフィア・フェルト・祈刃の情報を集め続けていた。

　他ならぬ妃継の指示で。

　なぜ妃継がそんなことをしようとしたのかと言えば。

「世良樹我光がどうして《世界変革計画プロジエクトシフト》をめざしたのか、ぎもんにおもっていたから」

　ブレードリンクの初期から《最弱の百騎ナイツ》というハッカー集団を率いていた妃継は、早い段階でこのゲームに隠されているものに気づいていた。

『第六機関シツクスオルガン』の存在、《世界変革計画プロジエクトシフト》の概要。

　それらを知ってからも、彼女はユウリのようにそれを止めようとは思わなかった。

　世界の行く末にはそこまで興味がない。

　彼女が興味を持ったのはその主導者──世せ良ら樹き我が光こうという人間と、その数奇な動機。

　なぜ彼という人間が、このような実現可能な誇大妄想を抱くに至ったのか──。

「そうしてその理由をつきつめればつきつめるほど、世良樹我光ではない、ふたりのにんげんがうかびあがった。そのふたりのうちのひとりが、ソフィア・フェルト・祈いのり刃は」

「もう一人は？」

　静かに尋ねた舞まい花かに、妃ひ継つぎは珍しく言葉が詰まるようなリアクションを見せて。

「兎と神がみ散ちる葉は」

　妃継がその単語を口にした瞬間、舞花はやはりという顔でうなずいた。

　その表情を見抜いた蓮れん也やがすかさず言う。

「ちょっと待て。どうしてそこで散葉が出てくる？　それに舞花は──」

「蓮センパイ、話それてる」

　ナイエがとがめるような口調で蓮也を遮り、妃継に先を続けるよう促す。

「……けつろんからいえば、ソフィア・フェルト・祈刃は、世良樹我光の、『第六機関シツクスオルガン』のこんかんにかかわるじょうほうをにぎっている。そして」

「妃継はママのいる場所を、そこに至るための方法を突き止めたんだよ」

　最後を引き受けたナイエは、そこでじっと妃継を見つめる。

　現パートナーの視線を受けて、妃継はなぜか目をそらした。

　その不可解なやりとりの理由を問い詰める前に。

「ど──どこに、お母さんはどこにいるんですか!?　なぜ居場所が──」

「あーはいはい、おねーちゃんこーふんしなーい」

　妃継に詰め寄ったユウリを引きはがすようにし、ナイエは蓮也に話を振ってきた。

「実は居場所だけならナイエも知ってるんだけどねー、というかナイエが突き止めたし。でも、どういうわけか妃継が会っちゃダメって言うの。ねえ、蓮センパイどー思う？」

　ふざけて不満そうに言うナイエは、その実横目で真剣な眼まな差ざしを妃継に向けていて。

「……理由があるんだろ。おそらくお前たちに関かかわることで」

　ユウリとナイエを見ながら水を向けると、妃継は目を見開き、やがてうなずいた。

「……真実にはいたれるかもしれない。でも、それいじょうのよくないこともわかってしまうかのうせいがある」

「たとえそうだとしても」

　ユウリが口を開く。

「わたしは……いえ、わたしたちは、知って後悔することを選びたいです」

　決意の表情。ユウリとナイエ、二人の真剣な眼差しに、妃継は目を閉じ、短く息を吸い、

「ほんとうに、いいの？」

　目の前にキーボードを可視化する。

　ユウリとナイエはお互いの顔を見てから、同時に口を開いて──




「あら、どちらに行かれるのかしら」




　割り込む第三者の声。

　次の瞬間、蓮れん也やたちの目の前に現れたのは見覚えのない小柄な少女だった。

　癖のある長い髪の彼女は、黒いワンピースの裾すそを揺らし、小首を傾かしげる。

「せっかく『わたくしの世界』にいらしたんだから、ゆっくりしていらして？」

「……わたくしの世界？」

「わたくしの世界はわたくしの世界ですわ」

　幼い容姿に相反した大人びた口調と、見た目相応のくすくすという可愛かわいらしい笑い方。

　その細い指が小さく振られると同時に。

『ログアウトコマンドがロックされました』

「な──!?」

　ありえない現象。不可能な制限コマンド。それはさながらシステム管理者のような──

　システム、管理者？

「黒羽……？」

　妃ひ継つぎの呟つぶやきに、少女はくすりと笑い。

「ああ、そうでしたわ。一応こちらでは初めましてでしたわね。わたくしの名前は──」

　指さした先、ポップしたタグ。

　そこに書かれた名前に事情を知るすべての人間が大きく目を見開く。

『世せ良ら樹きつづり』

　その、名前は──。

「ええ、ご存じの通り世良樹我が光こうの娘であり、かたるの姉、そして──」

　蓮也たちの驚きよう愕がくに応こたえるように、少女は唇の端を歪ゆがめて。

「一度死んだ人間ですわ」

　嗜し虐ぎやく的に微笑ほほえんだ。





　　　×






「──そんなはずありません。世良樹つづりは……一〇年前に《ＮＥＸＴ》化実験で確かに死亡して──」

　震える声で呟いたユウリに、世良樹つづりは冷たく笑う。

「あら、どうして？　わたくしは自分の死を否定しているわけじゃありませんわ。はっきりと認識している。その上で今ここに存在していることのなにがおかしくて？」

「まさにそれをおかしいと思わないことだろ」

　斬きりつけるように言った蓮れん也やに、つづりは機械的な笑みを浮かべたまま眉まゆを跳ねあげる。

「見解の齟そ齬ごですわね。あなたたちは人の死を絶対的なものとし、行き止まりだと考えている。けれどわたくしはその先があることを知り、こうして体現してみせている」

「……死とはいきおわったけっかにあたえられためいしょう。いきおわっていないのなら、それは死とはいわない」

　小さく呟つぶやいた妃ひ継つぎに、我が意を得たりとうなずく黒衣の少女。

「ええ、ええ、その通りですわ。その意味では、わたくしはそもそも死んでいなかったということになる。ただ少しのあいだこの世界から消えていただけ」

「この世界から消えていた？」

　舞まい花かの呟きに人差し指を立てて。

「さながら《ＮＥＸＴ》である彼女と同じように」

　散ちる葉はと同じというフレーズにピリピリとした空気をまとう舞花を制して、蓮也が尋ねる。

「お前は……いったいどういう存在で、なにがしたい」

　交錯する視線。とらえどころのない空気を固形化させる問いに。

「わたくしはこういう存在ですわ」

　なにげなく伸ばされた指。その指先を見たと同時に、ぞくりという背筋を撫なでられるような感覚と共に蓮也の脳に不可解な、断片的な情報が流れ込んでくる。

　仮想現実からアクセスした人格とその特性を取り込む『虚構奪取アシミレイシヨン』という能力。《ＮＥＸＴ》生成実験。失敗と成功。死亡と救出。世せ良ら樹き我が光こうの肉体を媒体に、抽出サルベージされた世良樹つづりの人格パーソナリテイ。

　我光＝つづりとなった『それ』は、黒羽を取り込み、《ＮＥＸＴ散葉》の力を拡大して全人類の強制仮想現実移行を成した。

　したがって、『それ』は黒羽がブレードリンクで振る舞っていたのと同様に、その世界の管理者権限を持つ。この世界の全人類を自由にできるということは、『それ』が世界そのものであり、そこにあるものはさながら自らの手足のように動かすことが可能──。

　──ええ、ええ、たとえばこのように。

「……っ」

　情報の中に混じっていた雑音。

　異常な寒気と倦けん怠たい感、脳を直接触られるような不快感が蓮也の全感覚を支配して──

『ダメです!!』

　がん、と頭を殴るようなボイスチャットが飛んできて。思わず送り主を振り返った蓮也は、彼女──ユウリがブレードに光をまとわせていることに気づく。

　──《虚構書記オーバーライト》？

「いまのは……」「……おねー、ちゃん？」

　蓮れん也や同様頭を押さえた妃ひ継つぎとナイエが言い、ユウリはすまなそうに頭を下げてきた。

「すみません……少々強引な方法をとりました。でも」

「そうしなければならなかった……」

　蓮也の補足にうなずき、鋭い視線をつづりに向ける。

「ああ、やはりそうされてしまいますのね。せっかく楽にすべてを忘れさせてさしあげようとしましたのに」

　黒いワンピースの少女は、心から残念そうに言うと、一転して表情を消し、

「──仕方がない。アレは本来の《世界変革計画プロジエクトシフト》とは違うプロセスで生まれた存在。不完全ゆえの独立したアクセス権という弊害はあらかじめ想定されていたこと」

　低い、男性の声。まるで別の人間が宿ったような違和感は、少女自身の姿がラグり、ほんの一瞬男の──見覚えのあるそれに変わったことで余計に強調される。

「そうですわね。それでもユウリさんはともかく、他ほかのみなさんはわたくしの中に取り込めるかと思ったのですけれど」

　再び戻る穏やかな少女の笑顔が、すぐにまた冷酷なものに変わって。

「オリジナルの《ＡＥＸＴ》に深く関かかわった人間。確かにそれだけで価値はあるだろうが」

「会話……してる？」

　戦々恐々と呟つぶやいた舞まい花かに、『それ』は歪いびつに微笑ほほえむ。

「あら、会話じゃありませんわ。これがわたくしの──我々の思考だ」

　混ざり合う声と人格。もはや姿すら移ろう『それ』は、この上なく見る者を不安にさせ、そんな蓮也たちの心は理解していると言わんばかりに奇妙に重なった声で続ける。

「大丈夫──怖いのは──独りでいるから──わたくしと──僕と──我々と──ひとつになればいい」

「なに、言ってんの……」

　不気味さに後あと退ずさったナイエに笑みを深め、顔をしかめ、悲しげに眉まゆを寄せ、すべてを揺るがせながら近づく『それ』に。

「──その必要はない」

　思いもよらないところから声がかかった。

　蓮也たちの正面、『それ』の背後から現れたのは狐きつね面を手にした和服姿の少年。

　ほんの少し前に振り切ったはずの世せ良ら樹きかたるは、苦々しい顔でこちらを睥へい睨げいして言う。

「そいつらはもう用済みだ、つづり姉さん」

　最後の言葉をことさら強調したかたるに、『それ』は焦点を合わせて。

「かたる……かたる？」

　変容する声は男のものから少女のものへ。

　再び世良樹つづりの姿となった彼女は、両手を合わせて小首を傾かしげる。

「ああ、ああ、そうでしたわね。けれど、用済みというのはどういうことかしら？」

「……言ったはずだ。すでに変革は完遂している。《ＡＥＸＴ》──《礎の子供たち》も事前に用意した数で間に合う。これ以上の不確定要素は取り込むほうがリスクが高い」

　そう言い聞かせるように話すかたるは、目の前の少女から微妙に視線をそらしていた。

　幼い彼女を姉と呼ぶその表情には、ときおり暗い影が落ち、複雑な感情が見え隠れして。

　──付け入るならここだ。

　世せ良ら樹きつづりに世良樹かたる。事情はどうあれ、客観的に見て最悪と言えるこの状況を脱するためには、突ける隙すきをすべて突く。

　とっさにそう判断した蓮れん也やが口を開く前に、すぐ隣に立つユウリが言った。

「あなたは──兄さんはそれでいいんですか？」

　その、言葉は。

　蓮也の想像をはるかに超えて世良樹かたるという人間を強く刺激した。

　次の瞬間、かたるは《幻影の兎姫ミラージユラビツト》もかくやの超瞬発を見せてユウリへと接敵しようとし──すんでのところであいだに入った《不敗の王剣クラウン》に防がれる。

　そのままぎりぎりと刀身を合わせながら、叫んだ。

「お前がっ──道化のお前が俺をそう呼ぶのか!!」

　常の余裕ある仮面をかなぐり捨て、憤ふん怒ぬの表情を浮かべたかたるは、その身に纏まとうあらゆるしがらみ、打算を脱ぎ捨てたかのような、ただただ純粋な膂力ストレングスを和槍に込めてきて。

「蓮也！　今──」

「大丈夫です兎と神がみ先輩」

　薙刀なぎなた片手に助けに入ろうとした舞まい花かをユウリが止める。

「これは……そういうものではないですから」

　言いながら、一歩。鍔迫り合いをするような形の蓮也たちへと近づき、静かに続ける。

「兄と呼んだ非礼は詫わびます。ですが、剥きだしの感情をぶつけてもらうために、わざと口にしました。そうでなければ、あなたはわたしとまともに話してくれないでしょうから」

　瞳ひとみに力を込めたかたるを真っ向から睨にらみ返し、ユウリは言う。

「あなたが、亡くなった姉を目的として動いていたことは知っています。あなたにとっての世界の変革は彼女のためであるということも」

　ユウリは腹違いの兄であり、一つ屋根の下に住む敵でもあったかたるを徹底的に調べていた。そのときに集めた情報の中に含まれていたのかもしれない。

　再び冷静さを取り戻したかたるは、一度距離を取ると、凍えるような眼まな差ざしを向ける。

「だからどうした。知ったからと言ってそれがなにになる？」

「知っているからこそ訊きけることがあります」

　機械に打ち込んだような言葉。その中に、一いち縷るの感情を垂らす。

「あなたはこれで……こんな形でお姉さんを生き返らせて、満足なんですか」

　こんな形というフレーズに、かたるは明確に表情を波立たせた。

　今目の前に存在する『それ』が普通でないことなど、誰だれが見てもわかる。

　たとえ世良樹つづりの復活が目的だったとしても、この姿を見て納得できるだろうか。

　率直なユウリの言葉に感情のタガを外され、仮面を剥はがれた狂言まわしは、

「……逆に訊かせろよ道化」

　自じ嘲ちようじみた笑みを浮かべ、両手を広げた。

「お前が俺だったとして、死んだ姉をこの世界に取り戻すことのみを目的に動いていたとして、結果現実がこれだったとして──お前は受け入れないことができるのか？」

　ユウリは一度目を閉じ、ちらりと蓮れん也やを横目に見る。

「わかりません。……いえ、どう答えてもあなたに届く言葉は存在しないと思います。わたしは、あなたではありませんから。ただ」

　一度言葉を切って、まっすぐかたると向きあう。

「本当に満足しているのなら、そんな問いはそもそも口に出さないのではないですか？」

「────」

　妹の指摘に目を見張り、息を呑のんだかたるは、明確に言葉に詰まって──

「どうしたの、かたる」

　ふわりと。黒いワンピースを揺らした少女が、愕がく然ぜんとする弟を下から見あげる。

「……姉、さん」

「なにかしら？」

　すべてを包み込むような、微笑ほほえみ。慈愛に満ちたその眼まな差ざしに。

　迷いを、振り払う。

「世せ良ら樹きかたる……！」

　再び狐きつね面を手にしたかたるは、ユウリの呼びかけにも反応せず、機械的に唇の端をつり上げて言う。

「つづり姉さん。あいつらはこの世界の、姉さんの世界の異物だ」

「……わたくしの世界の、異物？」

　ぴくりと反応したつづりは、弾はじかれたようにこちらを見ると。

「ああ、異物なら取り除かなければいけませんわね」

　邪気のない言葉。一点の曇りもない笑顔。不自然に紫の光を帯びる瞳ひとみ──。

「待──」

「──おねーちゃんっ！」

　ナイエの体当たりを受けたユウリが転ぶのと、一瞬前まで立っていたその場所に細かなエフェクトの雨が降り注ぐのは同時だった。

　攻撃を受けたことよりも、その方法にユウリは目を見開く。

「《青天の右翼ロワゾ・ブリユー》の、『必滅の千光メルテイレイ』……？」

　先ほど倒したばかりの《刻印者ナンバーズ》の技──。

「どうやら《青天の右翼ロワゾ・ブリユー》だけじゃないみたいね……」

　薙刀なぎなたを構えた舞まい花かの視線の先には、片翼のブレードを閃ひらめかせる『Ⅲ』の《刻印者ナンバーズ》と、その脇わきに控えるようにして立つ《鮮血の白百合ブラツデイリリイ》《迅雷の戦逆鬼ローエングリン》の姿。

「……おかしい」

　妃ひ継つぎの呟つぶやきに、蓮れん也やたちはすぐにその異変に気づいた。

　彼女たちが揃そろって虚うつろな──紫のエフェクトに染まる瞳ひとみをこちらに向けていることに。

「……《刻印者そいつら》が倒されるのもはじめから予定のうちだったということか」

　冷静に目を細めた蓮也に、唯一正常な光を保ったままのかたるは冷たく切り捨てる。

「さあな。──姉さん」

　かたるの言葉に応じてつづりが小さく手を振り、三人の《刻印者ナンバーズ》はいっせいに動いた。

　先行する《鮮血の白百合ブラツデイリリイ》に《迅雷の戦逆鬼ローエングリン》が続き、《青天の右翼ロワゾ・ブリユー》がその場でブレードにエフェクトを纏まとわせはじめる。

《鮮血の白百合ブラツデイリリイ》の連撃に絶妙なタイミングで放たれる《迅雷の戦逆鬼ローエングリン》の追撃。そして自我がないゆえに、敵味方の迷いなく放たれる《青天の右翼ロワゾ・ブリユー》の『必滅の千光メルテイレイ』は文字どおりその場を焼き尽くす──。

　先ほどとは違い、完かん璧ぺきな連携を見せる《刻印者ナンバーズ》たち。

　彼らを前に、蓮也たちに選べる選択肢は一つしかなかった。

『どんな手を使ってでも離脱する──ユウリ、頼む』

《鮮血の白百合ブラツデイリリイ》と刃を交えながら、ダイレクトメッセージで簡潔に伝えた蓮也に。

「……っ!?　ぁうっ」

「ユウリ!?」

「……これ、は」

『遍在する炎フアントムペイン』。唇を噛かみながら狐きつね面を見あげたユウリに、狂言まわしは冷徹に語る。

「この世界にログアウトのコマンドはない。コマンドがないなら、強制的に作る──やらせると思ったか？」

　──読まれていた。

　舌打ちした蓮也は《鮮血の白百合ブラツデイリリイ》を一ひと蹴けりで引き離し、かたるへと向かおうとして──予想だにしない人間に行く手を阻まれた。

　それは《刻印者ナンバーズ》どころか、そもそもプレイヤーですらない、先ほど別れたばかりのナイエのクラスメイト。

　彼女はブレードも持たず、かたるを守るように両手を広げて立っていた。

「蓮センパイ!!」

　ナイエが叫び、蓮也は慌てて振り下ろしかけていた片手剣を急停止する。

　至近距離で目にした彼女の瞳には、紫のエフェクトがかかっていて。

「言わなくて？　わたくしの世界だと」

　不気味に笑うつづりの声が呼び水になったように、正面、背後、道という道から人々が現れ、あっという間に蓮也たちを取り囲む。

　子供から老人、男女の別もない彼らは、唯一生気のない瞳だけが共通していた。

　なにも知らない彼ら一般人をこうして戦闘の道具として利用する──。

「……すがすがしいまでに最悪だね」

　冗談めかして言うナイエはその実まったく笑っていなくて。

　今にも飛び出しそうな妹の姿に、ユウリが諫いさめるように言う。

「早まらないで、ください……あなたは、まだ、万全にはほど遠いはず……」

「って言ってるおねーちゃんがそんな有様じゃね」

　いまだ『遍在する炎フアントムペイン』を受けるユウリは、傍から見てもとても集中できる状態にない。

　解除させようにも、蓮れん也やと舞まい花かは連携を深める《刻印者ナンバーズ》相手に苦戦しており、妃ひ継つぎが《夜天の王ナイトロード》になるには明らかに不確定要素一般人が多すぎる。

「……この状況でナイエ一人が無理しないってゆーのも無理な話じゃん」

　身体からだはまともに動かない。おそらく普通に戦おうとしても平時の十分の一も力は出せないだろう。だが──それがなんだというのか？

　動けないわけではない。そして動けるのなら動く。その後のことはその後考えればいい。

　純粋でシンプルな思考の下に、杖つえ型ブレードを構えたナイエは──

「そのじょうねつは、まだ使うばめんじゃない」

　予想外に近いところから聞こえてきたパートナーの声に振り返り、

「妃継……？」

　無表情の中に熱い感情を忍ばせた彼女が、まっすぐ蓮也を見ていることに気づく。

「千せん宮ぐう蓮也」

　決して大きくはない妃継の声。

　ダイレクトメッセージを使えばいいだけの言葉を口に出すことの意味は。

「離脱のじゅんびができた」

　関係のない人間にも伝えるため。

「──なに？」

　蓮也より先に声を発したかたるは、反射的につづりを見て。

「あら？　そんな情報はその人たちのダイレクトメッセージにはなかったけれど」

「──やはり見てたか」

　蓮也の呟つぶやきに、かたるがはっとした表情を浮かべる。

　黒羽の能力がある以上、ダイレクトメッセージに秘匿性はない。

　だが、そのこと自体はとっくに知れ渡っている事実だ。

　事前に見られることがわかっているのなら、見られてもわからない方法で、あるいはダイレクトメッセージ自体をあらかじめ決めていた作戦の合図とすればいい。

　その場合メッセージの内容には意味がなく、つまり。

「ログアウトはフェイク……!?」

「遅いんだよ気づくのが。──妃継！」

　蓮也の声に、妃継は展開していたキーボードを力強く叩たたき、そのコマンドを実行──

「あら、やらせないわ」

　──する直前で、突然眼前に現れたつづりに阻まれた。

「な──」

　ルールを逸脱した動きに虚を突かれ、動きの止まった妃ひ継つぎを、つづりの手が捉とらえる。

「捕まえましたわ」

　小鳥を捕まえたとでも言うかのように、妃継の首を片手で握りしめるつづりに。

「──ナイエのパートナーになにしてくれちゃってんのかなっ！」

　すぐそばにいたナイエが閃獣を放ち、そのまま自らも杖つえで攻撃する。

　フルスイングの一撃をあっさりと避けられたナイエは、閃獣をわざと自らに当てて。

「『餓が獣じゆう焔えん喰しよく』！」

　声と共にエフェクトをまとうと、体当たりの要領で無理矢理妃継を奪う。

　乱暴に解放された妃継は、咳せき込みながらも自らの役割を忘れていなかった。

「祈いのり刃は──ユウリ！」

　合図の声を上げ、ナイエの手を取ると、ユウリが舞まい花かと蓮れん也やの手を握るのを確認して。

「あらあらあら、だからやらせないと──あら？　行き先が、二つ？」

　不思議そうに首を傾かしげるつづりに、ほんのかすかな笑み。

「せいぜいまよって」

　捨て台詞ぜりふのように言い切ると、次の瞬間、蓮也たちの姿はその場から消え失うせた。
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　Ｒ３仮想現実でのフィールド間転移はありふれた技術として確立されている。

　もちろん本来は戦闘中に使えるものではないし、そもそも現在のここが本当にブレードリンクの世界なのかという根本的疑問は残るが、いずれにせよ。

「──転移、せいこう」

　呟つぶやいた妃継は、いまだにきちんと声が出ていない気がして首に手を触れる。

　そうして、今さらながら彼女に首を絞められた感覚がＲ１物理現実でのそれと変わらないものだったことに気づいて戦せん慄りつした。

　ここがＲ３仮想現実だとわかっている自分でもそうなのだ。仮想の概念すらない人間たちからしてみればここはまぎれもなく現実世界なのだろう。

　妃継自身も、あのまま首を絞められ続けていれば本当に危なかったのかもしれない。

　あらためて危地から救ってくれたパートナーにお礼を言おうとして、

「……！　ナイエ……！」

　そのパートナーが立ち上がれないほど衰弱していることにやっと気づいた。

「あー……妃継……だいじょぶ？」

「それは、こっちのセリフ……！」

　息も絶え絶えのナイエは、血の気の失うせた顔をそれでも懸命に笑顔にしていて、その健けな気げさが妃ひ継つぎの胸を打つ。

　おそらく妃継を助けたときに使用した『餓が獣じゆう焔えん喰しよく』が影響したのだろう。自分でももう使用不可能だと言っていたのに。

「なんで、『餓獣焔喰』を……」

　咎とがめるように呟つぶやいた妃継に、ナイエはなにかを思い出すように目を閉じて。

「『人を助けるのに理由はいらない』……らしいよ？」

　恥ずかしさを誤魔化すようにはにかんだナイエを見て、妃継は鮮明に思い出す。

　そのセリフはナイエ自身が蓮れん也やに言われたものだった。

　──千せん宮ぐう蓮也。

　いまだナイエの心の一部を占拠する彼は、妃継の心の一部を占拠する舞まい花かの想おもい人でもあって、その事実を確認するだけで妃継の胸にはふつふつと怒りがこみ上げてきてしまう。

　千宮蓮也が魅力的なのはわかるし、妃継自身好意的に思っている。思っているが──。

「ねえ、妃継……蓮センパイに連絡とらなくていーの？」

「…………いまはむしょうにとりたくないきぶん」

「え？」

「じょうだん」

　ユウリと妃継、二人の技術者ハツカーには、蓮也が口にするキーワードを元に、文脈関係なく自発的な作戦行動を開始するよう事前に取り決めがなされていた。












『離脱』というセリフにはブレードリンク内での移動、『どんな手を使ってでも』というフレーズは二手に分かれての別行動を示唆し、したがって『どんな手を使ってでも離脱』とはログアウトではなく、二手に分かれてのブレードリンク内での移動を意味する。

　リスク上の問題から行き先はあえて決めなかったので、これもまたあらかじめ決められていた暗号ツールを使い、離ればなれになった蓮れん也やたち全員にメッセージを送る。

「それで、妃ひ継つぎ」

　ようやく少し回復したのか、壁伝いに立ち上がったナイエが周りを見回して言う。

「ここ、どこ？」

　白い床、白い壁、白い天井。

　道幅は狭いが、病院や学校の廊下と言われればわからなくもない。両端が見えないほど長いが。……いや実際にないのかもしれない。正確には設定されていない。

　装飾は一切なく、ずっと歩き続ければおかしくなること請け合いの通路に、ぽつりと簡素なドアが一つだけあった。

　妃継が指定した座標はそのドアの前だったので間違えようはないのだが、万が一数値がズレていたらと思うとぞっとする。いやそれもこれから経験することに比べれば──

「ちょっとちょっと、無視しないでよねー」

　などということを考えているあいだに、ナイエが焦じれた。

　ぷくっと頬ほおを膨らませ、かわいらしく怒った仕草を見せる彼女に、妃継は率直に言う。

「ソフィア・フェルト・祈いのり刃はのプライベートルーム」





　　　×






　鍵かぎのかかっていないドアを開くと、そこは『外』だった。

　突き抜けるような青い空、穏やかに流れる白い雲、どこまでも広がる草原。ところどころに巨木がそびえ、鼻び腔こうを種々様々な草花の匂においが満たす。

　一瞬混乱しかけて、妃継はここがＲ３仮想現実であることを──とある個人の私的空間であることを改めて意識する。

　その個人は入り口からさほど離れていない場所に数人の少女に囲まれて立っていた。

　肩口までのブロンドに白衣。妃継が知っているプロフィールからするとありえないほど若い印象の彼女は、大きな木の下に縦長の机を置き、その机を囲むように置いた椅い子すに座る少女たちを慈しむような眼まな差ざしで見つめている。

　彼女が何者か知らなければ、その様子は生徒に勉強を教えている教師にも、妹たちとおしゃべりに興じている姉にも見えたかもしれない。

　だが、妃継たちにその解釈は不可能だった。

「──ママ」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたナイエが見ているのは、一転して悲しげな表情を浮かべる母親──ソフィア・フェルト・祈いのり刃はではなく、彼女が話しかけている少女たちだった。

　少女たちは年齢層だけなら見事にバラバラに見えた。

　ナイエと同じくらいの子もいれば、ずっと下に見える子もいる。

　髪型や服装もそれぞれ違い、遠目からなら共通点もわからない。けれどよくよく見れば──よくよく見るまでもなく、奇妙なほど全員同じ顔をしていた。

　いや、同じなのは少女たちだけではない。

　ナイエもだ。

「その子たちは……なに？」

　震える声で尋ねたナイエに、ソフィアは深く静かに息を吐き出し、

「ナイエ……あなたには──あなたたちには知らないままでいてほしかった」

　そう呟いて。

「は……？　なに、勝手なこと、いってんの？」

　らしくなく声にそうとわかる怒りを滲にじませたナイエに、妃ひ継つぎが声をかける。

「ナイエ。いまは」

「今はナイエが話してるっ！」

　強い口調で妃継を遮り、そのまま声のボルテージをあげていく。

「そんな、そんな勝手な理由で、今まで黙ってたの？　ナイエが、ナイエたちが──おねーちゃんのクローンだって!!」

　デザイナーベビーであるユウリ。そのユウリのクローンであるナイエ妹たち。

　ソフィアは、ナイエの言葉を否定しなかった。

　ただ、申し訳なさそうに顔をうつむかせただけ。

　その態度はこれ以上なくナイエをいらつかせ──酷使された肉体をふらつかせた。

「ぅ……」

　足下がおぼつかず、よろめいたナイエを妃継が後ろから支える。

「ナイエ……大丈夫？」

「……なんで、妃継はそんな冷静なワケ？」

　矛先が唐突にこちらに向いて、妃継は思わず一歩後ずさる。

「ナイエが、ナイエたちがおねーちゃんのクローンだってわかって、ただのコピーだって確定して……それなのにそんな冷静でいられるんだ」

　確かに妃継は、ナイエがユウリのクローンであるという事実をこれ以上ないほど目の当たりにして、それほど衝撃を受けていなかった。

　それは、つまり。

「……知ってたんだ。知ってて黙ってたんだ！　コピーのナイエがオリジナルのおねーちゃんには最初から勝てるわけないって、知ってて！」

「──ナイエ」

　不意に強い声が響いて。

「その子はなにも知らないわ。私が誰だれにも話していない以上、知りえるわけがない。ただ、ここにくればそういうことがわかるかもしれない、そう予測していただけでしょう」

「だったら──」

「わからないの？　その子がこの場所を突き止めてコンタクトを取ってきたのは随分前よ。それなのに今日までアクセスしてこようとしなかった理由は何？」

「──」

　──真実にはいたれるかもしれない。でも、それいじょうのよくないこともわかってしまうかのうせいがある

　妃ひ継つぎが口にした言葉の意味を理解して、ナイエは膝ひざを突きそうになった。

「その子を責めるのはやめなさい。責めるのは……責められるのは私だけよ」

　ソフィアのその言葉はくずおれそうになるナイエをぎりぎりのところで耐えさせた。

「……そんなの、言われるまでも、ないってゆーか」

　うつむいたまま暗い声を響かせたナイエは、その手にブレードを可視化する。

　瞬間、こわごわと状況を見守るだけだった少女たちの様子が一変した。

　全員が目の色を変え、ソフィアを護まもるように動いたのだ。

　動いたと言ってもブレードを使うわけでも、ユウリのような特殊な力をかざすわけでもない。ただその身を盾とするようにナイエの前で手を広げて立つだけ。

「やめて！」「おかーさんはなにも悪くない！」「いつだってわたしたちのことを考えてくれてるのに！」

　口々に訴えてくる少女──妹たちを見て、ナイエは歪いびつに口元をつり上げる。

「あは……ずいぶんと、訓練されてるみたいじゃん。自分を護るための盾として仕上げたんだ？　……ほんとーに最悪だね」

　そう言い捨てると、一人の少女がつかつかと前に出て、

「……なに？　ナイエになにか言いたいなら──」

　ぱん、と音が鳴って。

　ナイエは張られた頬ほおに手を当てながら、信じられないような顔で目の前の少女を見る。

　少女は手を振り切った姿勢のまま、涙ぐんでいた。

「いい加減にしてよ！　お母さんはわたしたちのためだけに『第六機関シツクスオルガン』を脱けて、この場所を作ってくれて……あなたなんか、あなたなんか──なにも知らないくせに！」

　なにも、知らないくせに。

　そのフレーズに聞き覚えがあって、思わずナイエは妃継を見た。

　──知ってもらおうとしないのはお前のほうだろ

　かつて、蓮れん也やが妃継にそう返したのを思い出す。

　それは……それは今のナイエにも当てはまる言葉じゃないのか──

「やめなさい」

　ソフィアが諫いさめて、少女のほうが不満げに「でも！」と言い張っている。

　その姿はとても彼女が自分を護まもるために子供を教育していたようには見えなくて。

「ナイエ」

　唐突に名前を呼ばれて、ナイエはびくりと身体からだを震わせた。

　ずっと昔。ただ母に名前を呼ばれることがなによりも嬉うれしかった頃ころ。

　そのときに浮かべていたのと同じ、憂いの交じった表情で、ソフィアは言う。

「あなたには私を断罪する権利がある。私はずっとあなたに……クローンであると明かさなかった。それは誰だれがどう言おうと変わらない事実だから」

　ナイエが謝れと言えば謝るし、殴らせろと言えば殴られるし、死ねと言えば死ぬ。どんなことでも受け入れるし、だからといって、諦てい観かんから投げやりになっているわけではない。果たすべき責任としてきちんと理解し、認識している──。

　それがわかるからこそ、ナイエはそれ以上の責める言葉も許す言葉も口にできなかった。

　ただ黙って、彼女と、彼女を護ろうとする少女──妹たちを見つめるだけ。

　そうして消化しきれない感情を抱えたまま、そっと相方の名前を呼んだ。

「妃ひ継つぎ」

　それだけで妃継はすべて察したようにうなずき、踵を返したナイエの代わりに前に出る。

　そうして、ここに──ソフィア・フェルト・祈いのり刃はのプライベートルームに来た、本来の目的を切り出す。

「『第六機関シツクスオルガン』のこんかんにかかわるあなたに、ききたいことがある」

　妃継ではなく、その後ろに下がったナイエを悲しげに見つめ続けていたソフィアは、長く間を空けてからゆっくり首を横に振った。

「ここを突き止めたあなたならわかると思うけれど、私が『第六機関シツクスオルガン』を脱けたのはずいぶん前のことよ。今のこの状況への打開案を求めているのなら、残念ながら力不足だわ」

「そんなことははじめからもとめていない」

　すっぱり言い切って、妃継は続けた。

「しりたいのはもっとたんじゅんなこと。そもそもせかいの変革はどうしてなされたのか。そして──この世界をつくろうとした世せ良ら樹き我が光こうとはどういうにんげんなのか」

　世良樹我光という単語を聞いた瞬間、彼女の瞳ひとみに複雑な感情が入り乱れる。

　そうして一度目を閉じると、ゆっくりと語り出した。

「世良樹我光という人間は、すでにこの世に存在しないわ──」
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『こちらの現在地はソフィア・フェルト・祈刃のプライベートルーム。そちらは？』

　蓮れん也やが視界の端に表示された、妃継から受け取ったメッセージを解読すると、確かにそのようなことが書かれていた。

　ソフィア・フェルト・祈いのり刃は。ユウリとナイエの母であり、世せ良ら樹き我が光こうを最もよく知っている人物。可能であれば直接話してみたいし、それが無理であるのなら妃ひ継つぎのほうから聞いてほしいこともある。そしてそれ以前に、こちらの場所を伝えなければならない。

　だが、蓮れん也やはそのどれをも行うことができなかった。

　なぜなら──

「あらあら、なにか考えごとですの？」

　目の前、ほんの数メートル先に、黒いワンピースを揺らすつづりが立っていたから。

「この世界……フィールドならどこでも追えるみたいね」

　苦々しく呟つぶやいた舞まい花かに、つづりは首を傾かしげて不思議そうに言う。

「自分の体内のことを理解していない人間など存在しないのではなくて？」

　この世界を自らの体内と評した彼女は、少しも大げさだと考えているように見えない。

　それどころか、舞花自身もそのとおりだと思えてきてしまって──

「本当に、そうですか」

　まだ『遍在する炎フアントムペイン』の効果が残っているのか、額に手を当てたユウリが苦しげに言う。

「本当に、あなたはこの世界を──自分の身体からだのことを隅々まで完全に理解しきっていると、断言できるんですか」

　表情と一致しない挑戦的な口調。

「ええ、ええ。いくらでも」

「では、ここはどこですか？」

「世良樹邸──わたくしの部屋ですわ」

　わたくしの部屋というフレーズに、蓮也たちは眉まゆをひそめる。

　確かにここはつい先日侵入した世良樹邸、そして世良樹我光の部屋だ。

　もちろん蓮也たちが侵入したのはＲ１物理現実における世良樹邸で、Ｒ３仮想現実にこれだけ精せい緻ちに再現されているのは驚異以外の何ものでもないが、今はその点は関係ない。

　それよりも、つづりがこの部屋を自分のものだと言ったということは──。

「本当に？」

　意図して浮かべられたユウリの笑み。

　同時に可視化されたウインドウに、この部屋の光景が映し出される。

「これはわたしの知っているこの部屋──現実の世良樹我光の部屋です」

　どうやらその映像はＲ１物理現実の世良樹我光の部屋であるらしい。防犯カメラからであろう視点は確かに若干高い位置にある。

　ゆっくりと動くその映像には蓮也たちがいないだけで、こことなんら変わりない。

　蓮也たちからしても意味のわからないユウリの行動に、つづりはよりいっそう余裕を深めて──不意に凍りつく。

「…………違う」

　ウインドウに見入っていたつづりが虚空に視線を移し、やがてゆっくりと首を横に振る。

「違う……違う……わたくしが設定した世界と違う」

　蓮れん也やと舞まい花かが首を傾かしげる中、ユウリだけが確信を持ってうなずいた。

「ええ、そうです。なぜならここは──あなたの世界は完全などではないんですから」

「……どういうことだ？」

　少なくとも蓮也たちの目には、映像の世せ良ら樹き邸とこの世良樹邸は同じように見える。どうしてつづりだけがそうではないと認識しているのか。

　率直に問いを投げかけた蓮也に、ユウリは小さな声で答える。

「よく見てみてください。あるいは思いだしてください。わたしたちが世良樹我が光こうの部屋に侵入する前と侵入した後で変化した部分があったはずです」

　侵入前後で変化した部分？

「……窓？」

　舞花の呟つぶやきに、ユウリは視線だけで肯定の意を伝える。

　確かに蓮也たちが世良樹我光の部屋に侵入したときは部屋の扉から、そして脱出するときは窓を開き、そこから外へと出た。

　Ｒ１物理現実の世良樹邸ではその後家の人間が出入りしていなかったためか、今もまだ窓は開きっぱなしになっており──今蓮也たちがいるＲ３この場所では閉じられている。

　だがそれがなんだというのか。

　Ｒ１物理現実とＲ３仮想現実で齟そ齬ごが生まれるくらいのことは──とそこまで考えたところで、蓮也の思考に電撃のような閃ひらめきが走る。

「ここはリアルタイムでＲ１物理現実からフィードバックされているわけじゃない……？」

　Ｒ１物理現実そっくりに再現化されたＲ３仮想現実。そのあまりの精せい緻ちさと非現実さに、蓮也たちはここがＲ１物理現実と同じだと思い込んではいなかったか？

　よくよく考えてみれば、精緻なＲ１物理現実のＲ３仮想現実化というのは、ずいぶん前から目にしている。

　たとえば、舞花たちと戦った新入生歓迎会でのエキシビションマッチ。あのときフィールドとして使用した朱しゆ天てん寺じ学がく園えんは、異様に再現度が高かった。

　だが、あの朱天寺学園は現実のそれとは違う。物理現実のそこは常に変化し続けているから。つまり──

「この世界はある一定の時期に創つくられ用意されたもので、少しも完全ではない──言ってみれば多少変わったところのあるただのＲ３仮想現実のフィールドにすぎないということです」

　指摘されてしまえば、至極当然のこと。

　しかし確かに、蓮也たちはある種の幻想を抱かされていたのかもしれない。

　世良樹つづりという、Ｒ１物理現実の世界ではすでにこの世にいないはずの人間が存在していることで、ここが本当に彼女の創った完かん璧ぺきな世界であるなどという幻想を。

「確かに……完全な存在……神なんているわけがない。少なくとも今あたしたちの前にいるのはただの人間──ううん、一プレイヤーよね」

　薙刀なぎなたを構え直した舞花が言い、

「そして一プレイヤーであるのなら──当然倒すこともできる」

　片手剣を一振りした蓮れん也やが、静かに戦闘態勢へと移行して。

　その変化は、唐突に起こった。

「違う違う違う違うちがちがちがちががががが」

　つづりだった少女が、突然壊れた機械のように不可解な音声を垂れ流し、そのビジュアルをラグらせはじめたのだ。

　自らの身体からだを掻かきむしり、顔を押さえ、苦しげに呻うめき、地に伏せ、激しくもがく。

　蓮也たちの目の前で徐々に大きくなっていったそれは、不意に一つの形に安定した。

　ゆっくりと立ち上がった青年──彼は、顔を覆っていた手を最後にどかして。

「どうやら……まだ私は存在を許されていたらしい」

　彼──世せ良ら樹き我が光こうは、そう言って皮肉っぽく表情をゆるめた。
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「世良樹我光という人間は、すでにこの世に存在しないわ」

　実の母親に先ほど目にしたばかりの父親がすでに存在していないと言われて、ナイエは率直な感想を口にする。

「……いたけど？」

　黒羽が入院していた病院で、世良樹我光──《終焉の黒ブラツクステイシス》は蓮也たちに襲いかかった。

　ブレードリンクＯＢＭアウトブレイクモードという形で、多少の不可解な現象はあったが、あれが世良樹我光でなければなんだというのか。

　だが、ソフィアはゆっくりと首を横に振ると、静かに告げる。

「あれは肉体が彼のものだったというだけで、世良樹我光の意識──より正確に言えば人格パーソナリテイではないわ。今あの肉体の主導権を握っているのは」

「世良樹つづり。それはしっている」

　妃ひ継つぎが途中で口を挟む。

「それでも、世良樹我光がそんざいしないというのはなっとくがいかない。じじつとしてわたしたちはなんどかそのじんかくが顕在化するのをめにしている」

　世良樹我光は明らかにおかしかった。彼の能力が他者の人格──いやその力ごと呑のみ込むのだとしても、それらの力をコントロールしている主人格が彼ではないことは明らかだ。

　それでも世良樹つづりが完全に操れているかと言えば、そうも見えなかった。

　そこには妃継たちの知らない、決定的なピースが欠けている。

「ナイエは、今さらパパがどうだろうとあんまり興味ないけど……それでもママにはきちんと説明してほしい。あれはどういうことなのか。ママがどう関かかわっているのか」

　真剣な眼まな差ざしを向けてくるナイエに、ソフィアはちらりと他ほかの娘たちを見回すようにしてから、なにかに区切りをつけるように深く深く息を吐き出す。

「少し……長い話になるわ」

　それは、ＱＤクオリアデバイスとブレードリンクにまつわる話。

　ソフィア・フェルト・祈いのり刃はが今よりもずっと機械的だった頃ころの話──。

「ＱＤクオリアデバイスが一般に実用化される前に、人の多次元認識を可能にするブレードというツールが偶然開発されたとき。その開発室で指揮を執る立場にいた世せ良ら樹き我が光こうという人間は、極々自然に現人類の革新的進化──世界の変革を考えたの」

　はじめは医療目的での使用を主眼としていたはずのＱＤクオリアデバイス。そのＯＳ、言ってみれば一ツールでしかなかったはずのブレードに人の新たな可能性を開拓する機能があるという事実を受けて、世良樹我光という人間は迅速かつ正確に行動した。

　ブレードの詳細な機能解明と同時に、机上でのみ存在しうる新人類──《ＮＥＸＴ》という存在を想定し、今の人類が今の人類である限り決して解決されない種々の根源的問題を解決するためのピースとしてその《ＮＥＸＴ》を主眼に据える。

「ぜんじんるいの《ＮＥＸＴ》化計画──《世界変革計画プロジエクトシフト》」

　妃ひ継つぎの確認とも言えない呟つぶやきに、ソフィアはうなずこうとして、困ったように笑う。

「そう言ってもいいのだけれど、当時の彼が考えた計画はずいぶんと粗雑なものだったわ」

「そざつ……？」

「ええ。見た目は繊細そうなのに、その実誰だれよりも骨太で荒唐無む稽けいなことを言い張って頑として譲らない。どう考えても面倒な人間なのに、周りからはすごく好かれて。態度と裏腹に妙に人なつっこかったり、子供っぽかったりしたせいかしらね」

「……ナイエみたいなにんげん？」

「──ああ、まさにそうだわ」

　ぽんと手を打ちそうな勢いで納得するソフィアに、俎そ上じようにあげられたナイエは嫌そうな、けれどまんざらでもなさそうな、複雑な表情を浮かべ、早口に言う。

「……それで？　その無茶苦茶なパパの計画をどうやって進めたの」

　ぶっきらぼうなナイエの言い草に、くすりと笑ったソフィアはすぐにその笑みを寂しげなものに変える。

「あの人は確かに無茶苦茶だったけれど、その一方ですごく人を惹ひきつけた。自分と同じような無茶苦茶な人間をね」

　そうして世良樹我光の下に集ったのは、極めて優秀な人間ばかりだった。

　それは最先端の技術であったＱＤクオリアデバイス、ブレードの開発に携われるという環境によるものだったかもしれないし、ひたすら彼自身の秘めるカリスマ性に惹かれたのかもしれない。

　当初それぞれの思惑で集ったはずのスペシャリストたちはしかし、徐々に我光自身の思想に寄り添っていくようになり、やがて『第六機関シツクスオルガン』という一つの集団を創つくり上げた。

「……はじめは、本当に純粋で、美しい願いだけが行動理念だった。ＱＤクオリアデバイスが世界に普及し、ブレード──ブレードリンクというシステムが、人類を新たな段階へ誘う。それは不可避の現実だったし、自然の流れでもあった。けれどその過程に大きな問題が存在した」

　過程に存在した大きな問題。それは《ＮＥＸＴ》という新たな人類への進化、世界の変化にあたっての過渡的な人工媒体の作製という形で噴出した。

「《ＮＥＸＴ》という新人類へ移行するにあたって、あらかじめ予想される問題点を洗い出し、その対策を講じるにあたって必要不可欠な存在《礎の子供たち》。けれどそれは……媒体という性質上、言うなれば……」

「実験体」

　ナイエの言葉に、言いよどんでいたソフィアは苦しげにうなずく。

　そうして、再び心配そうに囲む娘たちを見回すと、悔かい悛しゆんの表情を浮かべながら続けた。

「《礎の子供たち》と呼ばれた彼女たちは、やがて人工的な《ＮＥＸＴ》──《ＡＥＸＴ》という形で現実に具象化される。その計画の主導者だったのが、当時『第六機関シツクスオルガン』の研究開発室長の立場にあった──私よ」

　ソフィア・フェルト・祈いのり刃はという人間は元来、たった一つの真実へと至る道筋、自らの研究の成就にしか興味がなかった。

　およそ人らしい感情や情緒、人の世で生きる以上意識しなければならない道徳倫理、それらを感じ取る受容器が馬ば鹿かになっていたのだ。

　この不ふ明めい瞭りような世界でこれだけは唯一確かだと断言できる真実を求め、そのための手段として自らの研究が正しいと主観的に証明し続けていた。

　だから絶対不可避の世界変革《ＮＥＸＴ》への進化に《礎の子供たち》──《ＡＥＸＴ》という使い捨ての実験体が複数必要だとわかるやいなや、なんの迷いもなく自らの遺伝子を利用したデザイナーベビーという最も効率のいい方法で子供を用意しようとした。

「馬鹿だったのね」

　過去の自分をそう吐き捨てるように断じた彼女は、静かに続ける。

「周囲からの反対はもちろんあったわ。けれど、当時の私にはそれだけが正しいという考えしかなかった。あらゆる諫かん言げんが理解できなかったし、理解する気もなかった。そうして半ば独断で計画を実行しようとした私に声をかけたのが、世せ良ら樹き我が光こうだった」

　研究者、ソフィア・フェルト・祈刃はその制止を心外に思った。

　世良樹我光は同志であったし、そもそもソフィアの研究自体が彼の計画の一環でもある。奨励されこそすれ、止められるいわれなどどこにもない。

　そう面と向かって言いもしたソフィアに、我光は予想だにしない答えを返してきた。

　──君の研究を止めるつもりはない。ただよりよい別の方法も提供したいだけだ。

　その方法というのは、《礎の子供たち》を一から創つくり出だすのではなく、すでに存在する素体を基に変革を施すというもの。《ＡＥＸＴ》の作製ではなく、《ＡＥＸＴ》への変革。

　もちろん、いずれ多数の《ＡＥＸＴ》が必要になる。したがって、デザイナーベビー計画自体は行わなければならない。

　それとは別に一定の人間に《ＡＥＸＴ》への変革を施す並行実験。

「リスクの軽減と効率という面でそれは必ひつ須すとまではいかないけれど、なにより多様性の試行として明白に有効な手段だった。そしてそれだけわかれば私たちには十分だったわ。ようするに──私も馬ば鹿かだったけれど、彼もまた同じだけ馬鹿だったのよ……」

　世せ良ら樹き我が光こうも目的のためには他ほかのすべてを犠牲にできる人間だったのだ。

　共感者を得た彼は、《ＡＥＸＴ》変革実験に自らの娘を使うことにした。

　ソフィアはそれを止めなかった。それどころか、自らのデザイナーベビー計画に世良樹我光を協力させさえした。

　そうして訪れた、運命の日。

「実験のリスクは極小、ほぼ存在しないと予測されていたわ。だからこそ、彼も実の娘を使うことにためらいがなかったのね……。けれど──」

《ＡＥＸＴ》変革実験は失敗に終わった。世良樹つづりは、あっさりと死んだ。

　理由についての考察は今となってはどうでもいい。

　どうでもよくないのは、その後のあらゆる歯車が狂ったということ。

　禁断の実験と最悪の結果が明らかになるにあたって、二つの決定的な動きが起きた。

　一つは『第六機関シツクスオルガン』のメンバーが彼女──世良樹つづりの犠牲をもって世界の変革が絶対に成し遂げられなければならない、彼ら自身の背負う十字架のようなものになったこと。

　そしてもう一つは。

「あの瞬間から、あの人……世良樹我光にとっての最優先事項は、世界変革ではなく失われた娘を取り戻すことに変わった」

「なに、それ……」

　ナイエの呟つぶやきに、ソフィアは沈痛な面持ちを浮かべる。

「……言葉や概念だけでならいくらでも理解していたのでしょうけど、本当の意味で彼はわかっていなかったのね。娘の命を失うというのがどういうことなのか。そして──それは私も同じだった」

　自らが原因で娘を失った我光は、文字通り我を忘れ、なりふり構わず様々な手段を試みた。科学的方法、宗教的アプローチ、蘇そ生せい、反魂。

　その姿を誰だれよりも近くで見ていたソフィアは、自らの実験結果、デザイナーベビーとして作られたユウリと、様々な条件を付加したそのクローンたちを目にした瞬間、それまで知らずにため込んでいた、途方もない感情の奔流に襲われた。

　その感情の名は。

「恐怖……だったわ」

　研究者ソフィア・フェルト・祈いのり刃はは、同じく研究者だった世良樹我光の挫ざ折せつを目の当たりにし、見せつけられ、植え付けられていたのだ。

　前だけを見続けられなくなったとき、自分が独りのただの人間であると気づいてしまったとき。心の底からわき上がる衝動に、情動に、振り回されるしかないということを。

　ソフィアにとってそれは、自らの、自らと世良樹我光との血を引いた子供たちを見た瞬間にどうしようもなく顕在化した。

「私は……利用し、使い捨てるためだけに創つくり上げたはずの子供たちを前にして、彼女たちを残らず愛いとしいと想おもう自分に気づいて、どうしようもなく恐怖した。この子たちを失ったときのことを。失ったときに、自分がどうなってしまうのかを想像して、気が狂いそうになるほど恐ろしかった──！」

　当時を思い出してか、声を跳ね上げたソフィアは、不意にトーンを下げて。

「…………馬ば鹿か、よね……本当に馬鹿」

　自じ嘲ちようする言葉。泣きそうになるその表情に、子供たちがそっと寄り添い、手を握る。

　自分勝手で馬鹿な母親。

　その母がエゴで創り出した子供たちは、自らの出生のすべてを知ってなお、母を想う。

　それは傍から見ればどうしようもなく美しく──だからこそ歪いびつだった。

「…………気持ち悪い」

　ナイエの率直な呟つぶやきは、子供たちの表情を険しくさせ、母親の表情を和らげさせる。

「結局ママの言ってることって、全部自分の都合だけだよね？　自分の都合で子供を創って、自分の都合で勝手に怖がって、自分の都合で子供を護まもろうとして──」

「しょうじきナイエそっくり」

　ぼそっと、妃ひ継つぎが遮るように言う。

「な……っ、は、はぁー？　ちょっと待って妃継、それだけはないってゆーか！」

「それはそうと」

　ムキになって言いつのろうとしたナイエをさらっと流して、妃継はソフィアを見る。

「世せ良ら樹き我が光こうのほうはどうなったの」

　ソフィア・フェルト・祈いのり刃はは、絶望に落ちた近しい人を目の当たりにして、心を折った。あるいは正常に戻り、すでに異常へと大きく舵かじを切ってしまった『第六機関シツクスオルガン』から脱けた。

　それは理解した。理解したが。

　絶望に落ちた張本人はいかなる運命へと歩みを進めたのか──。

「……そう、ね」

　まっすぐ向けられた妃継の眼まな差ざしに、ソフィアは明らかに言いにくそうにした。

　けれど、それを語らないことは彼女にとってなにか重大なものに対する裏切りであるかのように、決意を込めて口を開く。

「結論から言ってしまえば、肉体はそのままに人格だけを失うことになったわ。……私の手によって」

　厳かな口調。少しだけ寂しそうに、ソフィアは語る。

『第六機関シツクスオルガン』を脱けようとしたソフィアを、組織の人間は決して許そうとしなかった。

　世良樹つづりの死で、決して退くことができない、どころかどんな手を使ってでも進み続けなければならなくなった彼らからすれば、ソフィアの頭脳と彼女の持つ機密情報、なにより《ＡＥＸＴ》ユウリとそのクローンたちを手放すなどありえないこと。

　そのときのソフィアは他ほかのどんなものを失っても、子供たちだけは護りたかった。だが、状況はまさにその子供たちが原因で進まなくなっている。

　窮まったソフィアの下に現れたのは──またしても世せ良ら樹き我が光こうだった。

　すでに心身が限界に達しているように見えた我光は、異様に強い眼光を向けて言った。

　──私の力で君を『第六機関シツクスオルガン』から脱けさせよう。

　ただし。

「どんなものを犠牲にしてもいい、つづりを取り戻させてくれ──そう、彼は言ったわ」

　すでに感情も枯れ果てた我光の言葉は、この上なくソフィアの胸を打った。

　なにより、彼女には護らなければならないものがある。

　二つの条件が、ソフィアという研究者の、真実に至らんとする火を燃え上がらせた。

　すべてを顧みず『世良樹つづりを取り戻す』ことのみに集中した研究はやがて実を結ぶ。

「それはリスクを度外視した、まさに『どんなものを犠牲にしてもいい』ということを前提とした方法で、理論を提唱した私自身がためらうものでしかなかったけれど」

　我光はなんのためらいもなくその方法──世良樹我光という肉体に世良樹つづりの人格を再構成サルベージするという離れ業を実行した。

「そんなことが、かのうなの？」

　訝しむ妃ひ継つぎに、ソフィアは機械的にうなずいてみせる。

「そもそも世良樹つづりの《ＡＥＸＴ》変革計画が失敗した原因は、《ＮＥＸＴ》となった人間が見る世界、《共想現実Intermediate Layer》での自我喪失にあったわ。《共想現実》が構成されるＲ２拡張現実には意味消失した世良樹つづりの人格断片が残留したままだったの」

「じんかくだんぺん……」

「たとえばＲ１物理現実でも場の空気という概念が太古の昔から存在する。認識が世界に干渉することは二〇世紀にはもう科学的に証明されていたことだわ。データ上の人格は現実のそれとほとんど差異がない。あとはそのデータとしての人格を書き込むことさえできればいい」

「書き込む……上書きオーバーライト？」

　ナイエの呟つぶやきに、ソフィアの表情が再び曇る。

「まさか──おねーちゃんを使ったの？」

「……《ＡＥＸＴ》変革実験の失敗が結果的に《ＡＥＸＴ》の成功作を創つくり出だしたのは、皮肉としか言いようがなかったわ」

「──」

「ナイエ」

　憤怒の表情でとっさに動きかけたナイエを、先んじて妃継が声で押しとどめる。

「まだ、はなしは終わっていない」

　妃継の声には、先ほどとは違う、明確な硬さがあった。

　不快感、嫌悪感、苛いら立だち──彼女にしては珍しい感情の発露に、ナイエは動きを止める。

　ナイエと妃継から向けられる鋭い視線を受けて、ソフィアはどんな非難でも受け入れるとでも言いたげにただ神妙に頭を垂れていて。

「……続けてよ」

　意図的に感情を抑えたナイエの声に、ゆっくりと顔をあげた。

「……世せ良ら樹きつづりの再構成実験は、表向き成功したように見えたわ」

　世良樹我が光こうの人格を維持したまま、世良樹つづりの人格も同居させる。肉体は我光のものだったが、たとえばＲ３仮想現実の空間ではつづりはつづりとして顕現することもできた。

　そうして世良樹我光は世界よりも大事な娘を取り戻し、一連の教訓からまともな理性と判断力というかけがえのない成果を得た──。

　それらを確認して『第六機関シツクスオルガン』を去ったソフィアはしかし、奇妙な情報を耳にする。

　いっときは情熱を失ったはずの《世界変革計画プロジエクトシフト》。その遂行に、世良樹我光が再び自ら指揮を執りはじめたというのだ。

　それも、以前とは違う、世良樹つづりを失ったとき以上の熱意で。

「その事実を確認して、私は心から嘘うそであってほしいと祈ったわ。それが本当であるのなら、明白な一つの事実を示していたから」

　世良樹我光が《世界変革計画プロジエクトシフト》に再び取り組むだけなら百歩譲ってありえたとしよう。

　けれど、世良樹つづりを失ったとき以上の熱意でというのはありえない。すでにそんな熱情を抱く余地はどこにもないのだ。

　なぜなら、彼は普通になってしまったのだから。

　自らの子をなによりも大事とする、世界中にごまんといる当たり前の親。

　それが世良樹我光を取り巻く物語の終着点エピローグだった。

　であれば、『それ』は彼ではない。彼でないのなら誰だれなのか──？

　答えは一つしかなかった。

「世良樹つづりの人格再構成は失敗していた。人格上書きオーバーライトの結果が示したのは、世良樹我光の断片を残した世良樹つづりの出来損ないだったの」

《ＡＥＸＴ》変革実験で肉体を失い、Ｒ２拡張現実の虚無を漂ったつづりは、すでにソフィアたちが規定できる存在ではなくなっていた。

　彼女がなぜ世良樹我光の投げ出した世界の変革をなそうとしたのか。

　我光の断片がそうさせたのか、あるいは彼女自身が意志を持ってそうしたいと思ったのか、ソフィアにはわからない。

　ソフィアに限らず、誰にもわからないかもしれない。ひょっとしたら彼女自身にも。

　世良樹つづりとはそういう、まったく何者にも規定されない存在となってしまったのだ。

　確定的に言えるのは、規定できない存在を、旧人類であるソフィアたちがコントロールすることなど到底できるわけがないということだけ。

「──もしも」

　ソフィアの作った長い沈黙を破って、妃ひ継つぎが言う。

「もしもその『出来損ない』が、できそこなっていなかったとしたら？」

　その指摘は、ソフィア自身も考えたことがあったのかもしれない。

　確信を滲にじませて、ソフィアは口を開いた。

「そんなことがもし起きていたとしたら、その存在は──《ＮＥＸＴ》と呼ぶしかないわ」

　確かな実験によって消失し、不確かな実験によって再構成された存在。

　結果的に発生した人工ではなく天然の新人類──。

《ＮＥＸＴ》が拡張現実や仮想現実で絶対の力を持つというのはそもそもの出発点だ。

　つまり。

「いまの世せ良ら樹き我が光こうは世良樹つづりで、世良樹つづりがかくさくした《世界変革計画プロジエクトシフト》はじっこうされた……やはりこのせかいは、世良樹つづりによってつくられたということ」

　妃継の神妙な呟つぶやきをソフィアは否定しなかった。

　かつて世良樹我光が画策し、『第六機関シツクスオルガン』が引き継いだあとで世良樹我光の肉体を乗っ取った世良樹つづりによってなされた《世界変革計画プロジエクトシフト》。

　世界は、明確に変えられてしまった。

　一人の新人類となった少女によって。

「よーするに、止められないってこと？」

　ナイエが投げやりに言って、ソフィアの周りで不安そうにしている少女たちを見る。

「たった一人の《ＮＥＸＴ》にあっさり世界を変えられる……それっぽい『出来損ない』はこんなにいるのに、全然役に立たないなんてねー」

　とげとげしい言葉。そこに交じった自虐を感じとって、妃ひ継つぎは開きかけた口を閉じる。

　ナイエの言った『出来損ない』の中にはナイエ自身も入っているのだろう。

　そしてそれはある意味で妃継も同じだった。情報を統合した限りでは、妃継の持つ多少中身が弄れるハツキングする程度の力ではとても太刀打ちできそうにない。

　完全な、手詰まり──。

「そんなことはないわ」

　ソフィアは静かに、確信を込めて言った。

「この子たちにも、あらゆる状況を変えるための力がある。その力を使ってほしくないという私のわがままで使えないだけ。もちろん……ナイエ、あなたも含まれているわ。例外はただ一人──ユウリだけ」

「おねーちゃんだけ……？」

　こくりとうなずいた母親は、ぐっと唇を噛かみしめて。

「あの子には世界の希望になる力があるの」
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「どうやら……まだ私は存在を許されていたらしい」

　自嘲するようにそう呟つぶやいた世良樹我光に、蓮れん也やは警戒を解かないまま口を開く。

「今にも消えそうだとでも言いたげだな」

　そんな挑発するような言葉に、我が光こうは目を閉じる。

「それは違う。もう私は消えている。矛盾しているようだが、今のこの私は単なる私の残滓データだ。そう長く顕在化していられるものではないだろう」

「残、滓……？」

　ユウリの呟きに、我光はうなずいて。

「Ｒ１物理現実の私はすでに私ではない。私のように話すことがあっても、私自身ではない。私の器肉体に入った娘つづりが私であるかのように話しているだけだ」

　あっさりと、究極の自己否定をしてみせる。そうして機械的に、結末の決まった劇の脚本を読み上げるかのように、なんの感情も込めず、事実を語った。

　世せ良ら樹き我光という人間は、とっくに消えていること。

　ここに現れているそれは、世良樹我光というデータの破片でしかなく、そこにあった《世界変革計画プロジエクトシフト》という意志を、世良樹つづりが引き継いでしまっていること。

　その世良樹つづりは一度死に、再構成された《ＮＥＸＴ》であること──。

「世良樹つづりも《ＮＥＸＴ》……!?」

　舞まい花かの声に、我光は表情を変えずにうなずく。

「今の私につづりを止める術すべはない。いや、正確には止める必要性を感じてもいない。私にとって大事なのは世界よりも近しい人間だからだ」

「……は？」

「喪うしなって、私ははじめてそのことに気づいた。天てん秤びんは最初から明確に傾いていたのだ。私がただ気づいていなかっただけで」

「なにを……言っているんですか」

　言葉が届いていないかのように。

　あるいは、聞く必要がないと思っているかのように、我光は続ける。

「私には止められない。止める必要性すら感じられない。だが」

　そこではじめて視線をユウリに向けた彼は、ゆっくりと言った。

「私が同じく大事に思っている、別の近しい人間は、そうではないかもしれない」

　迂う遠えんな言い回し。感情のわかりづらい口調。

「だから、私は──私と私の協力者だった彼女は、娘を、つづりを止めるための方法を密かに準備した。別の近しい人間──私の子供たちが自分たちの意志で止められる手段を」

　世良樹つづりという《ＮＥＸＴ》を止めるための方法。

　変革させられた世界への唯一の対抗手段──。

「《世界変革計画プロジエクトシフト》はどんな形であれ成されるもの。そう前提した上で、書き換えられた世界を再び上書きオーバーライトする存在。それが──ユウリ、お前だ」

「わたし、が……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたユウリに、我光はかすかにうなずく。

「お前は、お前の力は決して世界の変革のために与えられたものではない。むしろ、その逆。私たちがしたのは、元々お前自身が持っていた力に、変革された世界を取り戻すための手段を忍ばせただけだ」

「手段……」

「そうだ。そしてそれは──」

　不意に止まる口元。




「──なにを言っているのかしらお父さま」




　三日月を描く唇。

　邪悪に笑んだのは、世せ良ら樹き我が光こう──世良樹つづり。

　驚くほどあっさりと。

　その姿はブレはじめ、青年の見た目から少女のそれへと──変わっていく。

「待──」

「待ちませんわ」

　手を伸ばしたユウリの言葉をつづりが強引に遮り、大きく手を広げる。

「あらあらあらあら、あらあらあらあら。お父さま、お父さまったら」

　ひどく耳障りな音。

　ノイズの交じった甲高い声が、むなしく空を掴つかんだユウリを嘲あざ笑わらう。

「せっかく残して差し上げていたのに、たかだか残ざん滓しと無視していたのに。そんなことをされてしまったら、そんな愉快で不愉快な行動をとられてしまったら──お相手せざるをえないじゃないですの！」

　なにが楽しいのかやたらとテンション高く言うつづりに、ユウリが震える声で尋ねる。

「世良樹我光を……父を、消したんですか」

「あら？　あなたにとっても邪魔なものではなかったかしら？」

「答えてください」

　表向き冷静に問うユウリを見て、つづりは浮かべていた微笑を酷薄なものに変えた。

「ええ、ええ。きれいさっぱり消しましたわ。自分勝手に自分勝手なことをしゃべる……自分に都合のいいように自分に都合のいいことをしゃべる不愉快な存在を。親というものは得てしてそういうものなのかもしれないけれど、だからこそうっとうしいでしょう？」

　うっとうしい。ただそれだけの言葉で片付けようとした姉に。

「──」

　ユウリは発作的に動いた。自分でも言語化するのが難しい感情に突き動かされ、何の作為も策略もなく、ブレードすら可視化せずに、単独でつづりに飛びかかる。

　対するつづりも笑みを顔に貼はり付け、徒手のまま微動だにしない。

　世良樹我光の娘たちによる殴り合いは──しかし実際に起こることはなかった。

　つづりの背後から突如として現れたかたるが、カウンターの形で和槍を突き出し、完全に槍やりが突き刺さるタイミングで飛び込んでいたユウリは、真横から乱入していた蓮れん也やにかっさらわれる。

　強制的に距離を取らされたユウリは、助けてくれた蓮也にではなく、邪魔をしたかたるに、他ほかならぬ世せ良ら樹きかたるが邪魔をしたという事実に、声を張り上げた。

「なぜあなたが彼女をかばうんですか!?　父親を消した人間を──!!」

「俺から姉さんを奪ったのはその父親だ!!」

　返される怒声。そこに込められた感情が揺らぐのを感じ取って、ユウリは続けようとした言葉を躊ちゆう躇ちよする。自ら狐きつね面を剥はぎ、苦悩の表情を晒さらすかたるは、明らかに戸惑っていた。

　ユウリと同じように、自分で自分の感情をコントロールできていないのかもしれない。

「俺にとって、姉さんを喪うしなったことは、悲しみ以外のなにものでもなかった……！　だが、真実を知って、親父おやじが姉さんの命を奪ったのだとわかって……俺は、俺はどうすればよかった……どうすればよかったんだ……っ」

　顔をうつむかせ、すでに誰だれに話すでもなく、ただただ心情を吐露するかたるの背を、つづりがそっと抱きしめる。

「かたる……かたる。大丈夫ですわ」

　慈愛に満ちた声。優しく、甘いささやき。

「あなたはなにも心配しなくていいんですの。さあ、わたくしにすべてゆだねて」

「姉、さん……」

　顔を上げたかたるに、つづりは。

「わたくしと一緒になればなにも気にしなくてよくなるのだから」

　にたりと歪いびつに笑って。

　つづりの触れた手の平に、かたるの和槍が吸い込まれていった。

　ただ吸収されたのではない。

　その様子は、まるでつづりがかたるを食したかのようで。

「──」

　糸の切れた人形のように倒れたかたるは。

「立ちなさい」

　つづりのその言葉で、あっさりと立ち上がる。

　まっすぐこちらを見るその瞳ひとみには、なんの色もついていない。

　怒りも戸惑いも悲しみも──きれいさっぱり消えていた。

「…………兄、さん？」

　ユウリの声にも反応しない。

「ほら、これで気にしなくてよくなった」

　呟つぶやいたつづりは、床に落ちていた狐面を拾い上げ、背伸びしてかたるの顔に被かぶせた。

　そうして一歩離れ、微動だにしないかたるを見て満足そうに両手を打ち合わす。

「ああ、ああ、そうですわ……はじめからこうしてしまえばよかった」

「…………狂ってる」

　舞まい花かが声を絞り出し、つづりはくるりと回ってこちらに向き直る。

「ええ、ええ、その通り」

　両手を広げた彼女の周囲に現れる、見覚えのある十数人のプレイヤーたち。

　彼らの中には当然のように《青天の右翼ロワゾ・ブリユー》《鮮血の白百合ブラツデイリリイ》《迅雷の戦逆鬼ローエングリン》などの《刻印者ナンバーズ》も含まれていて。

　その誰だれもが瞳ひとみに意志の力を宿しておらず、こちらを向いているのにこちらを見ていない。

　操り人形と化した彼らの列にかたるも加わり、いっせいにブレードを可視化する。

「わたくしが狂っているのなら、あなたたちも狂えばいい。遠慮することはありませんわ──ここはわたくしの世界なのだから」

　昂ぶる声と共に、操り人形たちがいっせいに動く。

　反射的にブレードを構えたユウリと舞花を尻目に。

　蓮れん也やは一人腕を組んだままだった。

「──」

　その様子に気づいたユウリがなにか言う前に、蓮也はふっと息を抜いて、

「……だ、そうだ」

　呟いたと同時。




「──《狂えるオルランドOrlando Furioso》」




　突如碧あおい閃せん光こうが天を衝ついた。

　閃光──碧いエフェクトを全身にまとった『彼女』は、まるで未来を視るかのように《刻印者ナンバーズ》たちの動きを読み切り、一人一人的確に斬きり伏ふせ、打ち倒していく。

　そうして最後の一人を斬り飛ばしたあとで。

「──すみません」

　小さく謝罪の言葉を呟いた『彼女』は、輝く剣身を閃ひらめかせ、蓮也たちの前に立つ。

　操られていたとは言え、《刻印者ナンバーズ》も含んだ相応のプレイヤーたちをたった一人で倒し尽くしたその少女は。

「セリア・ダルク……？」

　ユウリが漏らした声に、軽装に身を包んだ《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》はかすかに首だけを動かし、こちらに背を向けたまままっすぐ細剣《デュランダル》の剣先をつづりへと向けた。

「ここまでです──《終焉の黒ブラツクステイシス》……いえ、世せ良ら樹きつづり」

　淡々と口にされた硬い声。

「あらあら、あなたは『第六機関シツクスオルガン』の人間じゃなくて？　世界の変革は必然──その理想があるからこそ、あなたはこちら側に立ったのでしょう？」

　小首を傾かしげ、あくまで笑顔を崩さないつづりに。

「その理想があるからこそ、あなたの所業は許せないと言っているんです！」

　強い口調で言い切ったセリアが、視線でなにやら操作し、動画ファイルを再生する。

　その映像は一定の──蓮れん也やの視点から、つづりとのやりとりを余すことなく収めていた。

「先輩……？　いつの間に……」

「セリアと対たい峙じしたときに……なるほどね……」

　驚くユウリと腑ふに落ちたような表情を浮かべる舞まい花かに、蓮也は特になんの表情も浮かべず、前を見続ける。

　蓮也たちの目前で、セリア・ダルクは肩を震わせていた。

「すべて……すべて了解しました」

『第六機関シツクスオルガン』の目指すそれと世せ良ら樹き我が光こう＝つづりの画策したものがズレていたこと。

　否、それはズレていたなどという生やさしい言葉では片付けられない。

『第六機関シツクスオルガン』は、その理想に殉じようとしたセリアは、明白に利用されていたのだ──。

「新たな世界のために私自身が犠牲になる、そのことはなんら問題ありません。『第六機関シツクスオルガン』の掲げる計画にはそれだけの理想がありました。ですが、あなたが口にした、現実に実行したこの世界は違う……こんなものは決して人々に望まれるような世界ではない！」

　世良樹つづりの狂った世界を喜ぶのは世良樹つづり以外いない。

　そして、必然的に訪れる人類の新たな形とその新人類たちによって作られるはずの、『第六機関シツクスオルガン』が掲げていた世界は決して訪れることがない。

　人類の新たな形という理想。その理想を与えてくれた、セリア・ダルクにとって神のような存在だった『第六機関シツクスオルガン』の代表世良樹我光。

　世良樹我光など存在しない。存在するのは世良樹つづりという狂った《ＮＥＸＴ》だけ。

　セリアが仕えていたのは偽りの神だった──！

　思いの丈をぶつけられたつづりは、そのすべてを正面から受け止めた上で。

「それで？」

　嗤わらう。

「なにか勘違いしているようだけれど、『第六機関シツクスオルガン』の目的は、はじめから、わたくしのために存在したのよ？　そこにあなたが勝手に理想を重ね、殉じようとしただけ」

　指先を回し、おどけた仕草を見せるつづりに、セリアはぐっと奥歯を噛かみしめる。

「……あなたの言い分はわかりました。その内容を是とするかは──彼らに委ゆだねましょう」

　瞬間、セリアの前にもう一つウインドウが開く。そこには、現在のこの状況がセリアの視点を通して外部に配信されていることを示す表記があった。

「なるほど、オープンチャンネルで外に流したのか」

　一人蓮也が意味深な笑みを浮かべ、セリアはそんな蓮也を見てうなずく。

「《不敗の王剣クラウン》……あなたが私に使った方法をそのまま利用させていただきました。先ほどの映像と合わせて、まだこの世界の外にいる『第六機関シツクスオルガン』のメンバーに送りました」

　──この世界は完全じゃない。

　それは先刻ユウリが指摘したような意味で、疑いようのない事実だ。

　真に完かん璧ぺきな世界であれば自動的に外の情報を収集し、常にＲ１物理現実そっくりにすることぐらいどうということもないだろう。

　それができていないということは、この世界は自動生成されておらず、仮に自動生成されていたとしても外側からのメンテナンスを必要とした不完全な形をしている。

　外側に人間がいる時点で、その世界は完璧にはなりえない。

　そしてその完璧になりえない要因は、この世界を決定的に崩しうる。

「たとえあなた自身の不幸な過去を考慮したとしても──私は彼らが気まぐれで自分勝手なあなたの世界を善よしとするとは思えません」

　静かに言ったセリアに、つづりは表情を消した。

　そうしてつまらなそうに、倒れたままの人形プレイヤーたちを見回して言う。

「……ああ、ああ。残念ですわ。わたくしの素晴らしい世界、誰だれもがわたくしの思い通りになる世界……夢、理想……すべてかなわないのですね」

　細い肩を落とし、心から残念そうに呟つぶやいたつづりは。

「──なんて、言うとでも思って？」

　次の瞬間、蓮れん也やたちの前に唐突に数十の人間が現れる。

　年齢性別にはさして偏りはなく、共通しているのは大部分が白衣を着ているのと、驚いた表情を浮かべていることのみ。

「…………まさか！」

　いち早く気づいた蓮也が声を上げ、ほぼ同時にセリアがそれ以上の驚きよう愕がくを込めて言う。

「な──なぜ彼らがここに……!?」

　セリアが口にした彼ら。それこそが、セリアのつないでいた『第六機関シツクスオルガン』の人間であることなど、尋ねるまでもなく明白で。

「外にいる人間までは取り込めないだなんて、言った覚えはなくてよ？」

　つづりのその言葉が合図だったかのように、蓮也たち以外のすべての人間がブレードを可視化させられる。つづりが右手を軽く掲げると、ブレード自体が意志を持ったかのようにその手に集まっていき、そのまま右手に溶け込んでいった。

　かたるのときと同じような、捕食を連想させる気味の悪い現象。

　バタバタと倒れていく『第六機関シツクスオルガン』の人間たちを睥へい睨げいし、世界の主は言う。

「拡張現実への素養もない、机上の空論だけをひたすら取り扱うだけの存在を、どうしてわたくしが掌握していないなどと思えたのかしら」

　そうして酷薄な眼まな差ざしを上に向け、誰に言うでもなく独り言のように呟いた。

「いつだってこの世界を完全にすることはできたんですのよ。けれど、けれど、はじめから完全であることになんの意味があるというの？」

　この世界の支配者はつづりで、詰まるところ彼女が神だ。神は争いを望まない。望むのは自らの享楽と、その享楽を阻害しない限りでの平穏な人々の暮らし。その望みはさして人々のそれと乖かい離りしていると思えない。──少なくともつづり自身はそう思っていた。

　それなのに。

　かたるは最後まで苦悩し続け、彼らはあくまでこの世界を否定しようとする。

　それに──ユウリを一いち瞥べつしたつづりは、ゆっくりと笑みを作り上げて。

「ああ、ああ……もういい、もういいですわ。あなたたちが、あなたたちすべての人間が、あくまで神わたくしに逆らうと言うのなら──」

　表情が、消える。

「全部、わたくしの中に取り込んで差し上げましょう」

　両手を高く上げたつづりに、周囲の空気が一変する。感覚的にではなく、目に見える風景にひび割れのようなラグが走り、世界全体が鳴動するように揺らいだ。

　全身を引きちぎられる感覚と、抵抗しようとすればするほど引き寄せられていく矛盾。

　本人の意志と関係なく、足がつづりのほうへと歩を進めようとして。

「く──先、輩……！」

　ユウリの伸ばした鞭ウイツプ型ブレードが、その歩みを止めるような形で蓮れん也やと舞まい花かの足に巻き付く。そのまま光を放った《ナインライブズ》は、《虚構書記オーバーライト》によって蓮也たちに『つづりへ近づいてはならない』という意志の上書きをする。

「……う……助かったわ、ユウリ」

　薙刀なぎなたを地面に突き刺し、その場で膝ひざを突くような格好でとどまった舞花は、何気なく空を見上げて目を見開いた。

「なに……あれ」

　どこからともなく集まってきた小さな粒のような光。

　空を覆い尽くしていく光の粒は、やがてゆっくりとこちらへと落ちてきた。

　近づくにつれてそれらがすべて種々様々なブレードだとわかり、そのすべてを平然と呑のみ込んでいくつづりの姿に愕がく然ぜんとする。

「なに、してるのよ……なにを！」

　意味をなさない言葉。そうしなければ平静を保っていられないかのように、声を上げた舞花に。

「たとえば」

　すぐ側に佇たたずんでいた蓮也が淡々と言う。

「所有者をＶＲ上で特定する自己同一性そのものであるブレードが、この世界では文字通りの意味で効力を発揮するのだとしたら？」

「文字通りの意味で効力を発揮する……？」

「ブレードがその人間の自己同一性……わかりやすく言い換えればその人間の本質、性質、意識、意志……魂のようなものと仮定するってことだ」

　突拍子もない仮定。常の舞花ならまた蓮也が変なことを言ってると呆あきれるところだが。

　──現実に自己同一性を失った人間はどうなるか？

　その人間は自らの足で立ち、呼吸をし、通常の生命活動を行っているが、意志というものを持たない。自らという意識がないから、なにをするにも他者からの命令を必要とする。

　それは──つづりにブレードを吸収された人間そのものではないか。

「では、世せ良ら樹きつづりが創つくったこの世界は、それを目的に──」

「いや、違うな」

　確信を持って、蓮れん也やは言う。

「元々そうできていたんだ。お前の持つ《虚構書記オーバーライト》という能力、相手の意識を奪うことで勝敗が決するブレードリンクＯＢＭアウトブレイクモード、そしてブレードリンクというシステムそのもの──すべてつながる」

「……先輩？」

　明らかな思考の飛躍があるのに、不自然な確信。

　口元には笑みすら浮かべる蓮也を見て、ユウリが不安を交じらせる。細められた目、その奥で爛らん々らんと輝く瞳ひとみは、彼がまだ《超過集中Exceed Concentration》の状態にあることを窺わせて。

　だが、今そのことに意識を割いている余裕はなかった。

「──ああ、ああ、いい気持ち」

　大きな光の奔流のようになった数多のブレード──自己同一性を呑のみ込みきったつづりが、小さな吐息と共に言う。

「この全能感が──神の証あかしなのね」

　可視化されたブレード《フィアトルクス》。最強の名を冠する大剣を、何気なく一振り。

「──!?　伏せっ──」

　セリアの声を遮る速度で、極大の剣けん閃せんが辺り一帯を薙なぎ払はらった。

　そびえ立つ建築物オブジエクトは残らず消し飛び、耳障りなノイズが続く中、ギリギリ回避に成功していたユウリたちは、異様にすっきりした周囲に驚嘆しながらありえない現象を引き起こした華きや奢しやな少女を見る。

「あら、しぶとい」

　嬉うれしそうに言って、彼女は《フィアトルクス》とは逆の手を掲げ、見覚えのある和槍を、鋭い刃を持つ戦斧を、短剣を可視化する。

「──は？　それ──」

　舞まい花かが先を続ける前に、右肩から刃の翼を生やしたつづりは、さらに虚空からブレードを召喚し続けながらにこりと笑う。

「これならどうかしら？」

　次の瞬間起きたことを、舞花は現実のものとして受け入れることができなかった。

　固有技どころか、各個人のブレードという枠組みすら突き破った常識外れの攻撃。

　──こんなもの、認められるわけがない。

　それは同じ《刻印者ナンバーズ》である《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》にも通じていたらしい。雨のように降ってくるブレードとそのエフェクトを捌さばききれず、なすすべなく貫かれていく。

「あらあら、そんなに良かった？」

「こん……な、こんな……こと」

「ありえない？　非常識？　それをわたくしという神の前で言うの？」

「──っ、《狂えるオルランドOrlando Furioso》！」

　叫ぶと同時に、セリアの全身から碧あおい閃せん光こうが放たれる。

　同時に動いたセリアは、つづりの行動を予知するように正面からブレードを差し入れた。

　胸を突き破り、背中から生える剣先。仮想の世界とは言え、決定的な一撃。

　そう思ったセリアを嘲あざ笑わらうように、少女は言う。

「《狂えるオルランドOrlando Furioso》──自らの視界内、二秒という極めて限定された時空間の流れを予知する能力。欠点は連続使用が不可能なことと被使用者の主観に拠よることかしら」

「────！」

「言ったでしょう、わたくしはこの世界の神だと」

　全知の神が関与していないことなど存在しない。全能の神が滅することはない。

　畢ひつ竟きよう、神は神である限り敗北ということが概念的にありえない──。

　神たる少女は、そっと自らを貫いたブレードに触れる。

「……っ」

　びくん、と身体からだを跳ねさせたセリアが、なにかに抗あらがうように歯を食いしばった。

「わ……私は、絶対に、あなた……なんかにっ」

　強い意志の炎。再び碧いエフェクトに包まれはじめた《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》を、つづりは優しく、母親のように抱きしめた。

「いいの、いいんですのよ。なにも不安に思うことはないの。あなたの絶望は、すぐにわたくしの中で希望に変わる。だから、安心して、すべてを委ゆだねて」

「──ふざ……け、ない……で」

　セリアの語気とは裏腹に、ゆっくりと閉じ始めるまぶた。

　膝ひざが折れ、ゆっくりと倒れゆくその姿に──

「セリア・ダルク！」

　とっさに動いたユウリに合わせて、蓮れん也やと舞まい花かが続く。

　反応速度上昇系スキルを微妙に時間差で発動し、相手の意識を三つに分散。

　突っ立ったままに見えるつづりを、三方向から攻撃する。

　直接ブレードを突き刺すような形ではなく、それぞれエフェクトを飛ばす遠距離技。

　当然、ユウリたちの目的は攻撃ではない。

「先輩！」

　攻撃に向いていたはずの鞭むちが蓮也に巻き付き、急制動と同時に敵の眼前へと運ぶ。

　そのまま微動だにしないつづりの下から、狙ねらい通り《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》を奪った。

「セリア・ダルク、セリア・ダルク！　気を確かにっ」

　ユウリの声に、かすかに首を巡らせた《懺悔の聖乙女ノーマジーブレス》は、一度悔しげに目を細めてから、その隣に立つ蓮れん也やを見て。

「すみ……ま、せん……」

　弛し緩かんしきった唇を無理矢理動かす。

「……あと、を……」

　がくりと頭を垂れ、意識を失うセリア。

　そのブレードは今もつづりの腹部に突き刺さったままで、彼女が手を触れるとゆっくりと吸収されていった。

「攻撃してきたのはセリア・ダルクなのに、倒れたのもセリア・ダルク……うふ、うふふ」

　なにが楽しいのか、少女は肩を震わせ、口を押さえ、止め処どない哄こう笑しようを響かせる。

「ふ、ふふふうふふふふ──あはははははあははははっ！」

　心の底から笑う、神を名乗る少女。

　その姿を目の当たりにして、ユウリたちの胸に去来するのは焦燥感だった。

　──彼女は止めようがない。どうあっても。

　そう確信せざるをえない、圧倒的現実。途方もない、絶望的事実に。

「なあ、ユウリ」

　蓮也が言う。

「本当にあいつを止められないと思うか？」

　唐突な問いかけ。奇妙に機械的に、どこまでも平淡に尋ねてきた蓮也に、ユウリは寒気のような、途方もなく不安になるプレッシャーを感じて、身震いした。

　同時に、蓮也との距離が無性に気になり、そちら側にそっと踏み出す。

　一歩分近くなった蓮也からは、表情を変えていないにもかかわらず、先ほどまではわからなかった明白な感情が読み取れた。

　それは──期待。

　蓮也は、ユウリに期待していた。自らが求める答えを。ユウリが与えてくれると信じて。

　さながらパズルのラストピースを要求するかのように。

「…………」

　その意図がこれ以上ないほど明確に読み取れたことに──ユウリは笑う。

　いや、吹き出したというのが正確かもしれない。

　この人はなんて……なんて──。

　その先に続く言葉を意図的に隠して、まっすぐ蓮也を見る。

「止められないと思います」

　はっきり断言してから。

「なんて……言うと思いますか？」

　つづりが口にしていたのと同じ言い回し。

　はにかむようにしてそのセリフを言ったユウリに、蓮也はわずかに唇を歪ゆがめ、

「思わないな」

　振り向くと同時に、《インディフィニット》片手に加速した。

　つづりに向かって、なにも考えていないかのごとく。

「蓮れん也や……!?」

　舞まい花かの声にも止まらない。

　ユウリならまだしも、蓮也が飛びだしたことに、驚きよう愕がくする舞花と裏腹に。

「あらあらあら、そういうの──嫌いじゃないですわ！」

　一瞬でブレードを多数浮かせたつづりが、それらに直接手を触れずに操る。

　高速で飛来する短剣、長剣、斧おの、槍やり、鎌かま──

　物理的に回避不可能な量での攻撃を、蓮也は一切避けようとしなかった。

「な──なに考えて」

　そう言いかけた舞花に。




「──それはまあ、こーゆうこと考えてるんじゃないかなー！」




　虚を突く第三者の声。

　突如上空から現れたその銀髪少女は、蓮也に向かうブレードを目にも留まらぬ速さで次々と落としていく。

「こーんな感じで、ね」

　ぺろっと舌を出し、場違いに軽い笑みを浮かべて。

「──ナイエ。まだおわってない」

　紫のエフェクトをまとったナイエの背後で、ふわふわの衣装に身を包んだ妃ひ継つぎがキーボード状に広げたブレードを指で叩たたいた。

「はーいはい──っと、蓮センパイ！」

　ナイエの声に、蓮也は振り返らずに斜め後ろから飛んできたブレードを弾はじく。

　そのまま合流してきたナイエを待ってから、あらかじめ打ち合わせていたかのようにつづりの目前で分かれ、左右から急襲した。

「あらあら」

　蓮也とナイエ、二人の攻撃を中空に出現させた使い捨てのようなブレードで迎撃しながら、つづりはのんびりと語る。

「固有スキル『餓が獣じゆう焔えん喰しよく』を『劇的な進化アルテイメツトブースト』で補助し、負担を軽減しているのかしら？　それと」

　自動発動するブレードの雨をかいくぐり、一瞬で近接してきたのは。

「──《幻影の兎姫ミラージユラビツト》もばっちりサポート」

　言いながら、最速で突き出された舞花の突きを、重ねられた何本ものブレードで防ぐ。

「……くっ」

　──完かん璧ぺきなタイミングだったのに。

　歯は噛がみした舞まい花かは、妃ひ継つぎの『劇的な進化アルテイメツトブースト』が確かに自分にも働いているのを感じつつ、すぐさま薙刀なぎなたを引き抜いて後退する。

　舞花が退くのと入れ違いになるようにユウリが前に出た。

　正面からと見せかけて直前で距離を取り、波状攻撃を繰り出す蓮れん也やたちの補助に回る。

　つづりの力が黒羽と同等──いやそれより上であると想定できる以上、ダイレクトメッセージなどは普通には使えない。それでもまるで互いに直接意志を交換しているかのように綿密な連携を見せる蓮也たちに、つづりは満足そうに微笑ほほえむ。

「あらあらあらあらいいですわいいですわ！」

　人の認識を明らかに超えた数のブレードを複雑に操作し、まるで一本一本が意志を持っているかのように動かして、ナイエの打撃を、蓮也の斬ざん撃げきを、舞花の刺突を捌さばき、反撃する彼女は蠱こ惑わく的に微笑んで、

「もっともっともっとわたくしを──楽しませて」

　振り切れた。

　次の瞬間、蓮也たちの前に立っていたのは最強の最強と呼ばれた『Ⅰ』の《刻印者ナンバーズ》で。

「──っ」

　黒いワンピース姿のまま、《フィアトルクス最強の大剣》を手にした《終焉の黒ブラツクステイシス》は、連携の途中にあったはずの《幻影の兎姫ミラージユラビツト》の斬撃を軽々といなし、短剣のような気軽さでゼロ距離から大剣ツーハンデツドソードの高速斬撃を見舞う。

「か……はっ」

「舞花……！」

　ありえない量のダメージエフェクトを散らせた《幻影の兎姫ミラージユラビツト》に、思わず声をあげた妃継が指を止めた一いつ刹せつ那な。

「あら──『完全無欠の鎧ナイトアーマー』は発動しなくてよろしくて？」

　目の前にころころと笑う少女がいた。

「妃継っ──あぐっ!?」

　優しく撫なでるような仕草で、助けに入ろうとしたナイエごと吹き飛ばし、空いた手で数十数百ものブレードを召喚。体勢を立て直す前に高速で追撃させる。

　まっさらな地面に倒れ伏したナイエたちに次々と突き立つブレードの山。

「ナイ──」

　いつの間にか後方に出現していたブレードがユウリの頭を打ち抜き──

「……！」

　返す刃で背後からの斬ざん撃げきを弾はじいた《終焉の黒ブラツクステイシス》は、そこではじめて酷薄に目を細めた。

「《不敗の王剣クラウン》……」

「──これにも反応するか」

　ただ事実を確認しただけのように言った蓮也は、すぐさま反転して虚空からミサイルのように打ち込まれていくブレードをぎりぎりのところでかわしきる。

「ふ、ふ、ふふうふふ、このタイミングでの祈いのり刃はナイエと芹せり川かわ妃ひ継つぎの乱入、彼女たちも含めた仲間との統制の取れたリンケージ──それらすべてが囮だなんて」

　その曲芸師のような身のこなしに、怒りとも喜びとも取れる複雑な表情を浮かべたつづりは、堪こらえようのない笑みを口元いっぱいに広げて。

「それでこそ、それでこそ、それでこそ──喰べがいがありますわ！」

　無造作に自身より巨大な《フィアトルクス》を投げる。

　そうして両手を広げると、眼前に浮いた《フィアトルクス》が黒い光を放ち、空から地面からそこら中から無数のブレードが湧わき出し──いっせいに蓮れん也やに殺到した。

「──おいおい」

　四方八方どこを見ても刃をこちらに向けたブレードという冗談みたいな状況。

　逃げる避けるかわすなどという概念は通用しない。刺さるとか突き立つとか斬きられるとか、そんな生やさしいものでもない。

　圧殺。

　なんの細工の余地もなくただ圧し潰つぶす、シンプル極まりない、絶対必殺の処刑方法が──容赦なく執行される。

　音という音、衝撃という衝撃が蓮也に向かう幾百幾千のブレードのそれで占められる中。

　独り、彼女は起き上がる。

　ガンガンと現実に痛む頭を押さえ、こみ上げる嘔おう吐と感を噛かみつぶし、神のごとき少女をまっすぐ見たユウリは。

「先……輩……」

「──あら。それは興ざめですわ」

　冷めた眼まな差ざしと共に、一本のブレードがまだろくに動けないユウリを串くし刺ざしにする。

「『立つ鳥跡を濁さず』の精神を大事になさって？」

　声もなく力尽きたユウリを一いち瞥べつし、再び喜色に満ちた笑みを浮かべたつづりは。

「あらあらあらあら」

　明確な苛いら立だちと共に、《ナインライブズ》を可視化したユウリを見下ろす。

　ユウリは光をまとった鞭ウイツプ型ブレードを右手に巻き付け、自らを貫く刃を引き抜くと、ゆっくりと蓮也の方へ向かおうとしたところを──数十のブレードに貫かれた。

　体中を突き刺され、標本のように地面に縫い止められたユウリが、今度こそ動かなくなったのを確認したつづりは──彼女にしては珍しく、大きく目を見開いた。

「…………あなた、本当に人間？」

　端的な問いかけ。この世界の神である少女のありえない呟つぶやきに、震える手で一本一本、懸命にブレードを引き抜いたユウリは、

「たと、え……から、だが……動かなくても」

　血のようにまとわりつくダメージエフェクトもそのままに、同じ方向だけを見ていた。

「先、輩……だけ、は」

　ろくに回らない舌。茫ぼう漠ばくとする頭。動かない肉体。摩耗する精神。

　それでも──《虚構書記》で『絶対に倒れない』という意志を自らに上書きして、彼女はすでに痛みすら感じない重い身体からだを引きずるように動かす。

「絶対、に……絶対に──倒させ、ません」

「──」

　その、神すら引かせる姿は。

「──あのさー……」

　彼女にも。

「おねーちゃん、ひとりに……かっこつけさせるわけ、ないじゃん？」

「…………まだ、たたかえる」

　彼女たちの底にあった熾おき火びにも──火をつける。

　ブレードの山から、どう見ても満身創そう痍いのナイエと妃ひ継つぎが這はい出だすように現れると同時。

「──何度も言うけど」

　一際激しくブレードの群れをはね飛ばして、

「蓮れん也やを護まもるのは……あたしだから」

　兎耳を揺らした舞まい花かが、片腕を押さえながらユウリをにらむ。

「あら……あら……、…………」

　明らかに一度は膝ひざを折り、倒れ伏し、行動不能に陥ったはずの彼女たちが。

　たとえ立ち上がったところで、こちらに向かってきたところで、敵かなわないことなど、同じ結果になることなど、明白であるはずの彼女たちが。

　笑みさえ浮かべている事実に。現実に。

　神たる少女は、ぽつりと呟く。

「…………わからない」

　それは全知たる神の、彼女という存在そのものの否定。

　絶対に、踏み越えてはならない一線──。

　踏み越えてはならないなら、わからないなら。

「──考えなければ、いいですわ」

　少女らしい、あどけない表情。

　スイッチを切り替えるように自己完結した世せ良ら樹きつづりは、一転して無邪気に笑って。

「そうだ。終わらせちゃえばいいんだ。終わらせちゃえばいい。ぜんぶぜんぶ。あはは」

　口調さえ変えて片手を振る。

　そうして蠢うごめく虫のように殺到し続けていたブレードのほぼすべてが、宙に浮く《フィアトルクス》へ吸収されていき、あとに残されたのは。

「────先、輩？」

　全身をくまなくブレードに突き刺され、赤黒いエフェクトに包まれた蓮也。

　顔を伏せたまま、膝ひざをついたまま、ぴくりとも動かないその姿に。

「いやああああああああああああああ!?」

　誰だれかが声も限りに叫ぶのを無視して、つづりは目の前の大剣ツーハンデツドソードを手に取ると。

「『光あれFiat lux』」

　黒い光で──世界を包み込んだ終わらせた。
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　右、左、上、下、正面、背後、斜め前、斜め後ろ、その場。

　ありとあらゆる空間から無限に襲い来るブレードに、蓮れん也やは弾はじき、叩たたき、捌さばき、打ち返し、受け止め、刺さり、斬きられ、抉えぐられ、打ち砕かれ、嬲なぶられながら。

　思考し、思考し、思考し続けていた。

《超過集中Exceed Concentration》《正義の分配ジヤツジメントデイール》そして、絶え間なく訪れる強敵との戦い。

　蓮也の『悪癖』を活発にさせる燃料はずっと供給され続けていたのだ。

　感覚という感覚が拡張され、攻撃を受ける度に痛みは走るのに、目の前で起きているあらゆることが、画面の向こう側で生じる人ごとのように感じられる。

　そうしてその画面越しの現実が、一歩引いた蓮也の前で、さながらネットクローニングで広げられたウインドウのようにいくつも並んでいる。

　一つの画面では、蓮也は無数のブレードを忙せわしなく捌き続けていた。

　一つの画面では、蓮也は無数のブレードに貫かれ続け、動かなくなっていた。

　一つの画面では、真っ暗な空間で一人佇たたずむ蓮也がひたすら思考にふけっていた。

　一つの画面では、空中に浮いた世せ良ら樹きつづりがボロボロなのにまだ動こうとするユウリに驚きよう愕がくの眼まな差ざしを向けていた。

　その画面に意識を向けると、声が聞こえてくる。

　──たとえ身体からだが動かなくても先輩だけは絶対に倒させません

　そのセリフを、蓮也は人ごとのように聞いた。

　人ごとのように聞いているのに、なぜか腹が立った。

　誰が倒されるだって？　お前になにができる。もう立つな。そのままじっとしてろ。いやそんなことを考えさせる俺が悪い。弱いのが悪いんだ。

　画面の向こうにいる複数の蓮也が口々に言う中、暗くら闇やみの中で一人佇む蓮也が言った。

「動かないはずの身体。にもかかわらず動いている身体──そもそも身体とはなんだ？」

　その問いは、画面越しのすべての蓮也たちの口を閉じさせる。

　そうして一様に思考に耽ふけった彼らが──口々に語り出す。

　肉体とは精神の器。他者との境界。二元論。一元的な自己同一性とブレード。唯一無二のブレードこそがそれを保証するのなら、肉体という枠組みにさしたる意味はない。

　意味のない枠組み。枠組みとしての世界。世界と同義の世良樹つづりという神。

　神を打倒したいのなら──




　神ごと呑のみ込めばいい。




　導き出された結論に、目を見開いた蓮れん也やは、眼前に横たわっていた暗くら闇やみを叩たたき斬きった。
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「──人間のイメージする無が黒だとすれば、有とは白に他ほかならない。白が銀を含むなら、銀髪はなるほど無に帰す破壊の神に対抗する手段になりうるのかもな」

　唐突にそんなセリフを口にした蓮也を見て。

　ユウリ、舞まい花か、ナイエ、妃ひ継つぎ、そして──つづりまで一様に呆ほうけたようにまばたく。

　終わったはずの世界。再開させられた世界。

　その事実をただ一人知るつづりだけが、驚きよう愕がくに目を見開いて。

「というか──蓮センパイなにいってんの？」

　ナイエの率直かつ的確な言葉。

　奇妙に停滞した空気が動き出すと共に、ユウリがいまだ動揺を隠せないまま声をかける。

「そ、そんなことより──痛く、ないんですか？」

　蓮也の身体からだにはいまだ様々なブレードが刺さりっぱなしで、どろりとした赤いエフェクトがそこら中にこびりついていた。どう少なく見ても致命傷クリテイカルヒツトなのは明らかで、普通に動けているのも、意識を保てているのも到底信じられない。

「そっくりそのまま返したいところだが……痛いか痛くないかなら痛いんだろうな」

「……なんで、ひとごとみたいに」

「それは違う。ひとごとじゃなく、自分のことだからどうでもいいんだろ」

　妃継の疑問にそう即答してから、一人口元を押さえ、今にも泣き出しそうに悲ひ愴そうな表情を浮かべている舞花に向き合う。

「だから気にしなくていい」

「……っ、気にしなくていいわけ……ない、でしょっ」

　ぐっと、なにかを堪こらえるようにして出された声は濡ぬれていて。一度顔をうつむかせた舞花は、目元を乱暴にぬぐって、困ったような呆あきれたような表情を浮かべる。

「無事だったのなら、それに越したことは、ないけど」

　意図せず弛し緩かんした空気を、乾いた笑い声が遮る。

「は……は、あは、あははははは」

　無邪気に笑うつづりは、目だけが奇妙に感情を宿していなくて。

「ありえないのはありえないのはありえない。あはははは」

　意味をなさない言動と、《フィアトルクス》から漏れ出る不気味な黒い光。

　不穏すぎる気配に身を固くしたユウリたちと裏腹に──蓮也は動いた。

　この場にいる全員の意識の間かん隙げきを射貫く、瞬間の行動。

　物理法則に囚とらわれないが故の、一切の予備動作がない無拍子の超行動は、つづりの眼前に《インディフィニット》を突如出現させるという形で具現化し、そのまま突き刺し──

「あは」

　口を開いたつづりは、その刺突ごとブレードを喰らって。

　次の瞬間、蓮れん也やの意識は闇やみに落ちた。
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「──蓮、也？　…………蓮也……蓮也っ!!」

　最初はフリなんだと思った。

　悪い冗談だと。

　けれどブレードをつづりに吸収された蓮也は、当然のように意識を失い、力なく地面に倒れ伏し、動かなくなった。

　先程のセリアやかたる、他ほかの人間たちと同じように。

「……嘘うそ、でしょ？　嘘、だよね……？　蓮センパイ？」

「…………千せん宮ぐう蓮也」

　肩を揺さぶる舞まい花か。

　そのすぐそばでへたり込むナイエと、その背後で唇を噛かむ妃ひ継つぎ。

　声をかけ続ける彼女たちに、目を閉じたままの蓮也はぴくりとも反応しない。

　一人呆ぼう然ぜんと立っていただけのユウリが、自らに巻きつけていた《ナインライブズ》を解き、蓮也の胸にそっと触れさせる。

「先輩……起きてください……先輩」

《虚構書記オーバーライト》で『目覚める』『目覚めなければならない』『やることがある』などと、何度も上書きオーバーライトしようとして、その度に失敗するユウリは、諦あきらめずに何度も試みて。

「先輩……先輩……起きて……」

「……おねーちゃん」

　その痛ましい姿に、ナイエが悲痛に首を横に振る。

「おねーちゃん……！」

「邪魔をしないでください。先輩は……ただ寝ているだけ」

　うわごとのように呟つぶやき続けるユウリを、舞花が肩を掴つかんで無理矢理前を向かせる。

「ユウリ！」

　舞花の顔を見たユウリは、不意に感情を爆発させる。

「放してください！　先輩は、先輩は──」




「──俺がどうかしたか」




　唐突な、声。

　誰だれもが望んでいて。誰もが想像だにしていなかったことが。

　現実に起きた。

「…………蓮、也？」

「他ほかの誰かに見えるなら問題だな」

　そう言って素知らぬ顔でうそぶく蓮れん也やに。

「────」

　ユウリが抱きつく。

　きつくきつく。もう二度と離さないとばかりに。

「……おい、ユウリ。おい」

　事情はどうあれ、舞まい花かの前でこれはまずい。

　そう思って舞花を見た蓮也は、彼女が涙ぐんでいることに気づいて、ぎょっとした。

「……よかった。よかった本当に──」

「──蓮センパイ！」

　ユウリに被かぶさるのも気にせず抱きついてきたナイエと、その後ろからちょこんと服の裾すそを摘むようにした妃ひ継つぎがもの言いたげな表情を浮かべているのを見て、ため息を吐く。

「なにを勘違いしてたのかは知らないが──」












「勘違いしてたんじゃありません！　先輩が説明不足なんです！」

　強くユウリに遮られて。

　そのユウリが浮かべていた表情に、蓮れん也やはぐっと言葉を呑のみ込んでから言った。

「……わかった。全面的に俺が悪かった。すまん。だからとりあえず、全員どいてくれ」

　降参するように両手を挙げた蓮也は、そのまままっすぐつづりを見あげ、明確に怯ひるんだ反応をした彼女に目を細め、

「じゃないと──この世界を壊せない」

　掲げていた右手を握りしめる。

「──がっ」

　蓮也のその動きに連動するように、つづりが突然身体からだをくの字に折って盛大に嘔え吐ずいた。

　彼女の背中を突き破るような形で現れたのは、小さな刃。

　即座に大剣へと変化し──まっすぐに蓮也に向かって飛んでくる。

　とっさに構えをとったユウリたちの前で、蓮也はその大剣──形状の変わった《インディフィニット》を右手で受け止めた。

「さて」

　軽々と片手で大剣を一振りした蓮也は、苦々しく口元を拭ぬぐった少女を見据えて。

「終わらせるか」
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　千せん宮ぐう蓮也に起きた変化を、つづりは誰だれよりも詳細に、なによりも明確に掴つかんでいた。

　なぜならその変化は、かつて彼女に起きた変化と同じものだったから。

　肉体からの楔くさびを解き放つための臨死経験と、世界内自己ではなく自己内世界を確立するための超越的自我認識。

　世界の中の自分が、物理的なあるいは因果的な理ことわりにどうしようもなく囚とらわれるのに対して、自分の中の世界ではあらゆる物事を自由に変えることができる。

　その実践的な変革を、千宮蓮也は千宮蓮也という世界に意図的に起こしたのだ。

　自ら《ＮＥＸＴつづり》に自己同一性ブレードを吸収させることで。

　ようするに──

　端的に言って千宮蓮也と世良樹つづりは同じ存在になった。

　それは、つまり。

「……認めませんわ」

　自分で自分の思考を否定するように。

「認めませんわ──！」

　叫んだつづりは、黒い光をまとわせた大剣《フィアトルクス》を掲げ。

「落ち着けよ」

　いつの間にか。

　つづりの頭上、中空に立っていた蓮れん也やが、振り下ろす直前の刀身を掴つかんでいた。

　驚きよう愕がくに眉まゆを跳ねあげたつづりを見おろしながら、《不敗の王剣クラウン》は言う。

「そんなに嫌か？　自分と同じ《ＮＥＸＴ》という存在を認めるのは」

　これ以上ないほど的確に急所を抉えぐる言葉。

「──っ」

　かっと目を見開いたつづりは《フィアトルクス》の刃を消すと、それでもまだその場に立つ蓮也に、虚空から召喚した数本のブレードを飛ばす。

　四方から蓮也を穿うがとうとしたブレードは、撫なでるように片手を振るった蓮也にすべて掴まれ、《インディフィニット》に触れると同時に吸収された。

「同じになったと言ったはずだ。お前にあったすべての優位性は消え失うせた」

　淡々と事実を告げる蓮也に、つづりは内心の激しい動揺を隠すように奥歯を噛かむ。

　確かにつづりが持っていたこの世界での優位性、神のごとき力を使う権利はなくなった。

　だが。

「ええ、ええ、十全に理解していますわ──わたくしの優位が揺らがないことは！」

　不意にその姿を消したつづりが、一瞬でユウリたちの背後に現れた。

　すでにブレードを可視化していたユウリたちは、ほんのわずかに動揺をみせたが、すぐに万全の戦闘態勢を整える。だが世せ良ら樹きつづりは──『Ⅰ』の《刻印者ナンバーズ》《終焉の黒ブラツクステイシス》は、その万全を正攻法で突き崩すだけの圧倒的力を持っている。

　彼女が本気になれば、ここにいる誰だれもが《終焉の黒ブラツクステイシス》に敵かなうことはない。

　そうだ、正面から戦えさえすれば──

「わかってないな」

　つづりの眼前に立って《不敗の王剣クラウン》は言う。

「《終焉の黒ブラツクステイシス》の強さは、《ＮＥＸＴ》という不公平の中で創つくられたものだ。正面から戦うから勝てないんだよ」

　傲ごう慢まんでも、自信でもない。それがこの世界の事実であるかのように語る蓮也に。

「……上等、ですわ」

　頂点たる自負を持つ《終焉の黒ブラツクステイシス》は頭の芯しんを冷やした。

　いったん距離を取ると、《フィアトルクス》を横にし、目を閉じる。

　次いで、幾重ものブレードを召喚。それらを飛ばすのではなく、自らの周囲に浮かせる。

　──冷静に考えれば。

　確かに《不敗の王剣クラウン》の戦闘経験は《終焉の黒ブラツクステイシス》のそれを上回っているかもしれない。旧バージョンでの彼は、明らかに異常と呼べる部類の戦闘狂だった。

　そこで蓄積されたデータは、《終焉の黒ブラツクステイシス》というプレイヤーのそれをはるかに上回る。

　だが──まさにそのデータという点で、《終焉の黒ブラツクステイシス》はあらゆるブレードを、そのパーソナリティごと吸収することができるのだ。

《終焉の黒ブラツクステイシス》という一プレイヤーは、あくまで一プレイヤーという枠組みの中で、数十、数百万のプレイヤー、あるいは数億の目の肥えたオーディエンスと同義となる。

『幾億の経験ビリオンエクスペリエンス』をたった一人の《不敗の王剣クラウン》が超えることなどできるわけがない。

「──ふ。ふ、ふふ」

《不敗の王剣クラウン》は自らの目算の甘さ故、無様に敗れ去る──。

「ふふうふふ、はは、あは、あははははははっ!!」

　高らかに笑いながら、《終焉の黒ブラツクステイシス》は足裏を爆発させる。

《フィアトルクス最強の剣》と『幾億の経験最強の戦術』。

　考えられる限り最高の装備を手にした彼女は、種々様々なブレードを操り、それぞれのスキルと戦術をこれ以上ない形で組み合わせて──

　そのすべてをたった一本の剣を手にした《不敗の王剣クラウン》に完かん璧ぺきに対応された。

「────」

《インディフィニット変化自在の不定剣》。

　その意味するところを余すところなくその身に刻んだ《終焉の黒ブラツクステイシス》は、理に合わない現実にこれ以上なく混乱する。

「なぜ。なぜ。なぜ──」

　その渦巻く疑問すら、《不敗の王剣クラウン》は読み切っていたかのように、あっさりと言った。

「たとえ数億人の戦闘経験があって、数億本のブレードという入力があったとしても──出力するのはお前というただ一人の人間だからだ」

　妃ひ継つぎの『完全無欠の鎧ナイトアーマー』は極めて限定された状況を分析した上で絶大な効果を発揮する。

　それは明確な状況への線引きと、膨大なデータの解析を前提に成立するものだった。

　そのデータ解析という部分が、《終焉の黒ブラツクステイシス》の使った『幾億の経験ビリオンエクスペリエンス』にはない。

　データ自体は有効であっても、そのデータを利用するための手段がないのだ。

「今までは《ＮＥＸＴ》の並行認識──『実現世界の選び直し』という圧倒的なスペック差を利用した絶対的攻撃が使用できたんだろうが……同じ《ＮＥＸＴ》には通用しない」

《ＮＥＸＴ》の並行世界認識は、ＯＢＭアウトブレイクモードで行う通常のそれと明確に違う。彼らは並行認識した世界、あらゆる可能世界で選択した行動を自由に選び直すことができるのだ。

　常に最適な行動を選び続けられるがゆえの《ＮＥＸＴ》の全能はしかし、同じ力を持つ相手には通用せず、単に最初に選んだ世界が現実化されるだけ。

「お前はその《ＮＥＸＴ》同士の戦いというものをきちんとイメージしていなかった」

　世せ良ら樹き我が光こうの肉体で生きる世良樹つづりという少女。その精神と肉体のアンバランスが影響していないわけがない。

　あるいは極々単純に《ＮＥＸＴ》の優位性に胡座あぐらをかいていたというのもあるだろう。

　最強の剣と最強の経験。そのどちらも《ＮＥＸＴ》だからこそ為なしえた現象だ。

　そして。

「なによりも──お前は相手を見誤った。誰だれにも負けないから、不敗なんだよ」

　感情を一切交えず、ただ事実だけを口にした《不敗の王剣クラウン》は、そうしてまっすぐに《終焉の黒ブラツクステイシス》を斬きり伏ふせた──。
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　その現象はユウリたちの目には超高度な殺陣のように映った。

《終焉の黒ブラツクステイシス》が繰り出す目で追いきれない速度の攻撃に、《不敗の王剣クラウン》はこれしかないという最適な受け方をする。綿密な打ち合わせをした上での美しい演武を見せられたかのような錯覚は、最後に《不敗の王剣クラウン》が《終焉の黒ブラツクステイシス》を斬り伏せたことで消えた。

　ダメージエフェクトと共に膝ひざをついた《終焉の黒ブラツクステイシス》は、うつ伏せに倒れ、動かなくなる。

　この世界の神を名乗った少女。その絶対的な存在感が、確かに薄れていくのを感じて。

「これで……全部、終わった……？」

　ナイエの呟つぶやきに、ユウリが同意しようとしたそのとき。

「──先輩!!」

　ユウリの声が届く前に、蓮れん也やは気づいていた。

　拡張された認識が、鋭敏になった感覚が、掌握した世界が。

　蓮也に言う。

　なにも。なにひとつ、終わっていないのだと。

　──理解できたかな？

　声が聞こえた。それは蓮也の中にある、蓮也ではない人間の声。

　このときを先読みして、あらかじめ吹き込まれていた、彼女の言葉。

　蓮也がブレードリンクをはじめた理由。

　千せん宮ぐう蓮也という人間が、ブレードリンクに帰ってきた理由。

　──《世界変革計画プロジエクトシフト》を止めるため？

　違う。

　──祈いのり刃はユウリとの約束のため？

　否だ。

　──じゃあ、なんのため？

　どうしようもなく期待に満ちたその声に、蓮也は目を見開き、

「兎と神がみ散ちる葉はと──《斬虐の女王クイーン》と戦うためだ」

　言葉と共にパリィィィンという音が世界に響きわたって。




「そう──この瞬と間きを運命の果てから待っていたよ蓮兄くんっ!!」




《斬虐の女王クイーン》──兎神散葉が、嬉き々きとして大おお鎌がまを振り下ろした。













五章　約束された覚醒者たちの運命邂逅　The "NEXT"






　兎と神がみ散ちる葉はが現れたと同時に、世界が変転した。

　目に見える光景は変わっていない。

　時間の経過と共に辺りが暗くなり、空には月が──紅あかい月が浮かんでいたが、それ自体は自然な現象だ。

　ただ感覚として誰だれもがわかるレベルで、散葉が現れる前後で明確に空気が変容していた。

「……なにをした」

　大鎌の一撃を大剣で受け止めていた蓮れん也やは、その小柄な身体からだのどこにと思わずにはいられないとてつもない膂力ストレングスに押し込まれながら笑う。

「まさか、この期に及んで小細工なんてしてないよな？」

　蓮也の挑発する言葉に、紅いドレス姿の女王は歯を剥むいて笑い返してきた。

「当然だよ。言っただろう、ボクは──このときだけを待ちわびていたんだと！」

　単純な力押しで弾はじき飛ばされた蓮也は、空中で体勢を変え、背後に迫っていた建物の残ざん骸がいに足をつけて。

　瞬間、理解する。

　散葉が変えたのは、設定し直したのは、フィールドとレギュレーションだ。

　つづりは自らが──正確には《ＮＥＸＴ》が神のように振る舞える環境を創つくっていた。

　他者のブレードを吸収できたり、任意に好きな場所に出現できたのは、その現れだ。

　それらの仕様は、同じ《ＮＥＸＴ》となった蓮れん也やも使用できたのだが、今は使えなくなっている。

「なんでもありと無制限は違うだろう？」

　こちらの疑問を先読みしたかのような言葉に、蓮也は薄く笑む。

「勝手にフィールドを決めるのはやめろって何回も言ったはずだけどな」

　それはかつての会話。

　まだ散ちる葉はが《ＮＥＸＴ》として覚かく醒せいする前の、蓮也が《不敗の王剣クラウン》と呼ばれる前の話。

　そのことを即座に理解した散葉は、軽く目を見開いてから、嬉うれしそうに──心から打ち震えるように不敵に笑って。

「それくらいの我わが儘ままは愛あい嬌きようと受け取るべきだね──！」

　消える。

　否、視覚において消えたと認識するような速度でこちらに向かってきた。

　同じ《ＮＥＸＴ》になった今の蓮也にならわかる。

　通常のブレードリンクで考えればありえない速度はしかし、明確にレギュレーションの内側にあった。

　たとえば対黒羽戦の最後で、蓮也が本来の数値以上の跳躍を行ったとき。

　その跳躍は蓮也の認識の中に収まっていたのだ。

　ブレードリンクにおいて、法は世界の側にあるのではない。自分の中にある。

　だから。

「反応できる」

　そう思ったとおりに、蓮也は眼前にまで迫っていた《斬虐の女王クイーン》の大おお鎌がま《クロノスサイズ》を、短剣に変化させた《インディフィニット》で受け、即座に力の支点をズラし、片手剣に変えて反撃しようと──動きかけたところを、絶妙なタイミングで繰り出された膝ひざ蹴げりに邪魔される。

　中途で攻撃を止めた蓮也は、そのまま距離を取ろうとせず、自らを支配する物理的な運動エネルギーだけを意識して、それらを阻害しない形でさらなる追撃を放つ。

「自らの外にある法物理法則に身を委ゆだねる──それは下策だよ《不敗の王剣クラウン》」

《斬虐の女王クイーン》は嗜し虐ぎやく的に笑って、次の瞬間歯を食いしばった。

　直前でありえない静止を見せた斬ざん撃げきが、さらにありえない無反動の再加速。虚を突かれた《斬虐の女王クイーン》の腹部へクリーンヒットする。

「誰だれが身を委ねているなんて言った？」

　まだ物理法則に支配されている──そう十分に思わせてからのフェイント。

　人間だろうが《ＮＥＸＴ》だろうが、思考する主体である限り逃れることのできない、思い込みという油断を利用した蓮也に、散葉は凄せい絶ぜつに笑った。

「──は、相変わらず蓮兄くんはまっすぐで、歪ゆがんでいて──最高だ!!」

　声と共に散ちる葉はの速度がさらにあがった。

　それを認識して、蓮れん也やも自らの根幹を成す常識という枠組みを意識的に崩壊させる。

　速く、速く、その認識よりも速く──。

　互いの力の限りを尽くし、苛か烈れつに、熾し烈れつに、激烈に戦う。

　蓮也にとって、それは待ち望んでいたものだった。

　散葉という少女にとってはどうだろう。

　蓮也にはわからない。わからないが、彼女にとっても切望していたものなのだと思う。

　ならば。

「存分に戦おうか──《斬虐の女王クイーン》」

「望むところだよ──《不敗の王剣クラウン》」

　交わした言葉を楔くさびにして。

　蓮也と散葉は、終わりのない戦いの領域に踏み込んだ。
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　唐突に終わった二人の《ＮＥＸＴ》蓮也とつづりの戦いは、すぐに新たな《ＮＥＸＴ》同士蓮也と散葉の戦いを生み出しただけだった。

「なに……やってんの、あれ」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくナイエと同じように、ユウリにも彼らの戦いはまったく全容が掴つかめない。

　完全に置いていかれた状況。

　人間を超えた存在が全力で戦えば、人間には認識しようがない。

　不意に、ガツッという音がすぐ近くから聞こえてきて、ユウリはそちらを見る。

「あたしは……あたしは、なんのために……！」

《幻影の兎姫ミラージユラビツト》が悔しげに地面を蹴けりつけていた。

　彼女が本当に望んでいたものがなんであったのか、ユウリは知らない。知っているのは、彼が今対たい峙じしている少女に蓮也と同じくらい固執していたことくらいだ。

「舞まい花か……」

　その《幻影の兎姫ミラージユラビツト》にこだわっていた妃ひ継つぎが、彼女にしてはらしくなく、声を震わせる。

　──わたしたちには、なにもできない。

　たゆたう空気が唐突にそう話した気がして、ユウリは目を伏せた。

　その上で考える。この状況でユウリには、ユウリたちには本当にできることがないのか。

　ユウリの視界に広がるのは、膨大な情報の海だ。現実に見える光景と重ねられたそれらは、彼女の思考に合わせて高速で整理され、分別されていく。

　そうして分析と思考を重ねた結果出された答えは──イエス。

　感情を交えず、冷静に冷徹に客観的に。

　ユウリたちは、眼前で繰り広げられる戦いに、なんの影響も及ぼすことができない。

　ここでただ見ているほかに、できることは一切ない──。




　──本当にそうか？




　声が聞こえた。

　ユウリにとっては誰だれよりも、なによりも聞きたかった言葉で。

　現実にはありえない声。

　ただの幻聴。いわゆる空想。もっぱら非現実な、その声に。

「……できることは、あります」

　ユウリは顔を上げて、まっすぐ前を見据えた。





　　　×






　前を見た蓮れん也やは、もう何度目になるかわからない斬ざん撃げきの応酬の最後に、掌底からの回し蹴げりという、およそブレードリンクの戦いらしからぬリンケージを繰り出して《斬虐の女王クイーン》を強烈に弾はじき飛ばす。

　数十メートル背後にあったビルに激しく叩たたきつけられた散ちる葉はは、そのまま力なく地面に伏せると、

「く……くっくっくっ、あっははははははは！」

　楽しくて楽しくて仕方ない、そう言いたげに高らかに笑って叫ぶ。

「これだ──これだよ蓮兄くん！　ボクがずっと望んでいたのは！」

　倒れたまま笑う散葉に、蓮也は気だるげに、しかし油断なく見つめながら答えた。

「そりゃよかったな。お前が満足そうで結構だ」

「つれないね蓮兄くん。キミだって満更でもないくせに」

「俺が望むのはいつだってお前がそのまま寝てくれていることだよ」

「それはそれは手厳しい。けれど──嘘うそだね」

　反動をつけて立ち上がった《斬虐の女王クイーン》は、そうして酷薄に目を細める。

「蓮兄くんだって決して戦いが終わることなど望んでいない。できうることならずっと戦っていたいと思っているはずだ」

「買いかぶりすぎだな。お前がこの世界を元に戻すっていうなら喜んですぐに降参する」

「嘘ばかり」

「心の底から本心だ」

　お互いに誰よりも長い時間を共にした相手なのに、口を開けば異なった意見を言い合う。

　それがたまらなく心地いい。

　たとえ本当は納得していても、「いやそれは」と言ってしまいたくなる不思議な関係。

　蓮れん也やにとって、あるいは散ちる葉はにとっても──かけがえのない相手。

「まあ蓮兄くんが素直じゃないのはいつものことだね」

　同じようなことを考えていたのか、軽く肩をすくめてみせた散葉は、すぐにまた冷たい眼まな差ざしを向ける。

「そんな蓮兄くんのために──優しいボクは素直になれるよう本気を出してあげよう」

　瞬間、蓮也の背筋をわけのわからない寒気が走った。

　冷たい言葉。はったり。そんなものは兎と神がみ散葉にとっては日常的に使用されるものだ。

　今さらなにを──そう考えかけて。




「なにをのんびりしているのかな」




　背後から聞こえてきた散葉の声に。

　蓮也は驚きよう愕がくするより先にその場から離脱した。

　──なんだ？　なにが起きた？

《ＮＥＸＴ》における任意の瞬間移動という手段は、すでに散葉自身が封じ、蓮也もその効力を確認している。

　もちろんスキルの中には瞬時に背後に回りこむようなものもあるが、ここまでの戦いがそうであるように、蓮也たちは一切それらを使用していない。システムの補助を強制的に受けるスキルのほうが今の蓮也たちには隙すきが大きすぎて実用に耐えないからだ。

　スキルの発動があれば、その発動前に感じ取れた。だからスキルではない。

　残るのは単純な速度での移動だが──

「さあ、考えるといい」

　再び、散葉に背後へ回られていて。

「────!?」

　今度こそ驚愕した蓮也は、彼女が振り上げた大おお鎌がまが月光を照り返すのを目の当たりにし、

「そして、出来るなら見破り乗り越えてほしいものだね──《不敗の王剣クラウン》」

　無茶ぶりにもほどがある──そう思いながら、蓮也は美しい銀閃をその身に受けた。
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「おかしい……千せん宮ぐう蓮也がいっぽうてきにやられすぎている」

　妃ひ継つぎの呟つぶやきに、ユウリは眼前で準備していた『それ』から顔を上げる。

　同じように蓮也の戦いに注目し始めたナイエも同意するようにうなずいた。

「ホントだ。蓮センパイらしくないね」

　それまで互角の戦いを見せていたはずの《不敗の王剣クラウン》と《斬虐の女王クイーン》──《ＮＥＸＴ》同士の戦いは、少し見ないあいだに一気に様相を変えていた。

　もちろんすべてが見えていたわけではない、というよりほとんど認識の外にあったことだが、少なくとも戦闘が中断する、どちらかが吹き飛ばされたり叩たたきつけられたりする瞬間の静止画は、先ほどから蓮れん也やばかりになっていた。

「なんで……さっきまで蓮也が押していたはずなのに」

「そう、なんですか？」

　最強の一端を担う《刻印者ナンバーズ》らしく、ユウリでは認識するのもほぼ不可能な戦いを舞まい花かはそれなりに追えていたようで、ある程度のやりとりを語ってくれた。

「《斬虐の女王クイーン》が本気を出すと宣言してから、一方的にやられるようになった……それも不可解な方法で」

「不可解な方法？」

「見ている限りでは、瞬間的な移動をしているとしか思えない」

「んん？　でもそれ、世せ良ら樹きつづりもやってなかった？」

　率直に訊きいたナイエに答えたのは、すぐ隣で戦闘を見つめたままの妃ひ継つぎだった。

「《終焉の黒ブラツクステイシス》がつくった特殊なふぃーるどは、もうとけている。それに、もしそのりゆうでしゅんかんいどうができているなら、おなじ《ＮＥＸＴ》の千せん宮ぐう蓮也にもできるはず」

「なのに、先輩はそんな様子は見せず、《斬虐の女王クイーン》のそれに翻ほん弄ろうされ続けている……」

　確かにおかしい。

　なにより、蓮也がずっと対応できていないことが気になった。

　ユウリの知る千宮蓮也──《不敗の王剣クラウン》は、どんな絶望的な状況も、ひっくり返すだけの驚異的な集中力──世界の深しん淵えんにまで達する思考力があった。

　彼の強さの理由は《インディフィニット》というブレードの性能ではなく、その思考力だとすら思えるほどに。

　そう、考えたところで。

　──お前が脅威だと感じるものすべてが俺の武器だよ

　不意に思い出した蓮也の言葉。

　脅威だと、感じるもの。武器──。

「……ユウリ？」

　訝いぶかしげに尋ねる舞花の声が遠くなる錯覚。

　目を見開いたまま、自分でもわからなくなるほど高速で思考するユウリは、導き出された答えに、蓮也がするように──笑った。
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「あっはははははっ、どうしたのかな《不敗の王剣クラウン》!!」

　高らかに笑う《斬虐の女王クイーン》は、自ら行った本気宣言以降、その二つ名通りの行動オーバーキルをほしいままに行っていた。

　体力ゲージのないこの世界では、意識を失わない限り負けるということはありえない。

　それはつまり、意識を失うまで攻撃され続けるのと同義だった。

「まさかこの程度で終わりだと言うつもりはないだろうねっ？　蓮兄くん！」

　どこまでもハイに、けれど途方もなく冷静クールに。

　散ちる葉はは蓮れん也やを一方的に斬きり刻んできた。

　蓮也もわざと攻撃を受けているわけではない。当然回避なり受けるなり反撃するなりの行動を取ろうとするのだが、そのたびに彼女は不可解に消えるのだ。

　今までも相手がこちらの想定しない、あるいは考えも及ばない行動を取ることはあった。

　そのたびに蓮也はそこにあった仕組みを解明し、攻略し続けてきたのだが──どれだけ集中し、考えても、答えが出せない。

　散葉のそれは、端的な瞬間移動を行っているとしか言いようがなかった。

　そしてそれは、つづりが──《終焉の黒ブラツクステイシス》が持っていた普通の人間に対するアドバンテージの一つに他ほかならない。

　最凶の名を冠した《斬虐の女王クイーン》が、さらに絶対的アドバンテージを得る──。

　その事実は《不敗の王剣クラウン》と言えど、一方的に斬られ嬲なぶられ続ける理由に十分すぎて。




　──らしくないですね




　不意に。

　ユウリの声が聞こえた気がして、蓮也は目を見開く。

　あまりに斬られ、ダメージを受けすぎて、意識がもうろうとしているせいかもしれない。

　幻聴が聞こえるなんて……そう思いかけて。

　──先輩ならこの程度のことはすぐに気づいて然しかるべきだと思うのですが

　今度こそはっきりと聞こえたユウリの言葉に。

　語調と反して、妙に嬉うれしそうなその声に、思わず蓮也は口元を弛ゆるめて心の中で問い返す。

　──《終焉の黒ブラツクステイシス》に俺が喰くわれたのはわざとだと気づけなかったのは誰だれだ？

　──あ、あれは……

　あっさりと慌てはじめたユウリの反応に満足し、すぐにそんな場合ではないと思い直す。

　──で。《絶対同調テスタメント》を使ってまで伝えたかったことはそんな皮肉だけか？

《絶対同調テスタメント》。かつて舞まい花かたちと戦ったときに、ユウリが使用した、すべての感覚を同調させる能力。

　ダイレクトメッセージが通常使用できない今、秘密裏に意思伝達をするにあたってわざわざ使用したのだろう。

　──それはすぐに気づいてしまうんですね先輩

　どこかふてくされたような声が、すぐに真剣なものに変わって。

　──でしたら、彼女が使っている特性にも思い当たるはずです

　……特性？

　急速に思考が加速する感覚。現実には散ちる葉はの斬ざん撃げきに晒さらされ続けているのに、認識する主体はモニタ越しにそれを眺めているような錯覚。

　いくつも並ぶモニタを前にしながら、蓮れん也やのすぐ隣に立つユウリは言った。

「先輩。先輩の武器は──《不敗の王剣》の武器はなんでしたか？」

　言葉と共にユウリとモニタが消え、目の前の散葉だけが現実になって《クロノスサイズ》に大きく斬きられる。

　表向き反撃を繰り出そうと動いた蓮也は、その実散葉の動きだけをじっと見つめ続けた。

　斬ざん撃げきが当たる──そう思ったその瞬間に、もう何度目になるかわからない『それ』が発動し、散葉は蓮也の背後に回りこんでいた。

「斬られるだけが趣味とは蓮兄くんも変わったね！」

　再びの鎌かまによる連撃とはっきり挑発だとわかる言葉。

　それらを無視し、蓮也はひたすらに思考する。

　──《不敗の王剣クラウン》の武器とはなにか。

　そんなもの──考えるまでもない。

　蓮也の目の前では今も容赦なく時間が流れ、散葉の『それ』は繰り返し使用されていた。

　一方的に斬られながら、蓮也は冷徹に観察する。観察しながら思考し続ける。

　変わらず残るのは、散葉が消える感覚だ。本当に消えているのか。本当に消えていないのだとしたらなにが想定できる？　たとえば──舞まい花かの使う幻影。認識に働きかける能力。……違う。舞花の幻影とは違うと断言できる。幻にも連続性はあるが、散葉のそれには連続性がない。どれだけ攻撃を追おうとしても、ぷつりと途切れる瞬間がある。

　──途切れる、瞬間？

　ざらつく違和感。なにかが、伸ばした手に引っかかる、感触。

　連続性が、ない。連続性。連続性という概念が、なにを意味するのか──

　論理の積み重ねの末に走ったのは、絶対的な閃ひらめき。

「──ああ、そういうことか」

　不意に呟つぶやいた蓮也は、傲ごう岸がんに笑った。





　　　×






　突然笑った蓮也に、散葉はわずかに訝いぶかしんだだけで、特段気にも留めなかった。

　それよりも今は、全力を尽くせることが、全力を尽くして蓮也を斬り刻めることが、脳髄が弾はじけ飛とびそうなほど楽しくて楽しくて楽しい。

　兎と神がみ散葉にとって、千せん宮ぐう蓮也は疑いようもなく運命の相手だった。

　それは散葉が《ＮＥＸＴ》に覚かく醒せいする前も、《ＮＥＸＴ》に覚醒した後も、変わることのなかった不変の真実。

　その運命の相手が、散ちる葉はの思ったとおりに《ＮＥＸＴ》になり、今こうして同じ立場でブレードを交えている──。

　これほどの幸福が存在しえようか。

　だからどれだけ蓮れん也やが一方的に斬きられ続けようと、散葉は手を抜かない。このとてつもなく幸せな時間がずっと続くためには、そんな無粋なことは出来るわけもないのだ。

　そう、その結果、蓮也が壊れてしまったとしても。

　自虐に満ちた笑みを浮かべた散葉は、そうして『それ』を使用し、蓮也の背後に悠々回りこむと、さらなる斬ざん撃げきを繰り出して。

「──！」

　斬り刻みながら、驚きに目を見開いた。

　蓮也を斬ったのは散葉で、にもかかわらず散葉が蓮也のリアクションに驚くという矛盾。

　その理由を、散葉自身が口に出す。

「──なぜ追える？」

『それ』の発動中、人間に限らずあらゆる存在は決して動くことができない。

　散葉を除いて、すべての人間は絶対にその攻撃には反応不可能なのだ。

　それなのに──。

「連続性だ」

　蓮也が。

　先ほどまで焦燥さえ滲にじませていた好敵手が、口元を歪ゆがめて。

「お前の攻撃にはずっと違和感があった。結果に至る過程、行動と行動を繋つなぐ連続性の不可解な断絶。結果、瞬間的に位置が動いたように感じられる。ではその連続性とは、常に流れているはずのそれが断絶される、それとはなにか？」

　人差し指が、《インディフィニット》を持つ右手の手首をとんとんと叩たたく。

「時間だよ。より正確には『時間停止』──それがお前の能力の正体だ」

　疑う余地は一切ない。

　そう言いたげな表情を目の当たりにして、散葉もまた傲ごう然ぜんと笑ってみせた。

「ご明察だよ蓮兄くん」

　散葉を除くすべての人間の主観時間を短期間停止させる『時間停止ワールドエンド』。

　それこそが散葉の持つ──否、散葉のブレードが持つ根元概念だ。

　この短い時間でそこまで至れた蓮也に、散葉は涙が出そうなほどの嬉うれしさを禁じえない。

　これなら──彼ならまだいける。

　抑えようとしても抑えきれない感情に突き動かされるように、散葉は言う。

「正解のご褒美に教えてあげよう、蓮兄くん。そもそもブレードはその絶対特性を規定する根元概念が三つに分かれている」

　語りながら三度剣けん閃せんを放つと、《不敗の王剣クラウン》はそれらを捌さばき、弾はじき、かわす。

「その三つとは『時間』『空間』そして『認識』。《刻印者ナンバーズ》に限らず、ブレードを真の意味で使いこなすことができれば、彼らは必ずそこに固有の特性というものを見いだすことになる。その各人固有の特性を根源的に分別すればそれら三つの概念に行き着くわけだ」

　たとえば散ちる葉はのそれは時間、舞まい花かのそれは認識、妃ひ継つぎのそれは空間という具合に。

　そう続けながら散葉は思う。この思考は蓮れん也やならいずれ辿たどり着くことができただろう。

　だが──今、この場で、散葉が口にしたということに絶対的な意味がある。

「換言すれば、人とはこの三つを魂に刻み込まれているとも言えるわけだ。魂に刻まれる三つの根元概念。では」

《クロノスサイズ》を片手に持ち、まっすぐ刃を向け、小首を傾かしげて、笑む。




「千せん宮ぐう蓮也のそれに刻まれているのは？」




　その言葉は、蓮也の思考を、思考の奥で閉ざされていた扉を、開け放つ。

　瞬間、それまで手にしていたブレードという武器が。《インディフィニット》という名で規定されていたシステムが。

　はっきり自らの一部だと、千宮蓮也の根元であると、一にして全であると──理解する。

　そうしてその概念が示すのは──

「まあいうまでもなく認識だろうけどね。ボクの『時間停止ワールドエンド』には継ぎ目がある。その継ぎ目を認識観測していた……といったところかな？　でなければ先ほどのボクの『時間停止ワールドエンド』に反応できるわけがない」

　肩を竦すくめ、あっさりと言った散葉に、蓮也は目を閉じ、すぐに開いて。

「──それはどうかな？」

　不敵な笑みと共に添えられた答えに、散葉もまた目を見開き、傲ごう然ぜんと笑う。

「そう……そうだ、それでこそだよ《不敗の王剣クラウン》っ！」

　言いながら、蓮也に向かって瞬発し──消える。

「言い忘れていたけど」

　左斜め後ろから聞こえてきた声。

「ボクは蓮兄くんの根元概念が認識だと知っていた」

　感覚をそちらに向けたそのときには、すでに気配は右斜め上にある。

「あらかじめ知っていることのアドバンテージがどれほど大きいか──蓮兄くんなら理解できるはずだ」

　正面に立っていた散葉が、指先で蓮也の胸をとんとついて。

　次の瞬間、蓮也はあらゆる角度から全身を斬きり刻まれた。

「──」

　主体者のいない、斬ざん撃げきだけの現象。

　当然それは認識上の問題で、現実には散葉が蓮也に観測される隙すきも与えないほど『時間停止ワールドエンド』を本気で使ったにすぎない。

　本気を出す、そう言いながらまだ手を隠していた、ただそれだけのこと。

　その常に先を行っている姿に、蓮れん也やは言いようのない懐かしさを感じる。

　旧ブレードリンクで一度として勝ち越すことのできなかった相手。

　こちらが彼女の位置に到達したと思ったそのときには、常に一段上から見おろし、手招きしている。

　散ちる葉はと戦い、散葉を追いかけるだけで、蓮也は高みに登り続けることができた。

　それは途方もなく心地よくて──

「だからこそ、終わらせる必要がある」

　呟つぶやいた蓮也に、再び距離を取った場所に現れた散葉が笑う。

「残念ながらそれは不可能だ蓮兄くん。主導権は依然としてボクにあるんだよ。認識は時間を観測できても、『時間停止ワールドエンド』を観測することはできない」

　なるほど確かに人間は時間を数えることはできても、その歩みを止めることも止まった状態を見ることもできないだろう。

　だが。

「それがどうした？」

　蓮也は言う。

「お前の勝手な解釈は俺にはどうでもいい。それともつづりあいつのようにそれがお前の世界の絶対真実だとか言うクチか？」

　不意に笑みをしまい込んだ散葉が、すぐにまた唇をつり上げて。

「……は、そういう大言壮語は嫌いじゃないけど──実力が伴っていないとね！」

　姿を消した。





　　　×






「……は、そういう大言壮語は嫌いじゃないけど──実力が伴っていないとね！」

　言いながら、時間を止めた散葉は、灰色に染まった世界をただ一人動く。

　散葉の『時間停止ワールドエンド』に制限はない。彼女がそう願う限り何度でも、繰り返し使用可能だ。

　だからごく短い『時間停止ワールドエンド』でも、現実にはいくらでもその期間を延ばすことができる。

　継ぎ目を作っていたのは、それが彼に混乱を呼んでいたからだ。はじめから継ぎ目のない『時間停止ワールドエンド』を使用していたらあのような反応を引き出せない。

　まずは蓮也を混乱させ、考えさせることに意味があったのだ。

　絶え間なく『時間停止ワールドエンド』を使用しながら、散葉は直前に蓮也が口にした言葉を考えていた。

　──それがお前の世界の絶対真実だとか言うクチか？

「……不本意ながらそのとおりだよ蓮兄くん」

　いや、《ＮＥＸＴ》である限りその感覚は本来当然であるはずなのだ。

　世界はどこまでいっても自分の世界で、そこでの真実はそのまま世界の真実なのだ。

　だから散ちる葉はは──

「だからお前はこんな馬ば鹿かげたことを画策したわけか」

　その声は。

　絶対に。世界の原則として根源的に。

「……ありえない」

　思わず呟つぶやいた散葉に、彼は不満げに首を傾かしげる。

「そのセリフいい加減聞き飽きたな」

　そうして灰色の世界を当然のように動く蓮れん也やは言う。

「お前の世界の真実は世界の真実じゃない……ただそれだけのことだろ」





　　　×






「なぜ、動ける……」

　散葉の疑問は、蓮也からすれば愚問だった。

「なぜ動けないと思った？」

「……無茶苦茶だね」

　呟いた言葉と裏腹に、散葉は妙に嬉うれしそうに続ける。

「そもそも蓮兄くんのブレード、根元概念は認識だ。《インディフィニット》は蓮兄くんの認識で思うままに変わっている。時間や空間とは関係ない。そこは動かせない──」

「なら動かせるのは？」

《インディフィニット》は蓮也の認識でいくらでも変わりうる。つまり根元概念は認識。そこが動かせないのであれば、動かせるのは？

「──」

　虚を突かれたように黙った散葉を見て、蓮也は言う。

「変わらないものなどない。時間も空間も認識も、その枠組みさえも」

　蓮也の根元概念ブレードが認識なら、認識が時間を捉えられないというその認識自体を変えればいい。

　つまり。

「──『規定されないインデイフイニツト』。そうか……蓮兄くんの根元概念は、変化……！」

「だから、その固定された発想自体を捨てろって言ってんだよ」

　手を振った蓮也に合わせて、灰色の世界がカシャァァンという音を立てて壊れた。

　動き出した時間の中で、蓮也は変わらず散葉を見る。

　そうして、散葉は、絶対不変の彼女は──笑った。

　自分の想定を超える成果に。

　どうしようもなくうまくいきすぎた現実に。

「かつて人の認識作用、その根元形式には時間と空間があると論じた哲学者がいたけれど……ようするに蓮れん兄くんはその逆を行くというわけだ」

　ぼやきながらくっくっと咽のどの奥が震えて、勝手に笑みがこぼれてしまうことに気づく。

　散ちる葉はは、どうがんばっても笑いを堪こらえることができないのだと悟って、もうだらしなく緩む表情をコントロールするのを諦あきらめた。

　代わりに腕を広げ、全身に力を漲みなぎらせる。

「最高だ……最高だよ蓮兄くん……キミはボクの想定を超えた。やっぱりボクの運命の相手なんだ──！」

　感極まり、いまにも泣きそうな散葉に、蓮れん也やは淡々と言う。

「……そうかもな」

　呆あきれた表情。その反応に、わざとらしく肩を竦すくめる。

「つれないね、つれない。でもそれもいいよ」

「もうお前なんでもいいんだろ？　無茶苦茶だぞ」

「ボクが無茶苦茶じゃないことなんてあったかな？」

「ないな」

「即答とはひどい」

「考える余地もないからな」

　心地いい会話。まるでそう話すのが前世からの、あるいは来世でも、もしくはたった一度きりの決まりであるかのように──しっくりとくる。

《不敗の王剣千宮蓮也》は、今はっきりと《斬虐の女王兎神散葉》の想定した想定外となった。

　散葉が持っていた既知というアドバンテージは引きはがされ、ここから先はどんな展開が待っているかまったくわからない。

　それが。

　それこそが──兎と神がみ散葉という《ＮＥＸＴ》の望みだった。

「ねえ、蓮兄くん。ボクはキミがなにをするのか、なにを考えているのかまったくわからない」

　胸に手を当てて、散葉は昔、ブレードリンクをはじめて行ったときに感じたのと同じ期待──ときめきを込めて、言った。

「キミもそうだろう？」

　問いを投げられて、蓮也は視線を落とす。

「……そうだな」

　端的な肯定の言葉。散葉にはそれで十分だった。

　一転して獰どう猛もうな笑みを浮かべた彼女は、低い姿勢で大おお鎌がまを構え、抑えきれない闘争心を三日月に開いた口から漏らす。

「じゃあ戦おう。まだ、まだまだ、まだまだまだ──永遠に、戦い続けよう──！」

　限界まで引き絞られた弓のように、大鎌を後ろに引き、今にも放たれようとした散葉に。

　蓮れん也やは言う。




「いいや戦わない」




　ゆっくりと首を横に振って。まっすぐに目を合わせて。

　静かに告げる。

「もう、十分だ」

　そのセリフは。蓮也のその意思表示は──散ちる葉はにとってなによりの予想外だった。

「なにを、言ってるのかな？」

　意味がわからない。意図がわからない。意志がわからない。

　こんなわからないは、必要ない──。

　無表情で見つめていると、蓮也はそっと視線をそらした。

　つられるようにそちらを見た散葉は、ずっと傍観者に徹していたユウリたちを確認する。

　そうして、彼女たちが固唾かたずを呑のんで蓮也を見ていることに気づいて──急速に冷めた。

「……なんだそういうことか」

　そういうことか、そういうことか。

　繰り返し呟つぶやいた散葉は、自分の意志とは関係なく唇が吊つり上がるのを感じて、意図的に明るく言う。

「そういえば、蓮兄くんには今回の件について、ボクが目指してきたものについて、なにも話していなかったね」

　大おお鎌がまをくるくると振り回し、肩に担いだ散葉に、蓮也は目を細める。

「……《世界変革計画プロジエクトシフト》はお前が介入して、お前によって促され、お前によって乗っ取られた。それだけはわかる」

　世せ良ら樹き我が光こうがかつて画策し、『第六機関シツクスオルガン』が引き継ぎ、世良樹つづりが完成させた計画。

　それはしかし、あまりにも多くの部分を兎と神がみ散葉という人間に頼っていた。

「そうだね。──でも違う。言ったはずだよ蓮兄くん。ボクは彼女たちの世界には心から興味がない。ボクはボクだけのために世界を変革するとね」

　散葉だけのための世界。それは。

　──ボクが望むのは同じ神になった蓮兄くんとの再戦──神と神による永遠の戦いだ

　かすかに寂しさのようなものを漂わせて、散葉は遠くを見る。

「蓮兄くん。ボクは《ＮＥＸＴ》として覚かく醒せいし、無意識に世界の側からの認識を拒絶していたときに、全部知ったんだ。……あるいは今のキミにもわかるはずだ。人は人と根源的に繋つながらない。ボクの世界とキミの世界は絶対的に不干渉なのだと」

「…………」

　かつて散葉が口にしたセリフ。

　世界は思った以上に単純に出来ていて、とても悲しい構造をしている。散葉の世界は蓮也の世界と決して交わらない。不幸なのはすれ違うことではなく、すれ違うことすらできないこと──。

「……そうだな」

《ＮＥＸＴ》となり、世界を、現実に実現する世界だけでなく、実現しない世界まですべて認識できるようになった蓮れん也やにはわかる。

　どの可能世界にも、蓮也が他者と真の意味で交わる世界は存在しない。それは可能性の問題ではなく、構造的な、概念としてそうできているのだ。

「俺とお前は……自己と他者は交わらない。交わらないから、他者なんだ」

　それはとてつもなく悲しいことで、どうしようもない事実。

　蓮也の同意が得られて、散ちる葉ははほっとしたような、でもそのことが寂しいような、複雑な表情を浮かべる。

「そう……決して他者の世界と交わることはない。交わらないのなら、仕方ない。ボクはその点については諦あきらめることにした。そしてその代わりに──戦いを求めた。どういうわけか、ボクは生まれつき斬きるということに異様な興奮を覚える人間だったんでね」

　おどけるように肩を竦すくめ、大きな鎌かまを揺らす。

「そこからは簡単だ。ボクはどうすればより大きな快楽が得られるかを探った。そしてそれは、可能な限り対等な、あるいはこちらの想像を超える人間と全力で戦ったときに得られるのだと知った。そのことを教えてくれたのは他ほかならぬ蓮兄くんだけどね」

「俺はお前の異様な性癖を満足させるための道具だったのか……」

「そうさ。ボクの性癖を増長させたのは蓮兄くんだとも言える。責任をとってくれたまえ」

「勝手に道具にして使った上、さりげなく無茶な要求までするな」

　呆あきれるようにため息を吐いた蓮也に、くっくっと悪戯いたずらめいた笑みを浮かべる散葉。

　そんな二人を見て──舞まい花かが静かに呟つぶやく。

「そのために……そのためだけに、こんなことを起こしたの？」

　問い詰める声は、どこまでも硬くて。

「家族に、みんなに迷惑をかけて、こんな大事にまでして──」

　吐き捨てるように、言った。

「馬ば鹿かじゃないの」

　強い語調。誰だれが聞いてもわかる、ストレートな怒りの込められた言葉。

　散葉はそちらを見ず、まるで蓮也に言っているかのように身体からだすら向けずに嘲ちよう笑しようする。

「誰になにを言われても構わないけれど、ボクを通してしかボクの空白を埋める形でしか蓮兄くんにアプローチできなかった人間がそれを言うのは、呆れを通りこして滑こつ稽けいだね」

「────」

　発作的な衝動が、舞花の身体を突き動かそうとして、

「兎と神がみ先輩！」

　すぐ隣にいたユウリが、懸命にその腕を引いて止める。

　すでに舞まい花かの肉体はボロボロで、ユウリの拘束を振りほどく気概すら持てなくて。

「……そう、だよ」

　ぐっと唇を噛かみ、舞花は言い放つ。

「そうだよ！　あたしは、散ちる葉はを通してしか……散葉がいなくなった後でしか蓮れん也やと触れ合うことができなかった!!　それのなにが悪いの!?」

　幼なじみなのに。同じ年なのに。舞花だって蓮也と一緒に遊びたかったのに。

　その場所にはいつも散葉がいた。

　舞花には稽けい古こがあるから。蓮也との共通の趣味なんてないから。お姉ちゃんだから──散葉に譲ってあげないといけない。

　そう言い訳して、言い訳し続けて。自分と向きあわなかった。

　そのことに気づいたのは、散葉がいなくなったあとだ。

　散葉が自分のことしか考えていなかったように──舞花もまた自分のことしか考えていなかった。

「散葉は自分の都合で絶対にまた蓮也を巻き込む……だからそんな蓮也をあたしは護まもる──そんなの自己満足のわがままで、散葉と同じことだなんて──わかってる……わかってるよ……でも──」

　その先を続ける前に、舞花の身体からだが吹き飛ぶ。

　吹き飛ばしたのは。

「……つくづく度し難いね」

　穢けがれたものを振り払うように大おお鎌がまを一いつ閃せんさせた散葉は、姉そっくりの硬い声で言う。

「心から、我が姉と思いたくない愚劣さだ」

　ため息を吐き、再び蓮也のほうへと振り返った散葉は。

「ああすまないね蓮兄くん。話の途中で──」

　眼前に小柄な少女が立っていることに気づいて、眉まゆをひそめる。

「妃ひ継つぎ……」

　ナイエの声を無視し、妃継は彼女にしては最高に険しい表情でじっと散葉を睨にらみつけて。

「あなたに舞花のなにがわかるの」

「……面白いことを言うね」

　少しも面白くなさそうに言って、散葉は軽く肩を竦すくめ──自らの頬ほおに飛んできた手を、反射的に受け止めた。

「なんの冗談かな？」

《斬虐の女王クイーン》に向かって平手打ちを放った妃継は、怯ひるむことなく前を向き続ける。

　いくら待っても逸そらされないまっすぐな視線に、散葉が辟へき易えきしていると。

「姉が妹と仲良くしようとすることの──なにが悪いんですか」

　横目に見たユウリのすぐ後ろには、彼女そっくりのナイエの姿がある。

　ふと視線を廻めぐらせれば、蓮也もまた散葉を責めるように見ていた。

「……やれやれ」

　どうやらこの問題を解決しなければ先には進めないらしい。気だるげな態度を隠すこともなく、散ちる葉ははなんとか起きあがろうとする姉を睥へい睨げいしながら言う。

「そもそも仲良くするというのは、相手がそうしたいという前提のもとで成り立つ事象だ。ボクは少なくともあれと仲良くなりたいと思っていない」

　まあ向こうもそう思っているとは到底考えられないが。そう付け加えようとした散葉に、ナイエが口を挟む。

「あのさーその前提なら誰だれも誰かと仲良くなれなくない？　だってチルチルが考えてるのって他人と交われない、つまり他人の考えてることが絶対わからない世界なんでしょ？　そもそも相手がそうしたいと思っているってこと自体がわからないじゃん」

　相手が仲良くなりたいと思っている。そういう相手とのみ仲良くなれる。もしもそんな世界なら、それは散葉の考える世界と矛盾する。

　つまり、この世界には仲良くしている人間など存在しないことになる。

「……だからボクは」

「だれともなかよくなるつもりがない。じぶんとたにんの世界はまじわらないから──もしそういうつもりなら」

　妃ひ継つぎが早口に、言う。

「千せん宮ぐう蓮れん也やだっておなじはず。あなたは千宮蓮也ともなかよくしたいとおもっていないの？」

　平淡なのに、無性に熱を感じる言葉に、散葉は皮肉っぽく笑う。

「そう言ってるつもりだったんだが、キミたちには通じなかったかな」

「……じゃあ」

　ざりっと音がして、立ち上がった舞まい花かが、泣いているような、悔しそうな、複雑な表情で言った。

「なんで蓮也と、戦おうとしたの？」

　鬼気迫る表情なのに、なぜかその声は無性に穏やかで。

　散葉は思わず彼女の顔を見つめていることに気づいて、すぐに目をそらした。

「……言っただろう、ボクは斬きることに」

「だから、その相手に、なぜ蓮也を選んだの？」

「──」

　蓮也を運命の相手にした理由。

　斬るだけなら、誰でもよかった。全力を尽くせる相手を欲していたのなら、《ＮＥＸＴ》でも、世せ良ら樹きつづりでもよかった。

　そうではなくて。

　蓮也でなければならなかった理由。

　……そんなもの。

　そんなものは──。

「口にできないことが答えなんじゃないですか」

　目の前に立ったユウリが言って。

「どういう……意味かな？」

　もう散ちる葉はは笑っていなかった。

　笑おうとして、強ばった表情を浮かべるだけ。

「あなたはずっと先輩とわかりあいたいと思っていた。でも世界がそうできていないと、根源から理解して、絶望して──表向き諦あきらめることにした」

　表向き。

　どうせ世界が交わらないなら別のことに、自らの快楽を追求することに集中しよう──

「でも、あなたの興味は、結局先輩に向いたままでした。他ほかならぬ先輩と戦うために、世界を変える。あなたが口にする言葉はそれだけなのに、行動はずっと先輩を理解したいと思い続けていた──」

「違うっ!!」

　声を荒げた散葉は、そんな感情を発露したことに自分で驚き、口を押さえる。

　なんだ。なんだ。この感情は。こんな想おもいは知らない──。

「散葉」

　不意に蓮れん也やに声をかけられて、散葉はびくりと背中を震わせる。

　それからゆっくりと振り返り、無理矢理笑みを作って言う。

「あ……ああ蓮兄くん。蓮兄くんなら、《ＮＥＸＴ》になった蓮兄くんだけは、わかってくれるだろう？　ボクは、ボクの──」

「お前が言ってることは正しいよ」

　正しいという肯定の言葉。それがなぜか、胸に突き刺さるようで。

「世界は決して交わることがない。俺は俺で、お前はお前だ。それ以外には絶対にならない。けどな──そんなことはみんな知ってるんだ」

《ＮＥＸＴ》であろうとなかろうと。

　人はみな独りだ。

　そんなことは、誰だれだって知っている。

「その上で、みんな誰かと繋つながりたいと想ってる。世界が重なればいいと願ってる」

「……そうだ。でもそれは彼らがただの人間で、ボクたちのようにあらゆる可能性を見ることができないから、もしかしたらというありもしない幻想に期待して──」

「違う」

　首を横に振って、蓮也は自分の胸に手を当てる。

「俺もそうだ。世界の仕組みがそうなっているとどうしようもなくわかっていても……わかっているからこそ、願う。理解したいと努力し、繋がりたいと欲する」

　蓮也はユウリを見て、舞まい花かを見て、ナイエを見て、妃ひ継つぎを見て──散葉を見る。

　じっと、挑むように。

　その眼まな差ざしは、執しつ拗ように蓮れん也やにこだわり、蓮也との戦いだけを考えていた自分と、どうしようもなく重なって──。

「…………敵かなわないな」

　視線を落とした散ちる葉はが、静かに笑う。

　そうして寂しげに口を開き──

　突然、世界が歪ゆがんだ。
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　唐突に起きた激しい地震はラグを伴いつつ、周囲一帯の建築物を軒並み崩していく。

「──はぁ!?　なになになにっ!?　なにこれええ!?」

　響きわたる轟ごう音おんに負けないよう声を上げたナイエに、すぐ隣で座り込む妃ひ継つぎが答えた。

「このフィールドが──世界ぜんたいが、ほうかい、してる」

『完全無欠の鎧ナイトアーマー』に必要な数値を入力していた妃継は、いち早くこの事態に気付き、対応することができた。

　だが、それは端的な事実を見つけられたことくらいで。

「これは困ったな」

　空中に浮いているがために地面の揺れを無視した散葉が、ため息をつく。

「この展開は予想してなかったよ。《ＮＥＸＴ》同士というのもなかなか不便なものだね」

「なにが、起きているんですか──？」

　すでに立っていられないらしく、ユウリが地面に手をつけたまま尋ね、

「……どうやらあいつの願望は、意識を失ってなお続いていたらしいな」

　舞まい花かを支えたままじっと一点を見つめた蓮也が言う。

「ありていに言って、臨界現象だ」

　そう口にした蓮也の視線の先にいたのは──倒れ伏したままの世せ良ら樹きつづり。

　彼女の周囲が一際黒く歪ゆがみ、ときおりバチバチと音を放っている。

　わかりやすい異常事態に、ナイエが眉まゆをひそめた。

「なにあの黒いの……」

「たぶん、世良樹つづりがとうごうしたパーソナリティのしゅうごうたい」

　この状況でも忙せわしなく指を動かし、データを打ち込み続ける妃継が、拡張認識レイヤードリアルに表示されたウインドウを見てかすかに目を細める。

「世良樹つづりは、かくこじんをこんすいじょうたいにしたうえできゅうしゅうしていたけど……そのいしきがぜんぶ目覚めてがんぼうだけがぼうそうしている」

　そうして蓮也たちの見ている前で、その異常はゆっくりと起き上がり、どこにも向いていない目を見開いた。

「アアアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　声とも思えないような声が響きわたり、そこら中の建築物や建築物だった破片が、彼女に向かって吸い込まれていく。

　ユウリたちにとって、それは激しい風程度のものでしかなかったが──

「なん、だ……これは」

「──ふ、ふ、そう、きたか……！」

　蓮れん也やと散ちる葉は、《ＮＥＸＴ》である二人をゆっくりと引き寄せていく。

「先輩!!」

　地面を削り、一気に引き寄せられそうになった蓮也に、ユウリの鞭むちが間一髪巻き付き、

「おねーちゃん！　──妃ひ継つぎ！」

　妃継の『劇的な進化アルテイメツトブースト』が働き、ナイエは即座に『餓が獣じゆう焔えん喰しよく』を使用して鞭ごと持っていかれそうになったユウリを押さえつける。

　そのままどうにか耐え忍んだ蓮也とは裏腹に──。

「散葉っ!?」

　舞まい花かが叫び、散葉に伸ばした手は──空を切る。

　妙に達観した表情を浮かべた散葉は、そのまま一気に吸い込まれていって──

「先輩──!?」

　突如ユウリの鞭を解いた蓮也が、自ら加速し、吸い込まれる直前の散葉に《インディフィニット》を投げつける。

　散葉の太ももに短剣が突き刺さると同時に、蓮也は声をあげた。

「引け！」

　突き刺さった短剣の柄には、ユウリの鞭が絡みついていた。

　舞花も加わり、均衡する引き合い。

　そのあいだに蓮也は鞭を辿たどって散葉に至ると、助け出す前にその細い肩を掴つかみ地面に叩たたきつけるようにして怒鳴った。

「なにを考えてる!?」

「……藪やぶから棒にひどいな」

「ひどいのはどっちだ……！　勝手に独りで終わらせようとするな!!」

「終わらせる……？　なんのことかな」

「──気づかないと思ってるのか」

　低く脅されて、散葉は薄く笑う。

「……まさか。蓮兄くんならすべて理解してると思っているよ」

　理解した上で、行った──そのことに、蓮也は唇を強く噛かみ、鋭く目を細める。

「自分が吸い込まれればそれで終わる──そんな自己犠牲で許されると思うなよ？」

　散葉が吸い込まれれば終わる……そう、散葉はわざと吸い込まれていったのだ。

　世せ良ら樹きつづりを媒体に統合された人々の──《世界の意志》は、明らかに蓮也と散葉という《ＮＥＸＴ》を取り込もうとしていた。

　もし《ＮＥＸＴ》が吸収されることでその行動が止まるなら。

　自分が吸い込まれるのが道理だ。

　そんな散ちる葉はらしからぬ考えに、蓮れん也やは再度怒りがわいてきて、




　──先輩の武器はなんでしたか？




　不意に聞こえてきた幻聴に、蓮也は急速に頭が冴さえていくのを感じる。

　この状況で感情のままに動くことに、なんの意味がある？　どうせやるのなら、とことんまで考え尽くせ。考えて考えて考え続けて──すべてを変えてみせろ。

　深呼吸。

　一度目を閉じた蓮也は現状を整理する。

　兎と神がみ散葉は明らかにすべての清算をしようと思っている。

　まったき個人の願望で、世界を変えさせ、作らせ、乗っ取ろうとした罪。

　その罪を、自らで償おうとしている。

　だったら──。

「おい《斬虐の女王クイーン》」

「なんだい《不敗の王剣クラウン》」

「どうせ捨てるつもりなら、その命、俺によこせ。比ひ喩ゆでもなんでもない、文字どおりの意味でその命を俺に捧ささげろ」

　乱暴極まりないその言い草に、散葉がぱちくりと目を開いた。

「これは……また……すごいことを言うね」

「いいから答えろ」

　時間はあまり残されているとは思えない。

　こうして押さえつけているのにもいつかは限界が来るだろう。

　だから、その前に──そう思っていた蓮也に、散葉は眩まぶしそうに目を細めて。

「──捧げるよ、蓮兄くん」

　答えを聞くと同時に、地面が弾はじけた。
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　突然鞭先の感覚がなくなった。

　と同時に恐ろしいまでに引っぱられた力もなくなり、反動で倒れこんだユウリは、すぐさま立ち上がって、世せ良ら樹きつづりらしきなにかがいた地点を急ぎ見る。

　そこにあったのは、とてつもなく巨大な──黒球だった。

　一見すると綺き麗れいな球に見えて、ときおり表面が不気味に波立ち、おぞましい声が聞こえてくる。

　形もたえず流動しており、その動きがなんともグロテスクで、直視しづらい。

　だがユウリは必死にその玉を見つめ、蓮れん也やの姿を捜す。

「先輩は……先輩たちは……っ？」

　気づかず震える声に、一人冷静だった妃ひ継つぎがキーボードを叩たたいて言った。

「だいじょうぶ──ふたりとも無事」

　その言葉が合図だったかのように、突然紅あかい光が弾けた。

　目にも留まらぬ速さで動くその光は、よく見ると黒い玉から伸びる液状の触手のようなものを斬きり裂いている。

　黒い玉から伸びる触手はいくら斬っても再生し、絶え間なく、無限に増え続けていく。

　そうしてそれがユウリたちをも狙ねらっているのだと気づいたとき。

「おねーちゃん！」

　ナイエの声と、無数の黒い針が飛来してきたのは同時だった。

　反射的に避けようとしたユウリは、どこに避けても当たるという現実に突き当たり、目を見開いて──

「油断しすぎだ」

　声はすぐ前から聞こえてきたのに、ユウリはしばらくそれが誰だれのものなのか認識できなかった。

「……先、輩？」

「──来るぞ」

　蓮也の警告と共に、雨のように黒い針が降り注いでくる。

　それらを蓮也が弾はじくと、黒球は一度ちいさく蠢うごめいてから、再度の攻撃を放ってきた。

　今度の黒い液状のなにかは、それぞれ剣や槍やり、ブレードのような形をとっていて、それが空中で目まぐるしく形状を変え続ける。

　これでは到底一人で対処しきれない。

「……っ」

　舌打ちした蓮也がそれでも迎え撃とうと構えたところで。

「──まったく」

　紅あかい光が。完全に認識の外で次々と黒ブレードを打ち落とし薙なぎ払い弾き飛ばした。

「この程度の攻撃も自分で防げないなんて、先が思いやられるね」

　なんということもなくすべての攻撃を打ち払った彼女は、大おお鎌がま《クロノスサイズ》を肩に担いで、ふてぶてしく小首を傾かしげる。

「……散ちる葉は」

　舞まい花かのその声は、驚いたような嬉うれしいような、でもどこか受け入れられないような、複雑な感情が入り混ざっていた。

　それらをうっとうしそうに振り払うかのように、散葉はさばさばと言う。

「別にキミたちに協力するわけでも、護まもろうと思っているわけでもない。ボクはあくまで蓮れん兄くんの奴隷になっただけだ」

　その発言は一拍の間のあと別の意味で盛大に波紋を広げた。

「ど……奴隷っ!?」

「なにそれ蓮センパイ！」

「れん、蓮れん也や……？　ど、ど、ど」

「…………さすが千せん宮ぐう蓮也。きちく」

　彼女たちの面倒なリアクションに蓮也は額を押さえ、天を仰ぐ。

　そうして、その原因を作った人間を盗み見ると、彼女は悪戯いたずらめいた笑みを浮かべていた。

「……わざとだろお前」

「ちょっとした仕返しなんてするわけないよ蓮兄くん」

　軽やかに言い返してきた散ちる葉はにため息を吐き、蓮也は自然と浮かんでしまう笑みを無理矢理押さえ込む。

「なんにせよ続きはあとだ。今は──」

「《世界の意志》を止めようか」

　あくまで主導権を握らせまいとする散葉に、今度こそ蓮也は笑った。
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《不敗の王剣クラウン》と《斬虐の女王クイーン》。

　旧世代の伝説が共に手を取りあい、共同戦線を張る──。

　そんなブレードリンクを知っている人間であれば聞くだけで震える光景は、しかし。

「あまり足を引っぱらないでほしいね《不敗の王剣クラウン》！」

「なら俺はなにを引っぱればいいんだ《斬虐の女王クイーン》！」

「そうだな……あえて言うなら」

「いや真面目まじめに答えようとするな」

　そんな張り詰めたようで気の抜けた会話が耐えず繰り広げられていて。

「ちょっと二人とも！」

　舞まい花かの声に、散葉はいかにも嫌そうに、蓮也は軽くうなずいてまとわりついてきた黒い触手を一振りで薙なぎ払はらう。

「さて、そろそろ真面目にやるか」

「蓮兄くん。かっこつけすぎていると足をすくわれるよ？」

「そのときはお前が俺の足を引っぱってくれ」

「なるほどそれは妙案……だな！」

　声と共に加速した蓮也たちが、再び光となってユウリたちの認識の外に消えると同時。

　あちらこちらで黒の侵攻が停滞し、留められていく。

　それらを視界に収めながら、ユウリは傍らの妃ひ継つぎに尋ねた。

「どうですか？」

　世せ良ら樹きつづりという歪いびつな《ＮＥＸＴ》を媒体とし、世界中の人間の願望を実現した《世界の意志》。

　現実には黒い玉の形で具現化したその欲望は、最強と最凶の《ＮＥＸＴ》による迎撃でどうにか侵攻を止めていたが──それは押し返すことができているわけでも制御できているわけでもなく、ただ止めているだけにすぎない。

　ユウリの問いかけに首を横に振った妃継は、忙せわしなく指を動かしながら言う。

「……かんばしくない。《不敗の王剣クラウン》と《斬虐の女王クイーン》は《ＮＥＸＴ》だけど……しょせんはたったふたりのにんげん」

　一方で、敵は文字どおりの意味で幾億もの人間の意志だ。

　一時的に優勢を保っていられてもいずれは形勢が逆転するのは目に見えている。

　だから──。

「なら、ナイエたちは今のうちにさーっとこの状況を覆せちゃう方法を考えよ」

　ナイエが妃継の可視化した情報ウインドウを見ながら言って、ユウリは顔を俯うつむかせる。

　あくまで軽い口調のナイエをよそに、妃継は情報ウインドウを次々と切り替えていった。

「そんなにかんたんにみつかったらくろうしない」

「まあそーだよね。それなら蓮センパイたちがもう倒しちゃってるだろうし」

「あいてが無形だというのがもんだい。千せん宮ぐう蓮れん也やたちはむこうのこうげきをはじくことはできても、こちらからこうげきしてたおすことはできない」

「無敵とかひきょーすぎるよねー」

　ナイエがうーんと唸うなりながら、視線だけはウインドウに釘くぎ付づけになっているのを見て。

「方法なら……あります」

　ユウリの呟つぶやきに、妃継たちがいっせいに顔を上げた。

「え？」

「というより──ずっと準備していました」

　訝しむ彼女たちの視線から逃れるように、ユウリはじっと自らの思考を顧みる。

　ずっと。ずっと考えていた。

　無数の意識を持ちながら、確とした形を持たない《世界の意志》。

　彼らを倒す方法などどう考えてもない。

　だったら、倒す方法がないのなら──倒さなければいいのだ。

《不敗の王剣クラウン》が得意とする、発想の転換。深しん淵えんに向かう思考──。

「はあ？　倒さなければって、全然解決になってないじゃん」

「さいごまできいてからはんだん」

　妃継がナイエを制するのを見ながら、ユウリは続ける。

「今、世良樹つづりという媒体の下に、『彼ら』は多数でありながら一個となっています。その多数でありながら一つであるという矛盾が『彼ら』を倒せない原因なのだとしたら」

「矛盾を解消すればいい……でもどーやって？」

　やや不満げなナイエの問いに、ユウリはほんの少しだけ得意げに胸を張って言う。

「だからわたしはずっと準備していたんです。《世界変革計画プロジエクトシフト》を妨害するために」

　ユウリが世せ良ら樹き我が光こうのプライベートスペースで目にした当初の《世界変革計画プロジエクトシフト》は、ブレードリンクの大会優勝者を媒体に、全世界のリンクしてきている人間に強制《ＮＥＸＴ》変換ウイルスを流すというもの。

　その計画を妨害するために、ユウリはワクチンを作っていた。

　実際には異なる形で計画は遂行され、現実に世界は変革されてしまったが、ワクチンの効果自体は個別の自我覚かく醒せいを誘発するものでしかなく、現状でも十分に働きうる。

「これを使えば統一された多数という矛盾が解消され、彼らは元の一個人として分離され──って、あの……？」

　熱心に説明するユウリは、ふと妃ひ継つぎとナイエがこちらを見ていないことに気づく。

　彼女たちはお互いに見つめあい、なにかを確認するように神妙な表情を浮かべていた。

「……それ」

「ママが言ってた、おねーちゃんにだけできる役割って……まさか」

「え？　お、お母さんに……ソフィア・フェルト・祈いのり刃はに会えたんですか？」

　ナイエの呟つぶやきに逆にユウリが反応し、そんな姉を遮って妹は言う。

「──おねーちゃん。それ、絶対失敗しないで」

「え……あ、はい……もちろん」

「絶対だよ。妹たちに誓って」

「妹、たち……？」

　常にはない真剣な表情のナイエに押しきられ、中途半端なまま疑問を封殺されたユウリは、助けを求めるように妃継を見る。

「わたしからも、おねがい」

　その妃継からも想おもいのこもった眼まな差ざしを向けられて。

「──わかりました」

　ユウリは強くうなずいた。





　　　×






　その方法を聞いて、蓮れん也やが思ったのは「悪くない」という一言だった。

　元々ユウリが蓮也と契約したのは《世界変革計画プロジエクトシフト》を止めるためだった。

　その防衛計画の最後に使われるはずだったワクチンが、まったく別の経路を辿たどって変革された世界を戻すために使用される──。

　蓮也がもっと感傷的だったら、天の某なにがしの存在を信じたかもしれない。

　──そんな冗談はいいですから

　ユウリが冷めた声で突っ込みを入れてきて、蓮れん也やはひそかに唇をつりあげる。

　──心の中まで読むなよ

　──いえ、声に出してました

　──声には出してない

　──それは言葉の綾あやです！

「……蓮也」

　すぐそばから舞まい花かの声が聞こえた気がして、蓮也は無駄な会話を打ち切って辺りを見る。

　周囲にはどす黒いブレードや触手が蠢うごめいているだけで、舞花の姿などはない。

　いや……場合によっては舞花のほうがどす黒いのか？

　最後にそんな冗談を思って、近づいてきていた数十の黒いブレードをまとめて叩たたき落とす。

　──先輩？

「ああ悪い」

　現実に声を出した蓮也は、もう一度ユウリから伝えられた攻略法を吟味し、目を細める。

「問題は打ち込む場所だな……」

　ワクチンはユウリのブレードを通して《世界の意志》に叩き込む形になるが、『どこ』へ打ち込めば効くのか。

　もちろん闇やみ雲くもに、あるいはどこにでも、とりあえず打ち込めさえすればそれでいいということであればいいのだが。

　──残念ながらその可能性は極めて低そうです

　全にして一つのそれは、内部も常に流動的に動いており、有機的な結びつきをしているらしい。したがって仮に一部分に毒ワクチンを打ち込んだところで、それが全身に回る前にその一部だけを切除する可能性が高い。

「正直見当もつかないな」

　即座に情報を共有した散ちる葉はは、絶え間なく迫り来る黒いブレードを打ち払い続けながら、器用に考えこんでいる。

「わかりやすく『弱点』と書いておいてくれていればいいんだけれどね」

「全身黒いからな。書いてあっても見えないだろ」

「なら弱点じゃないかと思える場所を片っ端から叩いていこうか」

「そんな面倒なこと──」

　言いかけて、蓮也ははたと止まる。

「今なんていった？」

「ん？　弱点じゃないかと思える場所を片っ端から──」

「──それだ」

「それだって……蓮兄くん！」

　散ちる葉はの声を振り払って、蓮也は飛んだ。

　同時に、ユウリを介して全員にメッセージを飛ばす。

　各おの々おのから様々なリアクションがあったが、それらをすべて大丈夫だの一言で黙らせて、蓮れん也やはそこに辿たどりつく。

「せ、先輩……？」

　あまりに唐突すぎる展開に驚いているのか、はたまた別の理由からか、銀髪を揺らしたユウリは明らかに戸惑っていた。

　いまだにどうすべきか、迷っている。

　それは多分に蓮也の言葉不足が原因で──今はそのことを話している時間も惜しい。

　短時間で、ユウリをその気にさせる方法。

　それすら考える時間を惜しんだ蓮也は、不意に彼女と結んだ契約のことを思い出した。

　そうして、一度不敵に笑うと、訝いぶかしむ彼女の前で膝ひざを突き。

「──お迎えにあがった我が主」

　目を見開いたユウリは、息を呑のみ、短い沈黙を挟んでから、そっと笑った。

「待っていました──わたしの《道化の偽剣ＣＬＯＷＮ》」




　そうして二人は動き出す。















「……なんか、詳しいことは全然よくわかんないんだけど」

　ぶつくさ言うナイエは、それでも蓮れん也やたちに紫のエフェクトを──ソフィアによって制限を解除された『餓が獣じゆう焔えん喰しよく』をかける。

「とりあえず、帰ってきたら蓮センパイはナイエと一回デートだからね！」

　ぴっと指を立てたナイエに蓮也は苦笑し、

「でーとはともかく、かしはひとつ」

『劇的な進化アルテイメツトブースト』の準備をする妃ひ継つぎにうなずいて。

「さて──行くかユウリ」

　二重のサポートバフがかかった蓮也たちは、あっという間に加速し、みるみるうちに黒球へと近づいていって──その激しい迎撃反応に遭う。

　飛び交う黒いブレードのほとんどは、先行する蓮也が捌さばき、弾はじくが、到底それだけでは足りない。その足りない部分を、蓮也の背後から放たれた一いつ閃せんが打ち落とした。

「まさか……こんな形にするとは思わなかったわ」

　ウサ耳を揺らした《幻影の兎姫ミラージユラビツト》の繰り出した桜色の剣けん閃せんが、うごめく触手を斬り裂き、

「──蓮兄くんの言いつけとあれば仕方がないな」

　硬い声で呟つぶやいた《斬虐の女王クイーン》が、兎うさぎのストラップのついた大おお鎌がまを振るい、再生しようとしたそれらを根こそぎ薙なぎはらう。

　背中合わせに構えた姉妹は、互いによく似た顔を仏頂面にしたまま、恨みがましく蓮也を見て──頬ほおを緩ませた。












「負けたら、許さないから」

「そんなことは兆が一もありえないが──信じてるよ蓮兄くん」

　姉妹に見送られた蓮れん也やは、傍らのユウリが呆あきれた眼まな差ざしを送っていることに気づいた。

「なんだ？」

「……いえ。先輩は本当にひどい人だといつも通り思っただけです」

「それは褒め言葉か？」

「……褒め言葉です」

　不敵に言ったユウリに、蓮也もまた笑い返して。

「その期待には──応こたえる必要があるな」

　言いながら、ユウリの腰を抱いて叫んだ。

「『縮しゆく地ち・光こう矢や』！」

　システムの補助を受け、一気に加速した蓮也は、黒球のはるか直上に跳躍する。

　黒球の迎撃システムは、蓮也の反応にすべての黒いブレードと触手を直上へと向けてきた。

　それらを確認してから、ユウリは目を閉じ《ナインライブズ》をまっすぐ伸ばすと。




　──『全感覚共有フルスレイブ』















　ユウリの五感が蓮れん也やの五感に。蓮也の五感がユウリの五感に。

　それぞれがそれぞれを共有した状態で、蓮也もまた目を閉じる。




　──《超過集中Exceed Concentration》




　思考が沈降していき、先鋭され、洗練され──全身が一本の剣になるような錯覚。

　薄く目を開いた蓮也ユウリは、ユウリ蓮也の掲げた手の上から、《ナインライブズ》を操り、もう片方の手に持つ《インディフィニット》に巻きつけて、巨大な──自身の何十倍もの大きさの超剣にする。

　──弱点がないなら、すべて叩けばいい。




「これで終わりだ──『世界』」




　極大にまで広がった《インディフィニット》を振り下ろした蓮也ユウリは、そうして《世界の意志》を上書きオーバーライトしつくした──。
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　その病室のベッドでは、いつでも誰だれかが眠り続けていた。

　かつて散ちる葉はの幻影が、黒羽と呼ばれた少女が、そして今──世せ良ら樹き我が光こうが。

　Ｒ１物理現実の病院で、意識を失ったまま決して目覚めることがないと言われている彼が、我光なのかつづりなのか、そばに立つ蓮也とユウリにはわからない。

　わかるのは──彼女の壮大な計画が頓とん挫ざしたということだけ。

《世界の意志》にワクチンを上書きオーバーライトしたことで、Ｒ３の仮想現実世界は完全に崩壊した。

　気がつけば蓮也たちは路地で寝ており、世界中でも同じような現象が起きたと報道されていた。

　若干の混乱は、ユウリや妃ひ継つぎ、ナイエやソフィアたちの奔走で取り繕われ、世界はなにもなかったかのように今日も続いている。

　ずっと裏で動き続けていた『第六機関シツクスオルガン』は《世界変革計画プロジエクトシフト》がつづりのエゴだったとわかった以上、再び同じように画策することはないだろう。

　ブレードリンクとＱＤクオリアデバイスに隠された機能も、利用する人間が存在しなければひとまずの害はない。

　仮に悪用する人間が現れたところで──そのときはまた潰つぶせばいいだけだ。

「……終わりましたね」

　ずっと沈黙を貫いていたユウリがぽつりと呟つぶやいて、蓮れん也やは顔をあげる。

　短かったようで長かった戦い。彼女に誘われ、巻き込まれた一連の事件。

「あらためて──ありがとうございました」

　深々と頭を下げてきたユウリに、蓮也は背中を掻かきたくなる衝動に駆られる。

「なんだ急に……」

「いえ、なんだか……今言っておかないともう二度と言えなくなってしまう気がして。目的が達成された以上、先輩と一緒にいられる……いる理由は、なくなってしまいますし」

　そう呟く彼女の声は徐々に小さくなっていって──

「なに言ってんだ？」

　そんな彼女に、蓮也は拍子抜けしたように言う。

「別に世せ良ら樹き我が光こうが倒れたところで、ブレードリンクがなくなったわけじゃないだろ」

　そう。表向きなにも起きていない現状、ブレードリンクは今も普通に運営されている。

　大会も毎週行われ、最大の公式大会である《世界変革計画プロジエクトシフト》だって当然開催されるのだ。

「せっかくセリアから出場権を奪ったのに、出ないのか？」

　そんなことを言う蓮也にぱちぱちとまばたいたユウリは、我慢しきれずに吹き出した。

「──ふっ、ふふふ……あはははは！　ほ、本当に、先輩は……」

　あの日の屋上でのように。心から笑うユウリに、蓮也は冗談めかして言う。

「願いは叶かなったか、我が主」

　不意を突かれたような、その言葉を待っていたかのような。たくさんの感情をない交ぜにした表情を浮かべたユウリは、ゆっくりと噛かみしめるように答えた。

「──はい」

　どこか寂しげに、けれど満足げにうなずいたあと、なぜか落ち着かない様子を見せ、神妙な顔で蓮也を見あげる。

「……あの、それで……先輩がよければですけど……お礼がしたい、です」

「礼？」

　唐突な申し出にかりかりと頭をかく蓮也は、ユウリが妙に覚悟を決めたような表情を浮かべていることに気づき、薄く息を吐く。

「具体的になにをするつもりだよ」

　冗談を込めた言葉。別に気にする必要はない、そんな堅苦しいことはいらない──。そういったニュアンスに、ユウリは一度視線を落としてから上目づかいに見あげてきた。

「なんでも、します……先輩の言うことを、なんでも。それだけのことを、していただきましたから」

　それは、つまり。

　硬直する蓮也は、ユウリを見つめ、ユウリもまた蓮也から視線を逸そらさなくて──




「──あ、いたいた！　ねえねえ、蓮センパイ、あのときの約束──あ？」




　ノックもなく開いた扉の向こうに、ナイエ、舞まい花か、妃ひ継つぎが現れ。

　彼女たちが、揃そろって目を丸くし、黙って蓮れん也やたちを注視していることに気づいて。

「──ねえ蓮也」

　舞花の声を聞いた瞬間。

「──先輩!?」

　蓮也は迷うことなく病室の窓を開けて外へ飛び出した。





　　　×






　Ｒ１物理現実での平和な日常。

　それは壊されてはならないものだったが、蓮也が心から望んでいたものではなかった。

　蓮也が本当に心から望んでいるのは──

『ブレードリンクにログインしました』

　システム音声を背景に、蓮也はブレードリンクの公式ロビーをあてどなく歩く。

　すでに日課となっている《不敗の王剣クラウン》のソロ行動は、オフラインでも噂うわさになっているらしい。たまにファンを称する団体に待ち伏せられたりするが、最近はそれらに対する危険察知能力もついてきた気がする。

　同じクランメンバーであるユウリや舞花、友人であるナイエや妃継にはそのことで難色を示されているが、蓮也はこの目的のない散歩をやめるわけにはいかなかった。

　そう、別に明確な目的があるわけではない。

　ただ毎日違うロビーを、誰だれかを捜すように見渡しながら歩き続けるだけ。

　──誰か、か。

　そんな言葉が出る時点で、少しも自分を誤魔化せていない。

　蓮也はずっと捜している。

　あの日──こちら側に戻ってこなかった少女を。

　路地で目を覚ました蓮也たちは、そこがブレードリンクにログインした場所であることを確認し、すぐに気づいた。

「散ちる葉はは……？」

　舞花の問いに答えられる人間は誰もいなかった。

　自分と他人の世界は交わらない。そんな世界は悲しすぎる──そう言っていた幼なじみは、それ以来蓮也たちの前に一度も姿を現していない。

　Ｒ１物理現実で彼女は依然として行方不明のまま。

「……そんなに簡単に偶然は起こらない、か」

　独りごちた蓮也は、一通りロビーを見て回った結果、今日もなんの収穫もなかったことにため息を吐き、ふと空を見あげた。

　仮想現実の夜空は、物理現実のそれよりどこか深く見える。

　暗い夜空を見あげていると、自然と彼女の言葉が甦よみがえった。

　──今のキミにもわかるはずだ。人は人と根源的に繋つながらない。ボクの世界とキミの世界は絶対的に不干渉なのだと

《ＮＥＸＴ》になったはずの蓮れん也やは思う。

　別にそんなことはない。いつだって、人は人と出会うために歩き続けている──




「なるほど。それでボクと戦いたいわけだ」




　不意に。

　蓮也の仮想聴覚が、懐かしい──悪戯いたずらっぽい響きを拾い上げて。

　幻聴であってほしくない──そう心から願って、そちらへ向き直った蓮也は。

「そこまで熱烈なラブコールを受けたら」

　露出度の高い紅あかいドレス。華きや奢しやな身体からだに巨大な大おお鎌がま。

「ボクだって無視を決め続けることはできないよ」

　細いツインテールと小さなティアラを意味ありげに揺らした彼女は、芝居がかった仕草で指を鳴らして──

　瞬間、蓮也の周囲にあった光景は中世西洋風の城、その王の間へと変へん貌ぼうした。

　偉そうに玉座に座り、肘ひじをついた少女が浮かべる笑みを見ると同時に、蓮也は右手に《インディフィニット》を具現化する。

「なんのことを言っているのかはさっぱりわからないが──」

　小さく振るった剣先。握り直した柄。

「戦いたいっていうなら、相手になってもいいぜ？」

　不敵に笑った《不敗の王剣クラウン》は、ゆっくりと片手剣を下段に構えて。

　次の瞬間、彼らは紅い月をバックに、レッドカーペットの中央で激しく斬り結んだ。




「さあ存分に戦おうか《斬虐の女王クイーン》！」

「こちらのセリフだよ《不敗の王剣クラウン》！」




　そうして、交わらないはずの二人の世界は、いま再び重なった──。


〈了〉







あとがき




　三度あったことは四度ある！　一ページあとがきも慣れてきた、刈かり野のミカタです。

　三巻から五ヶ月もお待たせしてすみません……ようやくの四巻でございます！

　あとがきは極力本編のネタバレを含まないようにしていますので、詳しいことは言えないのですが、今巻の表紙である二人は一巻のときから決まっていたものでした。

　著者含めて関係者の中でお気に入りの彼女がついに……ということで色々な意味で感無量なのですが、果たして中身のほうがしっかりとついていっているかどうか。

　お、お楽しみいただけましたらこれに勝る喜びはありません……（びくつきながら）。

　ここからは謝辞になります。担当編集大おお類るい様。的確にモチベーションを引き出していただいた上、最後まで見捨てずにいただきありがとうございました……もっと精進します!!

　素晴ら絵師フルーツパンチ様。特に今回は口絵が格好良すぎて編集さんとしばらく「すげえ」しか言えなかったのを思い出します。仕事なのに、とにかくいち早く完成した絵を見られるのが幸せでした。あらためてお礼申し上げます。

　またデザイン、校正や印刷所、編集長をはじめ刊行に携わって下さった皆様。

　なによりも、最後まで読んで下さった貴方あなた様に心からの感謝を──。

　またどこかでお会いできますように!!


刈野ミカタ


















　著者

　刈野ミカタ（かりの・みかた）

　　あとは……まか……せた




　　訳：第五回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞でデビューさせていただきました。

　　独り言をよく口にします。人がいても平気で言ってしまうので外出時に割と困ります。もしそんな人を埼玉周辺で見かけることがあったら、そっと見守っていただけると大変助かります。




　イラスト

　フルーツパンチ

　　１月14日生まれ好きなものはゲーム・絵を描く事・小鳥、愛鳥のマンゴちゃんに相手をされない毎日を送ってます。スリスリ相手してほしいッピ
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